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１
　
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
１
月
５
日
㈰
の
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、交
付
業

務
の
み
行
い
ま
す
。

※

２
　
セ
サ
ミ
＝（
終
）12
月
28
日
㈯・（
始
）１
月
４
日
㈯

※

３
　
第
二
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、１
月
16
日
㈭
か
ら
新
施
設
を
開
館
し
ま
す
。詳
細

は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

４
　
各
図
書
室
の
年
末
年
始
の
日
程
は
、11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

５
　
園
内
整
備
の
た
め
、令
和
２
年
３
月
ま
で
予
約
者
以
外
の
入
園
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

６
　
１
月
１
日
㈬
か
ら
３
日
㈮
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、お
墓
参
り
の

方
の
た
め
に
正
門
を
開
き
ま
す
。

年
末
年
始
の
業
務
終
了
日・業
務
開
始
日

公
共
施
設
の

施設名開始日
（1月）

終了日
（12月）

市民会館、公民館・コミュニティセ
ンター、ふるさと新座館、すこやか
広場、にいざほっとぷらざ、市民総
合体育館、総合運動公園、運動場、庭
球場、小・中学校夜間照明、老人福祉
センター（※３）、福祉の里、高齢者い
きいき広場、児童センター、中央図
書館（※４）、福祉の里図書館、放置自
転車返還所

市役所（※１）、出張所、観光プラザ、
保健センター、地域子育て支援セン
ター（※２）

集会所・ふれあいの家

睡足軒の森（※５）

歴史民俗資料館

市営墓園（※６）

27日㈮

28日㈯

22日㈰

27日㈮

31日㈫

6日㈪

4日㈯

5日㈰

17日㈮

4日㈯

4日㈯
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東京2020オリンピック・パラリンピック

射撃の競技会場です
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日
本
で
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
有
効
利
用
率
は
、約
84
％
で
、

世
界
で
も
高
い
水
準
で
す
。

　
し
か
し
、全
体
の
57・５
％
は
、「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」と
い
う
処
理
方
法
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
燃
や
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

電
や
温
水
プ
ー
ル
な
ど
に
利
用
す
る
方
法

で
す
。
こ
の
処
理
は
、C
O
2
を
排
出
す

る
た
め
、今
後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
地
球

温
暖
化
へ
の
対
策
を
含
め
て
考
え
る
と
、

有
効
か
つ
持
続
可
能
な
方
法
で
資
源
が
利

用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
ご
み
の
減
量
、正
し
い
分
別
で
資
源
化

で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

　海に囲まれた日本ですが、私たちが暮らす新座市には海がありま
せん。海って、そんなに身近ではないかも・・・
　でも、私たちの生活から出ている身近なごみが海を埋めつくそう
としていることを知っていますか？
　生活のあらゆる場面で利用されているプラスチック。軽くて丈
夫で加工しやすく、安価で手に入り、いまや私たちの暮らしに欠か
せません。
　よいことばかりに思えますが、ごみになったプラスチックは、１
年間に少なくとも８００万トン（ジャンボジェット機５万機分）も世
界中から海へ流れ込んでいます。このままでは、２０５０年までに海
のプラスチックごみの重さが、海にいる魚の重さを上回るという予
測もあります。プラスチックごみは自然分解されにくく、その多く
が数百年以上、残り続けます。

問合せ リサイクル推進課（☎048-477-1547）

海
の
生
物
へ
の
影
響

人
体
へ
の
影
響

川
か
ら
海
へ

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
影
響
に
よ
り
、ア
ザ
ラ

シ
な
ど
の
海
洋
哺
乳
類

や
、魚
、海
鳥
、ウ
ミ
ガ
メ

な
ど
、少
な
く
と
も
約
７

０
０
種
の
生
物
が
傷
付

け
ら
れ
た
り
死
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。
ご
み
に

な
っ
て
放
置
さ
れ
た
漁

網
な
ど
に
絡
ま
っ
た
り
、

ポ
リ
袋
を
食
べ
物
と
間

違
え
て
食
べ
た
り
す
る

こ
と
が
原
因
で
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
多
く
は
、海
岸
の
波
や

紫
外
線
な
ど
の
影
響
で
、

５
㎜
以
下
の
小
さ
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
粒「
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」と

な
り
、世
界
中
の
海
中
や

海
底
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
沿
岸
や
近
海
各
地
で
採
集
さ
れ
る

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
が

海
の
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
海
が
な
い
新
座
市
に
は
、海
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
は
関

係
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

多
く
は
、川
を
通
じ
て
最
終
的
に

海
を
汚
し
て
い
ま
す
。
市
内
を

流
れ
て
い
る
黒
目
川
や
柳
瀬
川
、

水
路
か
ら
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、食
を
通
じ
て

人
体
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、具
体
的
に
生
物
の
身

体
や
繁
殖
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

は
、ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、自

然
界
に
は
存
在
し
な
い
物
質
が
、自
分
で
も
気
付
か

な
い
う
ち
に
身
体
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
、決
し
て
楽
観
視
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

新
座
市
民

基本

○
ご
み
を
正
し
く
捨
て
る

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、汚
れ
た
ま
ま
で
は
資
源
化
で
き

ま
せ
ん
。
残
飯
な
ど
を
取
り
除
き
、汚
れ
を
落
と
し
て
捨
て

て
く
だ
さ
い
。

日本人一人が年間にも
ら う レ ジ 袋 は300枚。
そのほとんどが使い捨
てされています。マイ
バッグを持参して脱・
使い捨て！

プラスチックごみの47
％は、ペットボトルな
どの容器包装に使われ
たもの。マイボトルを
使うだけでたくさんの
ごみが減らせます。

分ければ資源、混ぜれ
ばごみになります。リ
サイクルすれば、資源
を無駄遣いせずに新し
いプラスチック製品を
作ることができます。

実は！

ポイ捨てごみの

大きな割合を占める

たばこや電子たばこも、

フィルター部分が

プラスチックです

必ず灰皿に

捨てましょう

応用
マ
イ
ボ
ト
ル
を

使
お
う
！

リ
サ
イ
ク
ル

し
よ
う
！

マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
お
う
！

データでみる
新座市の
プラスチックごみ

105本のペットボトルと
８kgのプラスチックごみ

を排出！

■新座市のペットボトルとプラスチックの排出量

回
収

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

富士見環境センター

集められたペットボトルと
プラスチックは、志木地区
衛生組合（新座・志木・富士
見市で構成）に運ばれ、不適
物を取り除いた上で、種類
ごとに圧縮梱包されます。

売却再
生
工
場

（
県
外
）

最
終
処
理

工
場

・卵パック
・ペットボトル
・Ｔシャツなど
　の原料へ

プラスチック
製品原料に
資源化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

富
士
見
環
境
セ
ン
タ
ー

の
見
学
が
で
き
ま
す

全
部
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
と

思
っ
て
た
ゾ
ウ
・・・

出典：（一社）プラスチック循環利用協会

　
富
士
見
環
境
セ
ン
タ
ー
に
は
、可
燃
ご

み
の
焼
却
施
設
の
ほ
か
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
分
別
処
理
施
設「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

利
彩
館
」や
粗
大
ご
み・ビ
ン
処
理
施
設
が

あ
り
ま
す
。
利
彩
館
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分

別
作
業
は
、自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
団
体
に
よ
る
見
学
や
焼
却
施
設
の
見
学
、

施
設
の
説
明
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
見
学
日
時
／
火
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
祝
日
を
除
く
。

月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、火
曜
日
休
館
）

▼
申
込
み
／
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
電

話
で
、志
木
地
区
衛
生
組
合
事
務
局（
富

士
見
環
境
セ
ン
タ
ー
）へ
予
約
の
上
、施

設
見
学
申
請
書
を
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で

富士見環境センター
Photo Gallery

オイラも
ちゃんと
分別する
ゾウ！

富士見環境センターを
見学するゾウ♪

23.0％

899万t
（2016年）

4.0％

57.5％

15.6％

■マテリアルリサイクル
プラスチックごみをプラ
スチック製品に再生
■ケミカルリサイクル
プラスチックごみを分解
するなどして、化学原料
に再生
■サーマルリサイクル
プラスチックごみを燃や
して熱エネルギーを回収

平成30年度は市民１人当たり

国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
処
理
状
況

回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

ゆ
く
え

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,145 1,182 1,203 1,259 1,279 1,320

550 551 543 561

563 584 610

（トン）

平成24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

ペットボトル

資源プラスチック

廃棄

▲回収されたプラスチックごみが
　集められるところ

▲ビンの選別作業

◀再生プラスチック
　製品

▲中央制御室
 （ごみの処理状況をチェック！）

▲プラスチックの分別作業

■申込先
　志木地区衛生組合事務局（富士見環境センター）
　〒354-0031 富士見市大字勝瀬480番地
　（☎049-254-1125、ファックス049-254-5722）

◀ホームページはこちら

▶受付日時／月曜から金曜日(祝日を除く)まで、
　　　　　　午前8時30分～午後5時15分

り 

さ
い 

か
ん

柳瀬川に生える木にひっかかる
ビニールごみ

黒目川を流れる
プラスチックごみ

1,296
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て
る

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、汚
れ
た
ま
ま
で
は
資
源
化
で
き

ま
せ
ん
。
残
飯
な
ど
を
取
り
除
き
、汚
れ
を
落
と
し
て
捨
て

て
く
だ
さ
い
。

日本人一人が年間にも
ら う レ ジ 袋 は300枚。
そのほとんどが使い捨
てされています。マイ
バッグを持参して脱・
使い捨て！

プラスチックごみの47
％は、ペットボトルな
どの容器包装に使われ
たもの。マイボトルを
使うだけでたくさんの
ごみが減らせます。

分ければ資源、混ぜれ
ばごみになります。リ
サイクルすれば、資源
を無駄遣いせずに新し
いプラスチック製品を
作ることができます。

実は！

ポイ捨てごみの

大きな割合を占める

たばこや電子たばこも、

フィルター部分が

プラスチックです

必ず灰皿に

捨てましょう

応用
マ
イ
ボ
ト
ル
を

使
お
う
！

リ
サ
イ
ク
ル

し
よ
う
！

マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
お
う
！

データでみる
新座市の
プラスチックごみ

105本のペットボトルと
８kgのプラスチックごみ

を排出！

■新座市のペットボトルとプラスチックの排出量

回
収

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

富士見環境センター

集められたペットボトルと
プラスチックは、志木地区
衛生組合（新座・志木・富士
見市で構成）に運ばれ、不適
物を取り除いた上で、種類
ごとに圧縮梱包されます。

売却再
生
工
場

（
県
外
）

最
終
処
理

工
場

・卵パック
・ペットボトル
・Ｔシャツなど
　の原料へ

プラスチック
製品原料に
資源化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

富
士
見
環
境
セ
ン
タ
ー

の
見
学
が
で
き
ま
す

全
部
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
と

思
っ
て
た
ゾ
ウ
・・・

出典：（一社）プラスチック循環利用協会

　
富
士
見
環
境
セ
ン
タ
ー
に
は
、可
燃
ご

み
の
焼
却
施
設
の
ほ
か
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
分
別
処
理
施
設「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

利
彩
館
」や
粗
大
ご
み・ビ
ン
処
理
施
設
が

あ
り
ま
す
。
利
彩
館
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分

別
作
業
は
、自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
団
体
に
よ
る
見
学
や
焼
却
施
設
の
見
学
、

施
設
の
説
明
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
見
学
日
時
／
火
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
祝
日
を
除
く
。

月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、火
曜
日
休
館
）

▼
申
込
み
／
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
電

話
で
、志
木
地
区
衛
生
組
合
事
務
局（
富

士
見
環
境
セ
ン
タ
ー
）へ
予
約
の
上
、施

設
見
学
申
請
書
を
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で

富士見環境センター
Photo Gallery

オイラも
ちゃんと
分別する
ゾウ！

富士見環境センターを
見学するゾウ♪

23.0％

899万t
（2016年）

4.0％

57.5％

15.6％

■マテリアルリサイクル
プラスチックごみをプラ
スチック製品に再生
■ケミカルリサイクル
プラスチックごみを分解
するなどして、化学原料
に再生
■サーマルリサイクル
プラスチックごみを燃や
して熱エネルギーを回収

平成30年度は市民１人当たり

国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
処
理
状
況

回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

ゆ
く
え

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,145 1,182 1,203 1,259 1,279 1,320

550 551 543 561

563 584 610

（トン）

平成24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

ペットボトル

資源プラスチック

廃棄

▲回収されたプラスチックごみが
　集められるところ

▲ビンの選別作業

◀再生プラスチック
　製品

▲中央制御室
 （ごみの処理状況をチェック！）

▲プラスチックの分別作業

■申込先
　志木地区衛生組合事務局（富士見環境センター）
　〒354-0031 富士見市大字勝瀬480番地
　（☎049-254-1125、ファックス049-254-5722）

◀ホームページはこちら

▶受付日時／月曜から金曜日(祝日を除く)まで、
　　　　　　午前8時30分～午後5時15分

り 

さ
い 

か
ん

柳瀬川に生える木にひっかかる
ビニールごみ

黒目川を流れる
プラスチックごみ

1,296
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INFORMATION 必要事項
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座
などの名称を記入の上、お申し込みください。
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日を記入の上、お申し込みください。

※費用の記載がない講座などは無料です。
№1032■令和元年12月号

12 December 2019広報 にいざ

●外来　  ●入院  ●透析センター
●地域医療センター ●健診センター

新座市堀ノ内2-9-31
Tel.048-481-5168

LINEスタンプ
販売中！

ゾウキリン

ゾウキリン

スタンプショップで
検索してください♪

事 

業 

者

税

お
知
ら
せ

成
人
式

片
山
農
産
物
直
売
所
の

年
末
年
始
の
営
業
日

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
の
売
却

令
和
２
年
１
月
か
ら

観
光
プ
ラ
ザ
の
休
館
日
の
変
更

朝
霞
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

S
A
I
T
A
M
A
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

２
月
25
日
任
期
満
了
に
伴
う

新
座
市
議
会
議
員一般
選
挙

新
座
市
介
護
保
険
事
業
計
画
等

推
進
委
員
会
の
市
民
委
員
の
募
集

従
業
員
の「
給
与
支
払
報
告
書
」

の
提
出
を

　
11
月
１
日
㈮
、新
座
市
制
施
行
記
念
式

典
を
開
催
し
、市
民
表
彰
の
各
受
賞
者
に

表
彰
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〈
敬
称
略・五
十
音
順
〉

表
彰
状

▼
公
務
等
功
労
者

○
長
年
に
わ
た
り
、特
別
職
職
員
と
し
て

公
務
に
精
励
さ
れ
、本
市
政
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
／
青
木
宏
、飯
野
容
允
、

岩
崎
信
丈
、梅
津
智
行
、太
田
宏
伸
、大
和

田
直
嗣
、岡
野
秀
昭
、金
子
和
男
、唐
鎌
貞

郎
、河
瀬
恵
梨
、木
村
素
子
、蔵
持
重
裕
、

齊
藤
貢
、作
田
敦
子
、篠
原
美
穂
子
、鈴
木

敏
一
、鈴
木
松
江
、関
祐
一
、髙
野
雄
輔
、

竹
谷
尚
人
、富
永
浩
之
、中
山
修
仁
、西
山

文
子
、平
山
稔
、廣
田
恭
子
、福
島
正
隆
、

藤
井
直
也
、藤
宮
幸
一
、藤
原
吉
美
、増
山

由
雄
、松
岡
雅
美
、宮
崎
正
浩
、山
﨑
顕
、

横
田
喜
平
、横
森
サ
ツ
エ

○
長
年
に
わ
た
り
、住
民
自
治
組
織
の
代

表
と
し
て
本
市
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
／
赤
川
治
男
、佐
原
範
久
、髙
�
靖

子▼
産
業
功
労
者

○
産
業
振
興
に
精
励
さ
れ
、そ
の
功
績
が

顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た
方
／

渡
邉
世
一

▼
防
犯
防
災
等
功
労
者

○
消
防
行
政
の
推
進
又
は
交
通
安
全
の
推

進
に
精
励
さ
れ
、そ
の
功
績
が
顕
著
で
社

会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た
方
々
／
石
田
隆

久
、河
原
﨑
昌
美
、野
本
美
枝
子

▼
保
健
衛
生
等
功
労
者

○
保
健
衛
生
活
動
に
精
励
さ
れ
、そ
の
功

績
が
顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た

方
々
／
紺
野
久
子
、新
座
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

▼
社
会
福
祉
功
労
者

○
社
会
福
祉
の
向
上
に
精
励
さ
れ
、そ
の

功
績
が
顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ

た
方
／
蛭
間
俊
彦

▼
告
示
日
／
令
和
２
年
２
月
９
日
㈰

▼
投
票
日
／
令
和
２
年
２
月
16
日
㈰

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

関
係
者
の
方（
３
名
以
内
）は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
12
月
25
日
㈬
、午
後
１
時
30
分

か
ら

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
５
階
全
員
協
議

会
室

▼
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
７
５
）

　
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
の
策
定
に
つ

い
て
の
審
議
や
、実
施
状
況
の
把
握
及
び

評
価
を
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
任
期
／
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
５
年
３

月（
予
定
）、年
２
〜
７
回
程
度
会
議
開
催

▼
対
象
／
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す

る
40
歳
以
上
で
、平
日
の
委
員
会
に
出
席

で
き
る
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
高
齢
者
施

策
に
関
心
の
あ
る
方

▼
定
員
／
若
干
名（
書
類
選
考
）

▼
報
酬
／
１
回
７
千
５
０
０
円（
交
通
費

含
む
）

▼
提
出
書
類
／
○
応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
）、○「
今
後
の
介
護
保
険

制
度
の
あ
り
方
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

（
８
０
０
字
程
度
、様
式
は
任
意
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
25
日
㈬
ま

で
に
提
出
書
類
を
窓
口
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス（
０
４
８‐

４
８
２‐

５
８
８
２
）又
は

メ
ー
ル（kaiho@

city.niiza.lg.jp

）で

介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
３

６
１
）へ

▼
日
時
／
１
月
13
日（
月・祝
）、午
前
11

時
〜
正
午（
10
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
対
象
／
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
成

人
年
齢
引
下
げ
以
降
も
20
歳
の
方
を
対
象

に
開
催
予
定
）※

市
内
在
住
の
方
に
は
、

11
月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
市
内
に
住
ん
で
い
て
、参
加
を
希

望
す
る
方
は
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
ア
ト
ム
通

貨
１
０
０
馬
力
を
配
布

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

▼
入
札
日
時
／
12
月
10
日
㈫
、午
前
10
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
２
階
２
０
１
会

議
室

▼
問
合
せ
／
大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
務
所（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

４
８
５
２
）

年
末
＝
12
月
28
日
㈯
ま
で

年
始
＝
１
月
25
日
㈯
か
ら

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

▼
休
館
日
／
水
曜・日
曜
日
、祝
日
、12
月

28
日
〜
翌
年
１
月
４
日※

開
館
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
問
合
せ
／
観
光
プ
ラ
ザ（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

１
４
４
９
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
県

の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
相
談
員
が
、出
会
い
か
ら

交
際
、結
婚
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
／
〇
結
婚
を
希
望
し
、自
ら
婚
活

す
る
意
思
の
あ
る
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
、

〇
県
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
、近
い
将
来

埼
玉
県
へ
の
移
住
を
お
考
え
の
方
、〇
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

▼
利
用
登
録
料
／
１
万
６
千
円（
税
込
、

登
録
期
間
は
２
年
間
）※

お
勤
め
の
企
業・

団
体
が
会
員
の
場
合
、１
万
１
千
円

▼
申
込
み
／
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照

▼
問
合
せ
／
S
A
I
T
A
M
A
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
０
４
８‐

７

８
９‐

７
７
２
１
）

①
ス
マ
ホ
で
ラ
ク
ラ
ク
確
定
申
告
！

　
令
和
元
年
分
確
定
申
告（
令
和
２
年
１

月
以
降
）か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申

告
で
き
る
方
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
給
与
所

得
や
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、一
時
所

得
の
申
告
を
す
る
方
が
対
象
で
、医
療
費

控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
金
控
除
）を

は
じ
め
、全
て
の
所
得
控
除
に
対
応
可
能

で
す
。

②
確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申

告
が
行
え
ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
は
12
月
頃
ま
で
に

お
近
く
の
税
務
署
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い

（
手
続
時
間
約
５
分
）。※

要
本
人
確
認
書

類▼
問
合
せ
／
①
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
・作
成
コ
ー
ナ

ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
☎
０
５
７
０‐

０
１‐

５
９
０
１
）、②
朝
霞
税
務
署（
☎
０
４
８‐

４
６
７‐

２
２
１
１
）

　
事
業
主
の
方
は
、令
和
元
年
中
に
従
業

員（
事
業
専
従
者
を
含
む
）へ
の
給
与
の
支

払
が
あ
っ
た
場
合
、令
和
２
年
１
月
31
日

㈮
ま
で
に「
給
与
支
払
報
告
書
」を
市
区
町

村
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

報
告
書
は
、住
民
税
の
課
税
根
拠
と
な
る

重
要
な
資
料
で
す
。「
個
人
別
明
細
書
」に

「
総
括
表
」を
添
付
し
て
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、普
通
徴
収
該
当
者
が
い

る
場
合
は
、「
普
通
徴
収
該
当
理
由
書
」も

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。※

年
の
中
途

で
退
職
さ
れ
た
方
、給
与
が
少
額
の
方
の

分
も
対
象

■
提
出
は
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利

　
給
与
支
払
報
告
書
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
告
が
で
き
る
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）の
利
用
が
便
利
で
す
。
特

別
徴
収
は
電
子
納
税
も
で
き
ま
す
。※

詳

細
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

■
住
民
税
の
納
税
は「
特
別
徴
収
」で

　
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）、従
業
員
に
代
わ
っ
て
事
業

主
が
市
区
町
村
に
納
税
す
る
こ
と
は
法
令

上
の
義
務
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市

民
税
課（
☎
０
４

８‐

４
２
３‐

９

２
０
０
）

　
現
在
、平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

「
第
２
次
い
き
い
き
新
座
21
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、個
人
の
健
康
づ
く
り
を
地
域
、

関
係
団
体
や
行
政
な
ど
が
協
働
し
て
支

え
、健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
、10
年
の
計
画
期
間
の
中
間
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、目
標
値
の
達
成

状
況
な
ど
の
中
間
評
価
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
12
月
中
旬
か
ら
１
か
月

間
程
度（
予
定
）※

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

▼
素
案
の
公
表
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
、

情
報
公
開
窓
口（
総
務
課
）、に
い
ざ
ほ

っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
で
き
る
方
／
○
市
内
在
住
又
は

在
勤
在
学
の
方
、○
市
内
に
事
務
所・事

業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど
、○
本
市
に

納
税
義
務
を
有
す
る
方
、○
本
事
案
に

利
害
関
係
を
有
す
る
方

▼
留
意
事
項
／
提
出
に
当
た
っ
て
使
用

す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、提
出
す
る

方
の
住
所
、氏
名（
法
人
な
ど
の
場
合
は
、

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、名
称
及
び

代
表
者
の
氏
名
）を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
書
式
は
自
由

▼
結
果
の
公
表
／
提
出
さ
れ
た
意
見
と

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
簡
潔
に

ま
と
め
て
公
表
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
、新
座
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
最
終
的
な
中
間
評
価
案

の
検
討
を
行
い
、市
へ
答
申
し
ま
す
。

※

提
出
者
の
住
所・氏
名
は
公
表
し
ま

せ
ん

▼
提
出
及
び
問
合
せ
／
書
面
を
窓
口
、

郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８‐

４
８
１

‐

２
２
１
５
）又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
保
健
セ
ン
タ
ー(

☎

０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１)

へ

▼
教
育
文
化
等
功
労
者

○
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、本
市
教
育

文
化
等
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
／
上

野
蒼
太
、宇
都
宮
令
菜
、梅
澤
暖
、大
勝
朱

恩
、角
本
明
日
香
、神
原
光
来
、キ
ッ
ズ
ア

ー
ト
サ
ー
ク
ル（
内
島
陽
菜
、合
田
櫂
十
、

佐
藤
天
良
）、木
下
愛
葵
子
、喜
友
名
琉
、

佐
藤
恵
斗
、澤
響
花
、嶋
村
皇
大
、清
水
紀

男
、ジ
ョ
ー
ン
ズ
レ
イ
、白
木
温
葉
、白
木

春
百
、西
武
台
高
等
学
校
バ
ト
ン
部
、西

武
台
新
座
中
学
校
バ
ト
ン
部
、仲
田
和
椛
、

中
山
昂
大
、新
座
ガ
ー
ル
ズ
、新
座
高
等

学
校
ダ
ン
ス
部
、新
座
市
立
第
二
中
学
校

陸
上
競
技
部（
井
坂
夢
叶
、吹
澤
優
芽
、松

野
小
梅
、道
下
愛
佳
）、橋
上
紗
英
、平
山

裕
理
、眞
島
蘭
、山
田
愼
之
介
、山
中
裕
史
、

立
教
新
座
中
学
校
テ
ニ
ス
部
、立
教
新
座

高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

▼
公
共
善
行
者

○
人
命
救
助
を
行
う
な
ど
、他
の
模
範
と

な
る
行
動
を
さ
れ
た
方
々
／
北
川
義
和
、

小
池
壮
真
、佐
藤
風
輝
、神
康
人
、髙
橋
宏

幸感
謝
状

▼
公
務
等
退
職
者

○
議
会
の
議
員
と
し
て
、本
市
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／（
故
）芦
野
修
、工

藤
薫
、塩
田
和
久
、平
松
大
佑

○
特
別
職
職
員
と
し
て
、本
市
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／（
故
）天
野
俊
彦
、

新
井
敏
仁
、池
田
恵
子
、伊
波
清
斗
、太
田

眞
智
子
、大
矢
桂
三
、大
山
学
、岡
田
聖
也
、

岡
田
弘
、海
江
田
亮
、倉
方
博
章
、白
谷
あ

つ
子
、杉
本
昌
裕
、髙
�
靖
子
、田
畑
安
治
、

田
村
祐
紀
、長
澤
伸
江
、長
沢
明
好
、仲
山

絵
美
、貫
井
惠
美
子
、蓮
見
茂
、長
谷
川
栄
、

花
谷
幸
子
、馬
場
達
也
、堀
内
澄
子
、松
本

文
暁
、宮
崎
祐
子
、本
島
み
え
子
、吉
田
紘

一
、�
田
純
子
、渡
邉
世
一

○
住
民
自
治
組
織
の
代
表
と
し
て
、本
市

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／
浅
野
清

敦
、新
井
菜
穂
子
、新
井
晴
美
、石
渡
平
一
、

榎
本
茂
一
郎
、大
貫
利
弘
、木
村
知
恵
子
、

河
野
育
雄
、小
松
律
子
、鈴
木
隆
義
、園
田

良
輔
、髙
橋
克
安
、平
田
重
之
、福
島
知
道
、

星
川
光
俊
、柳
井
愼
一
、渡
部
寿
一

▼
用
地
等
提
供
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
所
有
地
等
を

提
供
さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
／
並
木
通
孝

▼
私
財
寄
附
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
私
財
を
提
供

さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
／
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、青
梅
信
用
金
庫
、株
式
会
社
ス
ズ

ヒ
ロ
産
業
、公
益
社
団
法
人
朝
霞
法
人
会

新
座
支
部
、幸
町
歯
科
口
腔
外
科
医
院
、

髙
�
正
一
、と
み
ま
つ
小
児
科
循
環
器
ク

リ
ニ
ッ
ク
、新
座
事
業
所
防
犯
協
力
会
、

新
座
市
建
設
業
防
災
協
会
、新
座
市
交
通

安
全
協
会
、新
座
市
商
工
会
市
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
、新
座
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、に
い
ざ
マ
ル
シ
ェ
、

山
田
一
郎
、ワ
ン
ワ
ン・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

安
原
勝（
鍵
盤
奏
者
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

▼
公
共
奉
仕
活
動
実
践
者

○
社
会
公
共
の
た
め
に
、無
償
で
奉
仕
活

動
を
行
い
、本
市
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
／
近
藤
し
げ
子
、七
戸
英
教
、

田
中
恒
夫
、根
岸
幸
喜
惠
、日
比
野
隆
三
、

本
田
喜
代
子
、水
口
和
子

▼
公
務
協
力
者

○
長
年
に
わ
た
り
、公
務
に
協
力
し
、本

市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
／
岩
田

祐
子
、澤
村
京
子
、並
木
邦
義
、羽
賀
弘
一
、

増
田
萌
香
、渡
辺
央
枝

　「
人
権
」と
は
、一
人
ひ
と
り
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、人
と
し
て
幸
せ

に
生
き
る
た
め
の
権
利
で
あ
り
、日
本
国

憲
法
が
、侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
と

し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に

は
、同
和
問
題
を
始
め
、女
性
、障
が
い
者
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
な
ど
へ
の
差
別

の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別

的
情
報
の
書
き
込
み
な
ど
、様
々
な
人
権

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、近
年
で
は
、

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
規
制
法
」、「
部
落
差
別
解
消
法
」と

い
っ
た
人
権
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
法

律
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
　

　
県
で
は
、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す

県
民
運
動
」を
推
進
し
て
お
り
、こ
の
運

動
を
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、毎
年
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人

権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週

間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

■
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト

　「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア
」

▼
日
時
／
12
月
７
日
㈯
、午
前
10
時
〜
午

後
７
時

▼
場
所
／
ア
リ
オ
深
谷
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

▼
内
容
／
○
森
圭
一
郎
さ
ん
の
人
権
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
、○
人
権
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
展
示・Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、○
定
規
絵
付

け
体
験
、○
コ
バ
ト
ン・ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い

▼
問
合
せ
／
県
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

８
３
０‐

２
２
５
８
）

▼
日
時
／
12
月
７
日
㈯
、①
第
一
部
＝
午

後
１
時
〜
２
時
40
分
、②
第
二
部
＝
３
時

〜
３
時
30
分

▼
場
所
／
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

▼
定
員
／
２
７
４
名

▼
内
容
／
①
令
和
元
年
度
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会
表
彰
式
、

②
朝
霞
市
立
朝
霞
第
五
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
主
催
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
、埼
玉

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
問
合
せ
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課（
☎
０
４
８‐

８
５
９‐

３
５
０
７
）

　
人
権
尊
重
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
市
内

８
中
学
校（
市
立
６
校
、私
立
２
校
）か
ら

３
千
７
１
０
点
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
中

か
ら
８
名
の
方
が
さ
い
た
ま
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
主
催
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
、埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

１
５
１
３
）

　
市
で
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
が
様
々
な
人
権
問
題
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
毎
月
第
４
木
曜
日
、午
後
１
時

〜
３
時（
祝
日
、年
末
を
除
く
）

▼
相
談
員
／
蓮
見
亮
子
、本
田
惠
子
、増

山
由
雄
、高
野
章
、樋
口
眞
智
子

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

１
５
１
３
）

人
権
標
語
最
優
秀
作
品

　
教
育
委
員
会
が
人
権
標
語
を
募
集
し
、

次
の
３
作
品
を
最
優
秀
作
品
と
し
て
選

考
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

画
面
よ
り
　
目
と
目
　
心
を

　
　
　
　
　
　
　
み
つ
め
合
お
う

大
和
田
小
４
年  

　 

小
田
中  

琴
音

わ
た
し
の
手
　
誰
か
に
と
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
い
の
手

大
和
田
小
６
年
　
　
大
川
　
実
久

心
か
ら
　
い
じ
め
の
根
っ
こ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
ぬ
こ
う

野
火
止
小
５
年
　
　
山
中
　
心
結

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
９
８
）

▲エルタックス
　ホームページ

▲人権擁護委員の皆さん

市
政
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
元
年
度
市
制
施
行
記
念
式
典
を
開
催

「
人
権
週
間
」記
念
行
事

人
権
相
談
の
ご
利
用
を

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

埼
玉
県
大
会
の
受
賞
者
が
決
定

12月４日
～10日

人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間

■ さいたま人権擁護委員協議会長表彰受賞者一覧
作　品 学校名・学年

障害のない人たちへ
立派な大人になるために
人権を考えて、相手を考えて
どんな人でも〝輝ける〟
高齢者社会の問題
平等な社会
声かけやあいさつは世の中を変える
受け取り方の違い

新座中学校１年
第二中学校３年
第三中学校２年
第四中学校３年
第五中学校２年
第六中学校２年
立教新座中学校２年
西武台新座中学校２年

氏　名

山賀　璃玖
平井　杏梨
小貫　晴代
馬淵　叶夢
草間　隆佑
新西　由佳子
小泉　和輝
金尾　萌羽

り　く

あ か り

く さ ま

し ん に し

りゅうすけ

か な む

も え は

へ
の
意
見
を
募
集

「
第
２
次

い
き
い
き
新
座
21
プ
ラ
ン
」

総
務
課

（
☎
０
４
８-

　
　  

４
８
１-

６
７
５
２
）

問合せ

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
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INFORMATION 必要事項
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座
などの名称を記入の上、お申し込みください。
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日を記入の上、お申し込みください。

※費用の記載がない講座などは無料です。
№1032■令和元年12月号

12 December 2019広報 にいざ

●外来　  ●入院  ●透析センター
●地域医療センター ●健診センター

新座市堀ノ内2-9-31
Tel.048-481-5168

LINEスタンプ
販売中！

ゾウキリン

ゾウキリン

スタンプショップで
検索してください♪

事 

業 

者

税

お
知
ら
せ

成
人
式

片
山
農
産
物
直
売
所
の

年
末
年
始
の
営
業
日

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
の
売
却

令
和
２
年
１
月
か
ら

観
光
プ
ラ
ザ
の
休
館
日
の
変
更

朝
霞
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

S
A
I
T
A
M
A
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

２
月
25
日
任
期
満
了
に
伴
う

新
座
市
議
会
議
員一般
選
挙

新
座
市
介
護
保
険
事
業
計
画
等

推
進
委
員
会
の
市
民
委
員
の
募
集

従
業
員
の「
給
与
支
払
報
告
書
」

の
提
出
を

　
11
月
１
日
㈮
、新
座
市
制
施
行
記
念
式

典
を
開
催
し
、市
民
表
彰
の
各
受
賞
者
に

表
彰
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〈
敬
称
略・五
十
音
順
〉

表
彰
状

▼
公
務
等
功
労
者

○
長
年
に
わ
た
り
、特
別
職
職
員
と
し
て

公
務
に
精
励
さ
れ
、本
市
政
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
／
青
木
宏
、飯
野
容
允
、

岩
崎
信
丈
、梅
津
智
行
、太
田
宏
伸
、大
和

田
直
嗣
、岡
野
秀
昭
、金
子
和
男
、唐
鎌
貞

郎
、河
瀬
恵
梨
、木
村
素
子
、蔵
持
重
裕
、

齊
藤
貢
、作
田
敦
子
、篠
原
美
穂
子
、鈴
木

敏
一
、鈴
木
松
江
、関
祐
一
、髙
野
雄
輔
、

竹
谷
尚
人
、富
永
浩
之
、中
山
修
仁
、西
山

文
子
、平
山
稔
、廣
田
恭
子
、福
島
正
隆
、

藤
井
直
也
、藤
宮
幸
一
、藤
原
吉
美
、増
山

由
雄
、松
岡
雅
美
、宮
崎
正
浩
、山
﨑
顕
、

横
田
喜
平
、横
森
サ
ツ
エ

○
長
年
に
わ
た
り
、住
民
自
治
組
織
の
代

表
と
し
て
本
市
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
／
赤
川
治
男
、佐
原
範
久
、髙
�
靖

子▼
産
業
功
労
者

○
産
業
振
興
に
精
励
さ
れ
、そ
の
功
績
が

顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た
方
／

渡
邉
世
一

▼
防
犯
防
災
等
功
労
者

○
消
防
行
政
の
推
進
又
は
交
通
安
全
の
推

進
に
精
励
さ
れ
、そ
の
功
績
が
顕
著
で
社

会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た
方
々
／
石
田
隆

久
、河
原
﨑
昌
美
、野
本
美
枝
子

▼
保
健
衛
生
等
功
労
者

○
保
健
衛
生
活
動
に
精
励
さ
れ
、そ
の
功

績
が
顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た

方
々
／
紺
野
久
子
、新
座
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

▼
社
会
福
祉
功
労
者

○
社
会
福
祉
の
向
上
に
精
励
さ
れ
、そ
の

功
績
が
顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ

た
方
／
蛭
間
俊
彦

▼
告
示
日
／
令
和
２
年
２
月
９
日
㈰

▼
投
票
日
／
令
和
２
年
２
月
16
日
㈰

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

関
係
者
の
方（
３
名
以
内
）は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
12
月
25
日
㈬
、午
後
１
時
30
分

か
ら

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
５
階
全
員
協
議

会
室

▼
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
７
５
）

　
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
の
策
定
に
つ

い
て
の
審
議
や
、実
施
状
況
の
把
握
及
び

評
価
を
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
任
期
／
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
５
年
３

月（
予
定
）、年
２
〜
７
回
程
度
会
議
開
催

▼
対
象
／
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す

る
40
歳
以
上
で
、平
日
の
委
員
会
に
出
席

で
き
る
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
高
齢
者
施

策
に
関
心
の
あ
る
方

▼
定
員
／
若
干
名（
書
類
選
考
）

▼
報
酬
／
１
回
７
千
５
０
０
円（
交
通
費

含
む
）

▼
提
出
書
類
／
○
応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
）、○「
今
後
の
介
護
保
険

制
度
の
あ
り
方
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

（
８
０
０
字
程
度
、様
式
は
任
意
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
25
日
㈬
ま

で
に
提
出
書
類
を
窓
口
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス（
０
４
８‐

４
８
２‐

５
８
８
２
）又
は

メ
ー
ル（kaiho@

city.niiza.lg.jp

）で

介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
３

６
１
）へ

▼
日
時
／
１
月
13
日（
月・祝
）、午
前
11

時
〜
正
午（
10
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
対
象
／
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
成

人
年
齢
引
下
げ
以
降
も
20
歳
の
方
を
対
象

に
開
催
予
定
）※

市
内
在
住
の
方
に
は
、

11
月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
市
内
に
住
ん
で
い
て
、参
加
を
希

望
す
る
方
は
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
ア
ト
ム
通

貨
１
０
０
馬
力
を
配
布

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

▼
入
札
日
時
／
12
月
10
日
㈫
、午
前
10
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
２
階
２
０
１
会

議
室

▼
問
合
せ
／
大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
務
所（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

４
８
５
２
）

年
末
＝
12
月
28
日
㈯
ま
で

年
始
＝
１
月
25
日
㈯
か
ら

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

▼
休
館
日
／
水
曜・日
曜
日
、祝
日
、12
月

28
日
〜
翌
年
１
月
４
日※

開
館
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
問
合
せ
／
観
光
プ
ラ
ザ（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

１
４
４
９
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
県

の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
相
談
員
が
、出
会
い
か
ら

交
際
、結
婚
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
／
〇
結
婚
を
希
望
し
、自
ら
婚
活

す
る
意
思
の
あ
る
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
、

〇
県
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
、近
い
将
来

埼
玉
県
へ
の
移
住
を
お
考
え
の
方
、〇
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

▼
利
用
登
録
料
／
１
万
６
千
円（
税
込
、

登
録
期
間
は
２
年
間
）※

お
勤
め
の
企
業・

団
体
が
会
員
の
場
合
、１
万
１
千
円

▼
申
込
み
／
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照

▼
問
合
せ
／
S
A
I
T
A
M
A
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
０
４
８‐

７

８
９‐

７
７
２
１
）

①
ス
マ
ホ
で
ラ
ク
ラ
ク
確
定
申
告
！

　
令
和
元
年
分
確
定
申
告（
令
和
２
年
１

月
以
降
）か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申

告
で
き
る
方
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
給
与
所

得
や
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、一
時
所

得
の
申
告
を
す
る
方
が
対
象
で
、医
療
費

控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
金
控
除
）を

は
じ
め
、全
て
の
所
得
控
除
に
対
応
可
能

で
す
。

②
確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申

告
が
行
え
ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
は
12
月
頃
ま
で
に

お
近
く
の
税
務
署
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い

（
手
続
時
間
約
５
分
）。※

要
本
人
確
認
書

類▼
問
合
せ
／
①
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
・作
成
コ
ー
ナ

ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
☎
０
５
７
０‐

０
１‐

５
９
０
１
）、②
朝
霞
税
務
署（
☎
０
４
８‐

４
６
７‐

２
２
１
１
）

　
事
業
主
の
方
は
、令
和
元
年
中
に
従
業

員（
事
業
専
従
者
を
含
む
）へ
の
給
与
の
支

払
が
あ
っ
た
場
合
、令
和
２
年
１
月
31
日

㈮
ま
で
に「
給
与
支
払
報
告
書
」を
市
区
町

村
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

報
告
書
は
、住
民
税
の
課
税
根
拠
と
な
る

重
要
な
資
料
で
す
。「
個
人
別
明
細
書
」に

「
総
括
表
」を
添
付
し
て
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、普
通
徴
収
該
当
者
が
い

る
場
合
は
、「
普
通
徴
収
該
当
理
由
書
」も

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。※

年
の
中
途

で
退
職
さ
れ
た
方
、給
与
が
少
額
の
方
の

分
も
対
象

■
提
出
は
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利

　
給
与
支
払
報
告
書
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
告
が
で
き
る
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）の
利
用
が
便
利
で
す
。
特

別
徴
収
は
電
子
納
税
も
で
き
ま
す
。※

詳

細
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

■
住
民
税
の
納
税
は「
特
別
徴
収
」で

　
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）、従
業
員
に
代
わ
っ
て
事
業

主
が
市
区
町
村
に
納
税
す
る
こ
と
は
法
令

上
の
義
務
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市

民
税
課（
☎
０
４

８‐

４
２
３‐

９

２
０
０
）

　
現
在
、平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

「
第
２
次
い
き
い
き
新
座
21
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、個
人
の
健
康
づ
く
り
を
地
域
、

関
係
団
体
や
行
政
な
ど
が
協
働
し
て
支

え
、健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
、10
年
の
計
画
期
間
の
中
間
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、目
標
値
の
達
成

状
況
な
ど
の
中
間
評
価
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
12
月
中
旬
か
ら
１
か
月

間
程
度（
予
定
）※

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

▼
素
案
の
公
表
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
、

情
報
公
開
窓
口（
総
務
課
）、に
い
ざ
ほ

っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
で
き
る
方
／
○
市
内
在
住
又
は

在
勤
在
学
の
方
、○
市
内
に
事
務
所・事

業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど
、○
本
市
に

納
税
義
務
を
有
す
る
方
、○
本
事
案
に

利
害
関
係
を
有
す
る
方

▼
留
意
事
項
／
提
出
に
当
た
っ
て
使
用

す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、提
出
す
る

方
の
住
所
、氏
名（
法
人
な
ど
の
場
合
は
、

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、名
称
及
び

代
表
者
の
氏
名
）を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
書
式
は
自
由

▼
結
果
の
公
表
／
提
出
さ
れ
た
意
見
と

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
簡
潔
に

ま
と
め
て
公
表
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
、新
座
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
最
終
的
な
中
間
評
価
案

の
検
討
を
行
い
、市
へ
答
申
し
ま
す
。

※

提
出
者
の
住
所・氏
名
は
公
表
し
ま

せ
ん

▼
提
出
及
び
問
合
せ
／
書
面
を
窓
口
、

郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８‐

４
８
１

‐

２
２
１
５
）又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
保
健
セ
ン
タ
ー(

☎

０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１)

へ

▼
教
育
文
化
等
功
労
者

○
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、本
市
教
育

文
化
等
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
／
上

野
蒼
太
、宇
都
宮
令
菜
、梅
澤
暖
、大
勝
朱

恩
、角
本
明
日
香
、神
原
光
来
、キ
ッ
ズ
ア

ー
ト
サ
ー
ク
ル（
内
島
陽
菜
、合
田
櫂
十
、

佐
藤
天
良
）、木
下
愛
葵
子
、喜
友
名
琉
、

佐
藤
恵
斗
、澤
響
花
、嶋
村
皇
大
、清
水
紀

男
、ジ
ョ
ー
ン
ズ
レ
イ
、白
木
温
葉
、白
木

春
百
、西
武
台
高
等
学
校
バ
ト
ン
部
、西

武
台
新
座
中
学
校
バ
ト
ン
部
、仲
田
和
椛
、

中
山
昂
大
、新
座
ガ
ー
ル
ズ
、新
座
高
等

学
校
ダ
ン
ス
部
、新
座
市
立
第
二
中
学
校

陸
上
競
技
部（
井
坂
夢
叶
、吹
澤
優
芽
、松

野
小
梅
、道
下
愛
佳
）、橋
上
紗
英
、平
山

裕
理
、眞
島
蘭
、山
田
愼
之
介
、山
中
裕
史
、

立
教
新
座
中
学
校
テ
ニ
ス
部
、立
教
新
座

高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

▼
公
共
善
行
者

○
人
命
救
助
を
行
う
な
ど
、他
の
模
範
と

な
る
行
動
を
さ
れ
た
方
々
／
北
川
義
和
、

小
池
壮
真
、佐
藤
風
輝
、神
康
人
、髙
橋
宏

幸感
謝
状

▼
公
務
等
退
職
者

○
議
会
の
議
員
と
し
て
、本
市
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／（
故
）芦
野
修
、工

藤
薫
、塩
田
和
久
、平
松
大
佑

○
特
別
職
職
員
と
し
て
、本
市
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／（
故
）天
野
俊
彦
、

新
井
敏
仁
、池
田
恵
子
、伊
波
清
斗
、太
田

眞
智
子
、大
矢
桂
三
、大
山
学
、岡
田
聖
也
、

岡
田
弘
、海
江
田
亮
、倉
方
博
章
、白
谷
あ

つ
子
、杉
本
昌
裕
、髙
�
靖
子
、田
畑
安
治
、

田
村
祐
紀
、長
澤
伸
江
、長
沢
明
好
、仲
山

絵
美
、貫
井
惠
美
子
、蓮
見
茂
、長
谷
川
栄
、

花
谷
幸
子
、馬
場
達
也
、堀
内
澄
子
、松
本

文
暁
、宮
崎
祐
子
、本
島
み
え
子
、吉
田
紘

一
、�
田
純
子
、渡
邉
世
一

○
住
民
自
治
組
織
の
代
表
と
し
て
、本
市

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／
浅
野
清

敦
、新
井
菜
穂
子
、新
井
晴
美
、石
渡
平
一
、

榎
本
茂
一
郎
、大
貫
利
弘
、木
村
知
恵
子
、

河
野
育
雄
、小
松
律
子
、鈴
木
隆
義
、園
田

良
輔
、髙
橋
克
安
、平
田
重
之
、福
島
知
道
、

星
川
光
俊
、柳
井
愼
一
、渡
部
寿
一

▼
用
地
等
提
供
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
所
有
地
等
を

提
供
さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
／
並
木
通
孝

▼
私
財
寄
附
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
私
財
を
提
供

さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
／
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、青
梅
信
用
金
庫
、株
式
会
社
ス
ズ

ヒ
ロ
産
業
、公
益
社
団
法
人
朝
霞
法
人
会

新
座
支
部
、幸
町
歯
科
口
腔
外
科
医
院
、

髙
�
正
一
、と
み
ま
つ
小
児
科
循
環
器
ク

リ
ニ
ッ
ク
、新
座
事
業
所
防
犯
協
力
会
、

新
座
市
建
設
業
防
災
協
会
、新
座
市
交
通

安
全
協
会
、新
座
市
商
工
会
市
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
、新
座
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、に
い
ざ
マ
ル
シ
ェ
、

山
田
一
郎
、ワ
ン
ワ
ン・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

安
原
勝（
鍵
盤
奏
者
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

▼
公
共
奉
仕
活
動
実
践
者

○
社
会
公
共
の
た
め
に
、無
償
で
奉
仕
活

動
を
行
い
、本
市
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
／
近
藤
し
げ
子
、七
戸
英
教
、

田
中
恒
夫
、根
岸
幸
喜
惠
、日
比
野
隆
三
、

本
田
喜
代
子
、水
口
和
子

▼
公
務
協
力
者

○
長
年
に
わ
た
り
、公
務
に
協
力
し
、本

市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
／
岩
田

祐
子
、澤
村
京
子
、並
木
邦
義
、羽
賀
弘
一
、

増
田
萌
香
、渡
辺
央
枝

　「
人
権
」と
は
、一
人
ひ
と
り
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、人
と
し
て
幸
せ

に
生
き
る
た
め
の
権
利
で
あ
り
、日
本
国

憲
法
が
、侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
と

し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に

は
、同
和
問
題
を
始
め
、女
性
、障
が
い
者
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
な
ど
へ
の
差
別

の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別

的
情
報
の
書
き
込
み
な
ど
、様
々
な
人
権

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、近
年
で
は
、

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
規
制
法
」、「
部
落
差
別
解
消
法
」と

い
っ
た
人
権
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
法

律
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
　

　
県
で
は
、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す

県
民
運
動
」を
推
進
し
て
お
り
、こ
の
運

動
を
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、毎
年
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人

権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週

間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

■
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト

　「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア
」

▼
日
時
／
12
月
７
日
㈯
、午
前
10
時
〜
午

後
７
時

▼
場
所
／
ア
リ
オ
深
谷
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

▼
内
容
／
○
森
圭
一
郎
さ
ん
の
人
権
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
、○
人
権
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
展
示・Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、○
定
規
絵
付

け
体
験
、○
コ
バ
ト
ン・ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い

▼
問
合
せ
／
県
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

８
３
０‐

２
２
５
８
）

▼
日
時
／
12
月
７
日
㈯
、①
第
一
部
＝
午

後
１
時
〜
２
時
40
分
、②
第
二
部
＝
３
時

〜
３
時
30
分

▼
場
所
／
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

▼
定
員
／
２
７
４
名

▼
内
容
／
①
令
和
元
年
度
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会
表
彰
式
、

②
朝
霞
市
立
朝
霞
第
五
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
主
催
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
、埼
玉

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
問
合
せ
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課（
☎
０
４
８‐

８
５
９‐

３
５
０
７
）

　
人
権
尊
重
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
市
内

８
中
学
校（
市
立
６
校
、私
立
２
校
）か
ら

３
千
７
１
０
点
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
中

か
ら
８
名
の
方
が
さ
い
た
ま
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
主
催
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
、埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

１
５
１
３
）

　
市
で
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
が
様
々
な
人
権
問
題
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
毎
月
第
４
木
曜
日
、午
後
１
時

〜
３
時（
祝
日
、年
末
を
除
く
）

▼
相
談
員
／
蓮
見
亮
子
、本
田
惠
子
、増

山
由
雄
、高
野
章
、樋
口
眞
智
子

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

１
５
１
３
）

人
権
標
語
最
優
秀
作
品

　
教
育
委
員
会
が
人
権
標
語
を
募
集
し
、

次
の
３
作
品
を
最
優
秀
作
品
と
し
て
選

考
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

画
面
よ
り
　
目
と
目
　
心
を

　
　
　
　
　
　
　
み
つ
め
合
お
う

大
和
田
小
４
年  

　 

小
田
中  

琴
音

わ
た
し
の
手
　
誰
か
に
と
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
い
の
手

大
和
田
小
６
年
　
　
大
川
　
実
久

心
か
ら
　
い
じ
め
の
根
っ
こ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
ぬ
こ
う

野
火
止
小
５
年
　
　
山
中
　
心
結

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
９
８
）

▲エルタックス
　ホームページ

▲人権擁護委員の皆さん

市
政
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
元
年
度
市
制
施
行
記
念
式
典
を
開
催

「
人
権
週
間
」記
念
行
事

人
権
相
談
の
ご
利
用
を

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

埼
玉
県
大
会
の
受
賞
者
が
決
定

12月４日
～10日

人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間

■ さいたま人権擁護委員協議会長表彰受賞者一覧
作　品 学校名・学年

障害のない人たちへ
立派な大人になるために
人権を考えて、相手を考えて
どんな人でも〝輝ける〟
高齢者社会の問題
平等な社会
声かけやあいさつは世の中を変える
受け取り方の違い

新座中学校１年
第二中学校３年
第三中学校２年
第四中学校３年
第五中学校２年
第六中学校２年
立教新座中学校２年
西武台新座中学校２年

氏　名

山賀　璃玖
平井　杏梨
小貫　晴代
馬淵　叶夢
草間　隆佑
新西　由佳子
小泉　和輝
金尾　萌羽

り　く

あ か り

く さ ま

し ん に し

りゅうすけ

か な む

も え は

へ
の
意
見
を
募
集

「
第
２
次

い
き
い
き
新
座
21
プ
ラ
ン
」

総
務
課

（
☎
０
４
８-

　
　  

４
８
１-

６
７
５
２
）

問合せ

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
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INFORMATION 必要事項
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座
などの名称を記入の上、お申し込みください。
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日を記入の上、お申し込みください。※費用の記載がない講座などは無料です。

№1032■令和元年12月号

12 December 2019広報 にいざ

広
報

市内全戸に配布している
広報にいざに掲載する
広告を募集します。

▶問合せ／ シティプロモーション課
 （☎048-424-9600）

1枠：25,000円（月額）
※1枠はこの大きさです。（縦45㎜×横60㎜）

広告 
募集中！ 安

心
・
安
全

人
権
問
題
講
演
会

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

河
川
な
ど
の
水
質
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国一斉
情
報
伝
達
試
験

睡
足
軒
の
森 

12
月
の
市
民
呈
茶

外
国
人
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
は

水
道
管
の
防
寒
対
策
を

市
民
葬
の
ご
利
用
を

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　  

　
ｉｎ
新
座
市
役
所

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド

新
座
賞
表
彰
式

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

な
く
そ
う 

不
法
投
棄

〜
不
法
投
棄
を
許
さ
な
い

　
　
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
〜

年
末
年
始
の
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入

12
月
１
日
㈰
は

新
座
市
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

彩
の
国
省
エ
ネ（
Ｌ
Ｅ
Ｄ・断
熱
）

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

メ
タ
ボ
予
防
料
理
教
室

　
　
〜
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
〜

11
月
29
日
㈮
〜
12
月
14
日
㈯

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

し 

ご 

と

く
ら
し
・
環
境

年

　
　金

彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る
た

新
座
大
会 子

ど
も
・
教
育

市
職
員
の
募
集

臨
時
的
任
用
教
職
員
の
募
集

①
特
別
支
援
教
育
支
援
員・

②
介
助
員
の
募
集

子
ど
も
と
親
の
相
談
員
の
募
集

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

加
配
教
員
な
ど
の
募
集

学歴・資格など 生年月日職種 区分 採用人員

○高等学校卒業程度以上の学力を有する方
○障がい者手帳の交付を受けている方
○活字印刷文による出題に対応できる方
※受験に際して配慮が必要な方は、事前にご連絡ください。

昭和60年
４月２日以降

昭和60年
４月２日以降

平成３年
４月２日以降

平成３年
４月２日以降

一般事務
（障がい者対象）

一般事務（大卒）

技
　師

有資格者

専門課程
専攻者 土木

専攻

建築
土木
建築
専攻

１級建築士の資格を有する方
１級土木施工管理技士の資格を有する方

大学（１級土木施工管理技術検定における指定学科
に限る。）で土木を専攻し、卒業した方又は令和２年
３月までに卒業する見込みの方

大学で建築を専攻し、卒業した方又は令和２年３月
までに卒業する見込みの方

大学を卒業した方又は令和２年３月までに卒業する
見込みの方

若干名

若干名

若干名

▼
日
時
／
12
月
７
日
㈯
、午
後
１
時
開
演

（
０
時
30
分
開
場
）

▼
場
所
／
ふ
る
さ
と
新
座
館※
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
定
員
／
２
０
０
名（
車
椅
子
２
席
）・当

日
先
着
順

▼
内
容
／
講
演「
強
さ
は
優
し
さ 

柔
道
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」、市
内
小・中
学
生
の
人

権
標
語
の
最
優
秀
作
品
の
表
彰
式※

手
話

通
訳・要
約
筆
記
あ
り
。
一
部
座
席
は
ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ（
磁
気
ル
ー
プ
）対
応

▼
講
師
／
柔
道
メ
ダ
リ
ス
ト・筑
波
大
学

教
授・山
口
香

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
９
８
）

　
市
内
３
大
学
に
通
う
学
生
が「
私
の
好

き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
に
描
い
た
旅
エ
ッ

セ
イ
の
表
彰・紹
介
を
し
ま
す
。

　
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
新
座
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈪
、午
後
６
時
〜
７

時※

入
場
自
由

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
３
階
３
０
１・

３
０
２
会
議
室

▼
主
催
／
新
座
市
産
業
観
光
協
会

▼
問
合
せ
／
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８
６
）

▼
日
時
／
12
月
８
日
㈰
、午
前
10
時
か
ら

（
主
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）※

当
日

直
接
受
付

▼
担
当
／
新
座
市
茶
道
連
盟（
大
日
本
茶

道
協
会
）

▼
費
用
／
５
０
０
円

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
６
）

▼
日
時
／
１
月
15
日
㈬
、午
前
10
時
〜
午

後
１
時

▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
内
容
／
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
話
と
調
理
実

習▼
費
用
／
３
０
０
円（
食
材
代
）

▼
主
催
／
新
座
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
２
日
㈪
か

ら
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
ま
で
に
窓
口
又

は
電
話
で
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）へ

▼
日
時
／
12
月
11
日・
25
日
の
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
　

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

　
県
で
は
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
控
え
、外

国
人
観
光
客
の
案
内
や
在
住
外
国
人
の
支

援
の
た
め
、「
外
国
人
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」を
育
成
し
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の

方
は
、公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
国
際
交
流

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
同
協

会（
☎
０
４
８‐

８

３
３‐

２
９
９
２
）

　
新
座
環
境
セ
ン
タ
ー・富
士
見
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
直
接
搬
入
は
、年
内

は
12
月
30
日
㈪
ま
で
、年
始
は
１
月
４
日

㈯
か
ら
で
す
。

【
注
意
事
項
】

○
12
月
23
日
㈪
〜
30
日
㈪
及
び
１
月
４
日

㈯
は
、「
粗
大
ご
み
」限
定
で
す
。
ま
た
、

富
士
見
環
境
セ
ン
タ
ー
の
出
入
口
は
、正

門（
国
道
２
５
４
号
側
）の
み
で
す
。

○
12
月
28
日
㈯・
30
日
㈪
及
び
１
月
４
日

㈯
に
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、27
日
㈮
午

後
４
時
ま
で
に
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
７
９‐

５
３
０
０
）へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。※

28
日
及
び
４
日
は

受
入
件
数
制
限
あ
り

○
年
末
年
始
は
直
接
搬
入
す
る
方
が
多
く
、

長
時
間
待
つ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
時
期
の

分
散
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
の
収
集
日
程
は
、広
報
と
一
緒
に

配
布
し
た「
令
和
元
年
度
年
末・年
始
の
ご

み
収
集
の
お
知
ら
せ
」参
照

▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課（
☎
０

４
８‐
４
７
７‐

１
５
４
７
）

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
礼
を
尽
く
し
、経

費
を
か
け
ず
に
心
の
こ
も
っ
た
葬
儀
が
行

え
る
よ
う「
市
民
葬
」の
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

▼
対
象
／
死
亡
さ
れ
た
方
又
は
施
主
の
住

民
登
録
が
市
内
に
あ
り
、市
指
定
葬
儀
社

を
利
用
し
て
葬
儀
を
行
う
方

▼
申
請
方
法
／
市
民
課（
死
亡
届
と
一
緒

に
）又
は
市
指
定
葬
儀
社
へ
印
鑑
を
持
参

し
、｢

市
民
葬｣

と
指
定※

葬
儀
社
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
参
照

▼
問
合
せ
／
市
民
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

９
６
０
３
）

　
平
日
は
、市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
又
は
水
道
施
設
課（
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
休
日（
年
末
年
始
を
含
む
）及
び
夜
間
は
、

市
役
所
警
備
員
室（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
１
１
１
）で
当
番
事
業
者
を
案
内
し
ま

す
。※

修
理
費
は
自
己
負
担
。
集
合
住
宅

な
ど
は
、管
理
会
社・組
合
、所
有
者
な
ど

が
修
理
業
者
を
指
定
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

　
露
出
し
た
水
道
管
や
蛇
口
な
ど
が
凍
結

す
る
と
、破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
に
断
熱
材
な
ど
を
巻
い
た
り
、メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を

入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
詰
め
た
り
す
る
な

ど
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
破
裂
し
た
場
合
は
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、市
指
定
の
工
事

店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。※

修

理
費
は
自
己
負
担

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

　
市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
日
と
し
て
、

12
月
の
第
１
日
曜
日
を「
新
座
市
エ
コ
ラ

イ
フ
デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活「
エ
コ
ラ
イ
フ
」を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
践
例

〇
誰
も
い
な
い
部
屋
の
照
明
は
こ
ま
め
に

消
す

〇
白
熱
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
換
え
る

〇
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
消
す

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

６
７
６
９
）

▼
対
策
例
／
○
エ
ア
コ
ン
は
、室
温
が
20

度
と
な
る
よ
う
に
設
定
し
、こ
ま
め
に
掃

除
す
る
、○
重
ね
着
や
発
熱
素
材
の
下
着

を
活
用
す
る
、○
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
窓
か

ら
の
熱
の
出
入
り
を
防
ぐ
、○
冷
蔵
庫
の

温
度
設
定
を「
弱
」に
し
、食
品
を
入
れ
す

ぎ
な
い
、○
使
用
し
な
い
電
気
製
品
は
、

主
電
源
を
切
る

※

市
で
は
、11
月
か
ら
３
月
ま
で
を「
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｍ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ
期
間
」と
し
、職
員
は
セ

ー
タ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

６
７
６
９
）

　
県
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明・断
熱
の
推
進
事
業

に
賛
同
し
た
家
電
量
販
店
、ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、ま
ち
の
電
気
店
な
ど
を「
彩
の
国

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
店
」と
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
、推
進
店
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や

内
窓・断
熱
シ
ー
ト
な
ど
の
簡
易
断
熱
グ

ッ
ズ
を
購
入
さ
れ
た
方
に
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▼
期
間
／
12
月
１
日
㈰
〜
令
和
２
年
２
月

29
日
㈯

▼
問
合
せ
／
県
温
暖
化
対
策
課（
☎
０
４

８‐

８
３
０‐

３
０
３
３
）

　
河
川
や
水
路
に
油
や
薬
品
な
ど
が
流
れ
、

魚
が
死
ん
だ
り
、水
道
水
や
農
業
用
水
の

取
水
に
影
響
が
出
た
り
す
る
異
常
水
質
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
要
な
塗
料
や
油
、農
薬
な
ど
の
取
り

扱
い
は
十
分
に
注
意
し
、決
し
て
河
川
、

水
路
や
側
溝
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
異
常
水
質
事
故
を
見
つ
け
た
ら

　
県
西
部
環
境
管
理
事
務
所（
☎
０
４
９‐

２
４
４‐

１
２
５
０
）、環
境
対
策
課
へ

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

６
７
６
９
）

　
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
ね
、水
質
や
土

壌
の
汚
染
な
ど
の
悪
影
響
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、巡
回
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
不
法
投
棄

の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

　
新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２‐

０

１
１
０
）、産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
１
１

０
番（
☎
０
１
２
０‐

５
３
０‐

３
８
４
）、

環
境
対
策
課
へ

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

２
６
２
１
）

▼
出
発
式
／
11
月
29
日
㈮
、午
前
10
時
か

ら
新
座
駅
南
口
公
園
で
実
施

▼
市
重
点
目
標
／
自
転
車・歩
行
者
の
交

通
事
故
防
止（
特
に
、改
正
道
路
交
通
法

の
周
知
と
自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
）

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課
内
交
通
安
全
推

進
協
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

２
４
８
４
）

▼
日
時
／
12
月
４
日
㈬
、午
前
11
時
頃

▼
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次
の
内

容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無
線
チ

ャ
イ
ム
↓「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」※

３
回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら

は
、防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

▼
試
験
日
／
１
月
26
日
㈰

▼
場
所
／
市
役
所

▼
試
験
要
領
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
人

事
課
で
配
布

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
10
日
㈫
か

ら
23
日
㈪
ま
で
に
、原
則
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
人
事
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

８

１
２
５
）へ※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
な
い
方
は
郵
送
可

▼
勤
務
日
及
び
時
間
／
週
５
日（
１
日
７

時
間
45
分
）

▼
職
種
／
①
小
学
校
教
員
、②
小
学
校
の

英
語
専
科

▼
対
象
／
①
小
学
校
教
諭
１
種
又
は
２
種

免
許
を
持
つ
方
、② 

①
の
免
許
状
及
び
中

学
校
英
語
の
免
許
を
持
つ
方

▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

６
８
６
９
）

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
／
①
週
５
日（
１
日
６
時
間
）、

②
週
２・３
日（
１
日
７
時
間
）※

勤
務
時

間
に
応
じ
て
各
種
保
険
へ
の
加
入
あ
り

▼
勤
務
場
所
／
市
内
小・中
学
校

▼
対
象
／
特
別
支
援
教
育
や
福
祉
に
理
解

が
あ
り
、子
ど
も
の
教
育
に
熱
意
の
あ
る

65
歳
未
満
の
方

▼
募
集
人
員
／
若
干
名

▼
内
容
／
①
特
別
な
教
育
支
援
を
要
す
る

児
童・生
徒
の
支
援
及
び
安
全
面
の
確
保
、

②
車
椅
子
使
用
な
ど
の
児
童・生
徒
の
介

助▼
時
給
／
９
３
０
円

▼
試
験
日
／
１
月
11
日
㈯

▼
会
場
／
市
役
所
第
四
庁
舎
教
育
相
談
室

▼
試
験
方
法
／
作
文
、面
接

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
20
日
㈮
ま

で
に
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
窓
口
又
は

郵
送
で
、市
役
所
内
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）へ

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
／
週
２・３
回
程
度（
１
日
４

時
間
程
度
）、年
92
回（
研
修
２
回
を
含
む
）

▼
勤
務
場
所
／
市
内
小
学
校

▼
対
象
／
教
育
相
談
に
理
解
の
あ
る
方

（
資
格
不
問
）

▼
募
集
人
員
／
若
干
名

▼
内
容
／
家
庭
、地
域
、学
校
の
連
携
支
援
、

児
童
や
保
護
者
の
相
談
業
務

▼
謝
礼
金
／
１
回
３
千
３
５
０
円

▼
試
験
日
／
１
月
11
日
㈯

▼
会
場
／
市
役
所
第
四
庁
舎
教
育
相
談
室

▼
試
験
方
法
／
面
接
な
ど

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
20
日
㈮
ま

で
に
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
窓
口
又
は

郵
送
で
、市
役
所
内
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）へ

①
中
学
校
英
語
加
配
教
員

▼
資
格・条
件
／
週
５
日
勤
務
が
可
能
で
、

中
学
校
教
諭
普
通
免
許
状（
英
語
）を
持
つ

方▼
勤
務
内
容
／
小・中
学
校
で
英
語
科
教

員
及
び
担
任
と
共
に
英
語・外
国
語
の
授

業
な
ど

②
小
学
校
英
会
話
講
師

▼
資
格・条
件
／
週
４
日（
火
曜
〜
金
曜

日
）勤
務
が
可
能
で
、英
会
話
が
堪
能
な

方（
外
国
籍
の
方
は
、高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
、就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

又
は
配
偶
者
ビ
ザ
の
あ
る
方
。
日
本
人
の

方
は
海
外
在
住
経
験
が
あ
れ
ば
な
お
可
）。

▼
勤
務
内
容
／
担
任
と
共
に
外
国
語・外

国
語
活
動
の
授
業
な
ど

③
中
学
校
英
語
指
導
講
師

▼
資
格・条
件
／
週
２
日
勤
務
が
可
能
で
、

英
語
を
母
国
語
と
す
る
、又
は
同
等
の
能

力
を
有
す
る
外
国
人
の
方
で
、大
学
以
上

を
卒
業
し
た
、「
教
育
」の
在
留
資
格
又
は

配
偶
者
ビ
ザ
の
あ
る
方

▼
勤
務
内
容
／
英
語
科
教
員
と
共
に
英
語

の
授
業
な
ど

④
中
学
校
英
語
指
導
助
手

▼
資
格・条
件
／
週
５
日（
月
曜
〜
金
曜

日
）勤
務
が
可
能
で
、英
語
を
母
国
語
と

す
る
、又
は
同
等
の
能
力
を
有
す
る
外
国

人
の
方
で
、大
学
以
上
を
卒
業
し
た
、「
教

育
」の
在
留
資
格
又
は
配
偶
者
ビ
ザ
の
あ

る
方

▼
勤
務
内
容
／
英
語
科
教
員
と
共
に
英
語

の
授
業
な
ど

⑤
小・中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
補
助

員▼
資
格・条
件
／
週
４
日（
火
曜
〜
金
曜

日
）勤
務
が
可
能
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

関
す
る
実
務
経
験
を
有
す
る
、又
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
教
育
を
受
け
た
方
、

小・中
学
校
に
お
け
る
事
務
な
ど
の
経
験

を
有
す
る
方

▼
勤
務
内
容
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
設
定
、授

業
中
の
操
作
補
助
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

校
務
処
理
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成・更

新
な
ど

①
〜
⑤
共
通
事
項

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３

年
３
月

▼
応
募
要
領
／
教
育
支
援
課
、各
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
⑤
は
教
育
支

援
課
の
み
）で
配
布

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
13
日
㈮
ま

で
に
教
育
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
１
４
２
）へ

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
１
月
〜
３
月
の

う
ち
、１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
う
ち
、

４
〜
７
時
間
程
度

▼
勤
務
場
所
／
朝
霞
税
務
署

▼
定
員
／
90
名
程
度

▼
勤
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務・

補
助
、窓
口
案
内
な
ど

▼
時
給
／
１
千
円
又
は
１
千
３
０
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
６
日
㈮

〈
必
着
〉ま
で
に
、自
筆
の
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
窓
口
又
は
郵
送
で
、朝
霞
税

務
署
総
務
課（
〒
３
５
１‐

８
６
０
１
朝
霞

市
本
町
１‐

１‐

46
、☎
０
４
８‐

４
６
７‐

２
２
１
１
）へ※

応
募
多
数
の
場
合
、連

絡
に
１
か
月
か
か
る
場
合
あ
り

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
納
付
し
た
方
に
は
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年

初
め
て
納
付
し
た
方
に
は
、令
和
２
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。※

控
除
証
明

書
の
再
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、ね
ん

き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
又
は
川
越
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐
０
０
４
）、川
越

年
金
事
務
所（
☎
０
４
９‐

２
４
２‐
２
６

５
７
）

▼
日
時
／
１
月
19
日
㈰
、午
前
10
時
か
ら

（
９
時
30
分
受
付
）

▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
会
議
室

▼
対
象
／
小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
／
団
体（
１
チ
ー
ム
３
〜
４
名
）、

個
人
、各
20
組・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
１
月
６
日
㈪
ま

で
に
窓
口
又
は
電
話
で
、生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

へ

山口香 氏

市税などの納期

固定・都市計画税 3期
国民健康保険税 6期
介護保険料 6期
後期高齢者医療保険料 6期

納期：1月6日㈪
※年金から特別徴収の場合は、支給時に
　天引きになります。

▲同協会ホー
　ムページ

ご

み

を

み
は
る
よ
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INFORMATION 必要事項
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座
などの名称を記入の上、お申し込みください。
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日を記入の上、お申し込みください。※費用の記載がない講座などは無料です。

№1032■令和元年12月号

12 December 2019広報 にいざ

広
報

市内全戸に配布している
広報にいざに掲載する
広告を募集します。

▶問合せ／ シティプロモーション課
 （☎048-424-9600）

1枠：25,000円（月額）
※1枠はこの大きさです。（縦45㎜×横60㎜）

広告 
募集中！ 安

心
・
安
全

人
権
問
題
講
演
会

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

河
川
な
ど
の
水
質
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国一斉
情
報
伝
達
試
験

睡
足
軒
の
森 

12
月
の
市
民
呈
茶

外
国
人
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
は

水
道
管
の
防
寒
対
策
を

市
民
葬
の
ご
利
用
を

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　  

　
ｉｎ
新
座
市
役
所

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド

新
座
賞
表
彰
式

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

な
く
そ
う 

不
法
投
棄

〜
不
法
投
棄
を
許
さ
な
い

　
　
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
〜

年
末
年
始
の
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入

12
月
１
日
㈰
は

新
座
市
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

彩
の
国
省
エ
ネ（
Ｌ
Ｅ
Ｄ・断
熱
）

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

メ
タ
ボ
予
防
料
理
教
室

　
　
〜
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
〜

11
月
29
日
㈮
〜
12
月
14
日
㈯

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

し 

ご 

と

く
ら
し
・
環
境

年

　
　金

彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る
た

新
座
大
会 子

ど
も
・
教
育

市
職
員
の
募
集

臨
時
的
任
用
教
職
員
の
募
集

①
特
別
支
援
教
育
支
援
員・

②
介
助
員
の
募
集

子
ど
も
と
親
の
相
談
員
の
募
集

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

加
配
教
員
な
ど
の
募
集

学歴・資格など 生年月日職種 区分 採用人員

○高等学校卒業程度以上の学力を有する方
○障がい者手帳の交付を受けている方
○活字印刷文による出題に対応できる方
※受験に際して配慮が必要な方は、事前にご連絡ください。

昭和60年
４月２日以降

昭和60年
４月２日以降

平成３年
４月２日以降

平成３年
４月２日以降

一般事務
（障がい者対象）

一般事務（大卒）

技
　師

有資格者

専門課程
専攻者 土木

専攻

建築
土木
建築
専攻

１級建築士の資格を有する方
１級土木施工管理技士の資格を有する方

大学（１級土木施工管理技術検定における指定学科
に限る。）で土木を専攻し、卒業した方又は令和２年
３月までに卒業する見込みの方

大学で建築を専攻し、卒業した方又は令和２年３月
までに卒業する見込みの方

大学を卒業した方又は令和２年３月までに卒業する
見込みの方

若干名

若干名

若干名

▼
日
時
／
12
月
７
日
㈯
、午
後
１
時
開
演

（
０
時
30
分
開
場
）

▼
場
所
／
ふ
る
さ
と
新
座
館※

公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
定
員
／
２
０
０
名（
車
椅
子
２
席
）・当

日
先
着
順

▼
内
容
／
講
演「
強
さ
は
優
し
さ 

柔
道
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」、市
内
小・中
学
生
の
人

権
標
語
の
最
優
秀
作
品
の
表
彰
式※

手
話

通
訳・要
約
筆
記
あ
り
。
一
部
座
席
は
ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ（
磁
気
ル
ー
プ
）対
応

▼
講
師
／
柔
道
メ
ダ
リ
ス
ト・筑
波
大
学

教
授・山
口
香

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
９
８
）

　
市
内
３
大
学
に
通
う
学
生
が「
私
の
好

き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
に
描
い
た
旅
エ
ッ

セ
イ
の
表
彰・紹
介
を
し
ま
す
。

　
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
新
座
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈪
、午
後
６
時
〜
７

時※

入
場
自
由

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
３
階
３
０
１・

３
０
２
会
議
室

▼
主
催
／
新
座
市
産
業
観
光
協
会

▼
問
合
せ
／
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４
６
８
６
）

▼
日
時
／
12
月
８
日
㈰
、午
前
10
時
か
ら

（
主
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）※

当
日

直
接
受
付

▼
担
当
／
新
座
市
茶
道
連
盟（
大
日
本
茶

道
協
会
）

▼
費
用
／
５
０
０
円

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
６
）

▼
日
時
／
１
月
15
日
㈬
、午
前
10
時
〜
午

後
１
時

▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
20
名・申
込
順

▼
内
容
／
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
話
と
調
理
実

習▼
費
用
／
３
０
０
円（
食
材
代
）

▼
主
催
／
新
座
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
２
日
㈪
か

ら
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
ま
で
に
窓
口
又

は
電
話
で
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）へ

▼
日
時
／
12
月
11
日・
25
日
の
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
　

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

　
県
で
は
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
控
え
、外

国
人
観
光
客
の
案
内
や
在
住
外
国
人
の
支

援
の
た
め
、「
外
国
人
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」を
育
成
し
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の

方
は
、公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
国
際
交
流

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
同
協

会（
☎
０
４
８‐

８

３
３‐

２
９
９
２
）

　
新
座
環
境
セ
ン
タ
ー・富
士
見
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
直
接
搬
入
は
、年
内

は
12
月
30
日
㈪
ま
で
、年
始
は
１
月
４
日

㈯
か
ら
で
す
。

【
注
意
事
項
】

○
12
月
23
日
㈪
〜
30
日
㈪
及
び
１
月
４
日

㈯
は
、「
粗
大
ご
み
」限
定
で
す
。
ま
た
、

富
士
見
環
境
セ
ン
タ
ー
の
出
入
口
は
、正

門（
国
道
２
５
４
号
側
）の
み
で
す
。

○
12
月
28
日
㈯・
30
日
㈪
及
び
１
月
４
日

㈯
に
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、27
日
㈮
午

後
４
時
ま
で
に
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
７
９‐

５
３
０
０
）へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。※

28
日
及
び
４
日
は

受
入
件
数
制
限
あ
り

○
年
末
年
始
は
直
接
搬
入
す
る
方
が
多
く
、

長
時
間
待
つ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
時
期
の

分
散
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
の
収
集
日
程
は
、広
報
と
一
緒
に

配
布
し
た「
令
和
元
年
度
年
末・年
始
の
ご

み
収
集
の
お
知
ら
せ
」参
照

▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
７
）

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
礼
を
尽
く
し
、経

費
を
か
け
ず
に
心
の
こ
も
っ
た
葬
儀
が
行

え
る
よ
う「
市
民
葬
」の
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

▼
対
象
／
死
亡
さ
れ
た
方
又
は
施
主
の
住

民
登
録
が
市
内
に
あ
り
、市
指
定
葬
儀
社

を
利
用
し
て
葬
儀
を
行
う
方

▼
申
請
方
法
／
市
民
課（
死
亡
届
と
一
緒

に
）又
は
市
指
定
葬
儀
社
へ
印
鑑
を
持
参

し
、｢

市
民
葬｣

と
指
定※

葬
儀
社
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
参
照

▼
問
合
せ
／
市
民
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

９
６
０
３
）

　
平
日
は
、市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
又
は
水
道
施
設
課（
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
休
日（
年
末
年
始
を
含
む
）及
び
夜
間
は
、

市
役
所
警
備
員
室（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
１
１
１
）で
当
番
事
業
者
を
案
内
し
ま

す
。※

修
理
費
は
自
己
負
担
。
集
合
住
宅

な
ど
は
、管
理
会
社・組
合
、所
有
者
な
ど

が
修
理
業
者
を
指
定
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

　
露
出
し
た
水
道
管
や
蛇
口
な
ど
が
凍
結

す
る
と
、破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
に
断
熱
材
な
ど
を
巻
い
た
り
、メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を

入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
詰
め
た
り
す
る
な

ど
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
破
裂
し
た
場
合
は
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、市
指
定
の
工
事

店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。※

修

理
費
は
自
己
負
担

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

　
市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
日
と
し
て
、

12
月
の
第
１
日
曜
日
を「
新
座
市
エ
コ
ラ

イ
フ
デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活「
エ
コ
ラ
イ
フ
」を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
践
例

〇
誰
も
い
な
い
部
屋
の
照
明
は
こ
ま
め
に

消
す

〇
白
熱
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
換
え
る

〇
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
消
す

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

６
７
６
９
）

▼
対
策
例
／
○
エ
ア
コ
ン
は
、室
温
が
20

度
と
な
る
よ
う
に
設
定
し
、こ
ま
め
に
掃

除
す
る
、○
重
ね
着
や
発
熱
素
材
の
下
着

を
活
用
す
る
、○
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
窓
か

ら
の
熱
の
出
入
り
を
防
ぐ
、○
冷
蔵
庫
の

温
度
設
定
を「
弱
」に
し
、食
品
を
入
れ
す

ぎ
な
い
、○
使
用
し
な
い
電
気
製
品
は
、

主
電
源
を
切
る

※

市
で
は
、11
月
か
ら
３
月
ま
で
を「
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｍ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ
期
間
」と
し
、職
員
は
セ

ー
タ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

６
７
６
９
）

　
県
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明・断
熱
の
推
進
事
業

に
賛
同
し
た
家
電
量
販
店
、ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、ま
ち
の
電
気
店
な
ど
を「
彩
の
国

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
店
」と
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
、推
進
店
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や

内
窓・断
熱
シ
ー
ト
な
ど
の
簡
易
断
熱
グ

ッ
ズ
を
購
入
さ
れ
た
方
に
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▼
期
間
／
12
月
１
日
㈰
〜
令
和
２
年
２
月

29
日
㈯

▼
問
合
せ
／
県
温
暖
化
対
策
課（
☎
０
４

８‐

８
３
０‐

３
０
３
３
）

　
河
川
や
水
路
に
油
や
薬
品
な
ど
が
流
れ
、

魚
が
死
ん
だ
り
、水
道
水
や
農
業
用
水
の

取
水
に
影
響
が
出
た
り
す
る
異
常
水
質
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
要
な
塗
料
や
油
、農
薬
な
ど
の
取
り

扱
い
は
十
分
に
注
意
し
、決
し
て
河
川
、

水
路
や
側
溝
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
異
常
水
質
事
故
を
見
つ
け
た
ら

　
県
西
部
環
境
管
理
事
務
所（
☎
０
４
９‐

２
４
４‐

１
２
５
０
）、環
境
対
策
課
へ

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

６
７
６
９
）

　
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
ね
、水
質
や
土

壌
の
汚
染
な
ど
の
悪
影
響
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、巡
回
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
不
法
投
棄

の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

　
新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２‐

０

１
１
０
）、産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
１
１

０
番（
☎
０
１
２
０‐

５
３
０‐

３
８
４
）、

環
境
対
策
課
へ

▼
問
合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

２
６
２
１
）

▼
出
発
式
／
11
月
29
日
㈮
、午
前
10
時
か

ら
新
座
駅
南
口
公
園
で
実
施

▼
市
重
点
目
標
／
自
転
車・歩
行
者
の
交

通
事
故
防
止（
特
に
、改
正
道
路
交
通
法

の
周
知
と
自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
）

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課
内
交
通
安
全
推

進
協
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

２
４
８
４
）

▼
日
時
／
12
月
４
日
㈬
、午
前
11
時
頃

▼
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次
の
内

容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無
線
チ

ャ
イ
ム
↓「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」※

３
回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら

は
、防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

▼
試
験
日
／
１
月
26
日
㈰

▼
場
所
／
市
役
所

▼
試
験
要
領
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
人

事
課
で
配
布

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
10
日
㈫
か

ら
23
日
㈪
ま
で
に
、原
則
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
人
事
課（
☎
０
４
８‐
４
２
４‐

８

１
２
５
）へ※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
な
い
方
は
郵
送
可

▼
勤
務
日
及
び
時
間
／
週
５
日（
１
日
７

時
間
45
分
）

▼
職
種
／
①
小
学
校
教
員
、②
小
学
校
の

英
語
専
科

▼
対
象
／
①
小
学
校
教
諭
１
種
又
は
２
種

免
許
を
持
つ
方
、② 

①
の
免
許
状
及
び
中

学
校
英
語
の
免
許
を
持
つ
方

▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

６
８
６
９
）

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
／
①
週
５
日（
１
日
６
時
間
）、

②
週
２・３
日（
１
日
７
時
間
）※

勤
務
時

間
に
応
じ
て
各
種
保
険
へ
の
加
入
あ
り

▼
勤
務
場
所
／
市
内
小・中
学
校

▼
対
象
／
特
別
支
援
教
育
や
福
祉
に
理
解

が
あ
り
、子
ど
も
の
教
育
に
熱
意
の
あ
る

65
歳
未
満
の
方

▼
募
集
人
員
／
若
干
名

▼
内
容
／
①
特
別
な
教
育
支
援
を
要
す
る

児
童・生
徒
の
支
援
及
び
安
全
面
の
確
保
、

②
車
椅
子
使
用
な
ど
の
児
童・生
徒
の
介

助▼
時
給
／
９
３
０
円

▼
試
験
日
／
１
月
11
日
㈯

▼
会
場
／
市
役
所
第
四
庁
舎
教
育
相
談
室

▼
試
験
方
法
／
作
文
、面
接

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
20
日
㈮
ま

で
に
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
窓
口
又
は

郵
送
で
、市
役
所
内
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）へ

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
／
週
２・３
回
程
度（
１
日
４

時
間
程
度
）、年
92
回（
研
修
２
回
を
含
む
）

▼
勤
務
場
所
／
市
内
小
学
校

▼
対
象
／
教
育
相
談
に
理
解
の
あ
る
方

（
資
格
不
問
）

▼
募
集
人
員
／
若
干
名

▼
内
容
／
家
庭
、地
域
、学
校
の
連
携
支
援
、

児
童
や
保
護
者
の
相
談
業
務

▼
謝
礼
金
／
１
回
３
千
３
５
０
円

▼
試
験
日
／
１
月
11
日
㈯

▼
会
場
／
市
役
所
第
四
庁
舎
教
育
相
談
室

▼
試
験
方
法
／
面
接
な
ど

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
20
日
㈮
ま

で
に
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
窓
口
又
は

郵
送
で
、市
役
所
内
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）へ

①
中
学
校
英
語
加
配
教
員

▼
資
格・条
件
／
週
５
日
勤
務
が
可
能
で
、

中
学
校
教
諭
普
通
免
許
状（
英
語
）を
持
つ

方▼
勤
務
内
容
／
小・中
学
校
で
英
語
科
教

員
及
び
担
任
と
共
に
英
語・外
国
語
の
授

業
な
ど

②
小
学
校
英
会
話
講
師

▼
資
格・条
件
／
週
４
日（
火
曜
〜
金
曜

日
）勤
務
が
可
能
で
、英
会
話
が
堪
能
な

方（
外
国
籍
の
方
は
、高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
、就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

又
は
配
偶
者
ビ
ザ
の
あ
る
方
。
日
本
人
の

方
は
海
外
在
住
経
験
が
あ
れ
ば
な
お
可
）。

▼
勤
務
内
容
／
担
任
と
共
に
外
国
語・外

国
語
活
動
の
授
業
な
ど

③
中
学
校
英
語
指
導
講
師

▼
資
格・条
件
／
週
２
日
勤
務
が
可
能
で
、

英
語
を
母
国
語
と
す
る
、又
は
同
等
の
能

力
を
有
す
る
外
国
人
の
方
で
、大
学
以
上

を
卒
業
し
た
、「
教
育
」の
在
留
資
格
又
は

配
偶
者
ビ
ザ
の
あ
る
方

▼
勤
務
内
容
／
英
語
科
教
員
と
共
に
英
語

の
授
業
な
ど

④
中
学
校
英
語
指
導
助
手

▼
資
格・条
件
／
週
５
日（
月
曜
〜
金
曜

日
）勤
務
が
可
能
で
、英
語
を
母
国
語
と

す
る
、又
は
同
等
の
能
力
を
有
す
る
外
国

人
の
方
で
、大
学
以
上
を
卒
業
し
た
、「
教

育
」の
在
留
資
格
又
は
配
偶
者
ビ
ザ
の
あ

る
方

▼
勤
務
内
容
／
英
語
科
教
員
と
共
に
英
語

の
授
業
な
ど

⑤
小・中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
補
助

員▼
資
格・条
件
／
週
４
日（
火
曜
〜
金
曜

日
）勤
務
が
可
能
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

関
す
る
実
務
経
験
を
有
す
る
、又
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
教
育
を
受
け
た
方
、

小・中
学
校
に
お
け
る
事
務
な
ど
の
経
験

を
有
す
る
方

▼
勤
務
内
容
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
設
定
、授

業
中
の
操
作
補
助
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

校
務
処
理
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成・更

新
な
ど

①
〜
⑤
共
通
事
項

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３

年
３
月

▼
応
募
要
領
／
教
育
支
援
課
、各
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
⑤
は
教
育
支

援
課
の
み
）で
配
布

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
13
日
㈮
ま

で
に
教
育
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
１
４
２
）へ

▼
任
用
期
間
／
令
和
２
年
１
月
〜
３
月
の

う
ち
、１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
う
ち
、

４
〜
７
時
間
程
度

▼
勤
務
場
所
／
朝
霞
税
務
署

▼
定
員
／
90
名
程
度

▼
勤
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務・

補
助
、窓
口
案
内
な
ど

▼
時
給
／
１
千
円
又
は
１
千
３
０
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12
月
６
日
㈮

〈
必
着
〉ま
で
に
、自
筆
の
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
窓
口
又
は
郵
送
で
、朝
霞
税

務
署
総
務
課（
〒
３
５
１‐

８
６
０
１
朝
霞

市
本
町
１‐

１‐

46
、☎
０
４
８‐

４
６
７‐

２
２
１
１
）へ※

応
募
多
数
の
場
合
、連

絡
に
１
か
月
か
か
る
場
合
あ
り

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
納
付
し
た
方
に
は
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年

初
め
て
納
付
し
た
方
に
は
、令
和
２
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。※

控
除
証
明

書
の
再
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、ね
ん

き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
又
は
川
越
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

０
０
４
）、川
越

年
金
事
務
所（
☎
０
４
９‐

２
４
２‐

２
６

５
７
）

▼
日
時
／
１
月
19
日
㈰
、午
前
10
時
か
ら

（
９
時
30
分
受
付
）

▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
会
議
室

▼
対
象
／
小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
／
団
体（
１
チ
ー
ム
３
〜
４
名
）、

個
人
、各
20
組・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
１
月
６
日
㈪
ま

で
に
窓
口
又
は
電
話
で
、生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
３
６
２
）

へ

山口香 氏

市税などの納期

固定・都市計画税 3期
国民健康保険税 6期
介護保険料 6期
後期高齢者医療保険料 6期

納期：1月6日㈪
※年金から特別徴収の場合は、支給時に
　天引きになります。

▲同協会ホー
　ムページ

ご

み

を

み
は
る
よ
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植木カット・お庭づくり・ガーデニング

造園1級施工管理士
中村　健人

©新座市2010

\見積無料/
植木1本の高さと値段

（１～３ｍ）3,000円 （５～７ｍ） 15,000円
（３～５ｍ）6,000円 （７～高木） 要見積
※伐採（抜根）・除草・植栽等も致します

個人様：１本・１坪からお任せください
法人様：大規模植栽管理・休日対応
不動産管理組合様：植栽管理・コストカット

（株）庭屋中村 〒352-0017 新座市菅沢２－11－11

訪問マッサージをご存知ですか
☆主治医からの同意が得られれば
　医療保険療養費支給が適用されます。
☆マッサージ師が患者様のご自宅、
　又は入所施設などへ訪問し施術します。
TEL：080-4163-3888
住所：新座市野火止7‒18‒1‒313

あん摩マッサージ指圧師（国家資格取得）

山田  徹明

歳入

歳出

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

冬
の
脱
水
症
に
ご
注
意
を

立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

市
民
開
放
日（
12
月
）

介
護
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

掲
載
団
体
の
募
集

12
月
の
認
知
症
カ
フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

障
が
い
者
控
除
認
定
書

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

特
別
障
が
い
者
手
当・

障
が
い
児
福
祉
手
当
の
支
給

12
月
31
日
ま
で

①
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診・

②
人
間
ド
ッ
ク

公
共
の
場
で
の
香
料
の
使
用
は

お
控
え
く
だ
さ
い

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
30
年
度
決
算
の
概
要

救
急
に
関
す
る
標
語
の
決
定

す
わ
緑
風
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

し
尿
処
理
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

第
19
回
屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
結
果

小
規
模
な
飲
食
店
に
消
火
器
具
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

救
急
車
適
正
利
用

啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
画
決
定

10
月
26
日
㈯

す
わ
緑
風
園
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た

火
災・病
院
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
す
る
皆
様
へ

消防費（消防業務運営費）
42億3,975万7千円
（79.8%）

総務費（事務局運営費）
1億2,514万5千円（2.4%）

衛生費（し尿処理場運営費）
5億3,279万4千円（10.0%）

民生費（障害者支援施設運営費）
3億5,196万9千円（6.6%）

公債費（長期債元金及び利子）
5,961万8千円（1.1%）

議会費（議会運営費）
582万1千円（0.1%）

分担金及び負担金
（構成市からの負担金など）
46億4,765万円
（83.6%）

諸収入
1,868万円（0.3%）

組合債
2億20万円（3.6%）

使用料及び手数料
（障害者支援施設使用料など）
2億8,661万3千円
（5.2%）

繰越金（前年度からの繰越金）
2億73万7千円（3.6%）

国庫支出金
（防衛省及び総務省からの補助金）
2億328万5千円（3.7%）

財産収入（土地貸付料）
111万7千円（0.0%）

平
成
30
年
度
決
算
概
要

福
祉
・
保
険

高 

齢 

者

実施日 会　　場時 間

池田高齢者いきいき広場
えがおの里

西堀高齢者いきいき広場
菜々の郷こ

新堀高齢者いきいき広場
福祉の里
東野高齢者いきいき広場
八石高齢者いきいき広場

①

②
①
①

①

①
①

①

②
①
①
①
①

2日㈪

3日㈫
4日㈬

9日㈪

10日㈫
11日㈬

16日㈪

17日㈫
18日㈬
19日㈭
24日㈫

ふ→北野

集→馬場、大和田・杉山、石神こ、
あたご・菅沢、栄、新座一丁目

集→池田・前原、栄五丁目、西堀、
野火止八丁目こ、大和田

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

※集＝集会所、ふ＝ふれあいの家、こは柔道整復師によるこつこつ体操
※受付は15分前から ①午前9時45分～11時、②午後２時15分～3時30分

※

当
日
直
接

　受
付

12月
の

介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８
６
）

問
合
せ

集→北野・東北、野火止中、新堀
一丁目、栗原の森、道場一丁目、
菅沢／畑中会館

　
Ｂ
型・Ｃ
型
肝
炎
は
、血
液
を
介
し
て

感
染
し
、肝
臓
の
細
胞
を
壊
す
こ
と
で
働

き
を
悪
く
す
る
病
気
で
、肝
が
ん
に
つ
な

が
り
ま
す
。
早
期
発
見・治
療
の
た
め
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
／
12
月
31
日
㈫
ま
で

▼
場
所
／
指
定
医
療
機
関（
成
人
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
参
照
）

▼
対
象
／
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、今
年

度
満
40
歳
と
な
る
方
又
は
41
歳
以
上
で
一

度
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方

▼
自
己
負
担
額
／
無
料（
１
回
の
み
、２

回
目
以
降
は
対
象
外
）

▼
申
込
み
／
窓
口
又
は
電
話
で
、各
医
療

機
関
へ

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
は「
冬
の
か
く
れ
脱

水
」に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
、加
齢
に
伴
い
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
に
く
く
、水
分
を
と
ら
な
い

な
ど
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、冬
場

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
胃
腸
炎
な
ど
の
感

染
症
が
流
行
し
、か
か
っ
た
際
に
脱
水
症

状
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

水
分
を
多
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
香
り
付
き
の
柔
軟
剤
、香
水
や
整
髪
料

に
含
ま
れ
て
い
る
香
料
が
原
因
で
、咳
や

頭
痛
、吐
き
気
な
ど
を
発
症
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
に
お
い
の
感
じ
方
に
は
個

人
差
が
あ
り
、自
分
に
と
っ
て
は
快
適
な

に
お
い
で
も
、周
り
の
方
は
不
快
に
感
じ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
の
場
を
利
用
す
る
際
は
、香
料
の

使
用
を
控
え
、化
学
物
質
過
敏
症
の
方
へ

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

▼
開
放
日
時
／
〇
７
日・
21
日
の
土
曜
日

＝
午
後
６
時
〜
８
時
、〇
８
日・22
日
の
日

曜
日
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時※

駐
車
場

20
台
ま
で

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
小

学
５
年
生
以
上
の
方※

初
回
利
用
は
要
登

録▼
料
金
／
１
回
５
０
０
円（
再
入
場
不
可
）

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
７
）

　
要
介
護・要
支
援
認
定
を
受
け
た
65
歳

以
上
の
方
は
、主
治
医
の
意
見
書
又
は
訪

問
調
査
の
内
容
に
よ
り
、税
金
の
申
告
の

際
に
障
が
い
者・特
別
障
が
い
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、平
成
30
年
度
に
認
定
書
の
発
行

を
受
け
、本
年
度
も
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、再
度
の
申
請
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20

歳
未
満
の
子
ど
も
を
家
庭
で
養
育
し
、平

成
30
年
中
の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
＝

①
お
お
む
ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
〜
３

級
、４
級
の
一
部
又
は
重
度
の
内
科
的
疾

患
の
あ
る
子
ど
も
、②
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
及

び
Ｂ
、③
精
神
障
が
い
な
ど
で
①
又
は
②

と
同
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も※

該

当
し
て
も
対
象
外
に
な
る
場
合
あ
り

▼
手
当
／
子
ど
も
１
名
に
つ
き
、５
万
２

千
２
０
０
円
又
は
３
万
４
千
７
７
０
円

（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は
精
神

（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が
い
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る

方（
本
人
及
び
家
族
の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所
中
の
方
、３
か
月
以
上
継
続

し
て
病
院・診
療
所
に
入
院
中
の
方
は
不

可▼
手
当
／
２
万
７
千
２
０
０
円（
月
額
）

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、身
体
障
が
い
者

手
帳
１
級
及
び
２
級
の
一
部
の
方
、知
的

障
が
い
が
あ
り
療
育
手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、又
は
こ
れ

ら
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方（
本
人

及
び
家
族
の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に

入
所
中
の
方
や
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し

て
年
金
を
受
給
中
の
方
は
不
可

▼
手
当
／
１
万
４
千
７
９
０
円（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

▼
対
象
／
①
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
、②
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方※

年
齢

制
限
な
し

▼
自
己
負
担
額
／
②
１
万
円

※

詳
細
は
６
月
送
付
の
案
内
な
ど
を
参
照

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
５
３
）

　
市
で
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
や
認
知
症
な

ど
の
情
報
を
掲
載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
巻
末
に
掲
載
す
る
地

域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
12
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

▼
掲
載
内
容（
予
定
）／
グ
ル
ー
プ
名
、活

動
種
別・日
時・場
所
、問
合
せ
先

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
書
式
を
直
接
、介
護
保
険

課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８
６
）へ※

書
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
な
い
場
合

は
窓
口
で
配
布
、募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

▼
日
時
／
12
月
17
日
㈫
、午
前
９
時
30
分

ま
で
に
集
合〈
荒
天
中
止
〉

▼
集
合
場
所
／
柳
瀬
川
ふ
れ
あ
い
橋
下
河

川
敷
広
場

▼
コ
ー
ス
／
大
和
田・新
座（
５
㎞
）

▼
対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
30
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
窓
口
又
は
電
話

で
、介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８
６
）へ

▼
日
時
／
①
こ
ぶ
し
カ
フ
ェ
＝
16
日
㈪
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
、②
カ
フ
ェ

え
ん
の
森
＝
18
日
㈬
、午
後
１
時
〜
４
時
、

③
カ
フ
ェ
ひ
だ
ま
り（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
中
）＝
21
日
㈯
、午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

▼
場
所
／
①
新
座
志
木
中
央
総
合
病
院
ワ

イ
ズ
プ
ル
ミ
エ
２
階
、②
グ
ル
ー
プ
リ
ビ

ン
グ
え
ん
の
森
、③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽

▼
費
用
／
１
０
０
円

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈪
、令
和
２
年
１
月

19
日
㈰
、午
前
10
時
〜
正
午※

途
中
入
場

不
可

▼
場
所
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
60
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

４
３
０
５
）

　
管
内
で
の
火
災
発
生
状
況
、休
日・夜

間
な
ど
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
病
院（
管

内・近
隣
含
む
）の
診
療
状
況
を
音
声
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
す
る
方
は
直
接
、病
院
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
４
８‐

４
６

１‐

８
１
８
１
）

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
指
令
統

括
課（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
３
）

　
歳
入
決
算
額
は
、予
算
現
額
55
億
３
千

５
０
７
万
１
千
円
に
対
し
、収
入
済
額
55

億
５
千
８
２
８
万
４
千
７
３
３
円
で
１
０

０・４
％
の
収
入
率
で
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、予
算
現
額
55
億
３
千

５
０
７
万
１
千
円
に
対
し
、支
出
済
額
53

億
１
千
５
１
０
万
７
千
８
３
８
円
で
96・

０
％
の
執
行
率
で
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園
の
運
営

に
３
億
５
千
１
９
６
万
９
千
４
７
９
円
、

し
尿
処
理
場
の
運
営
や
新
た
な
施
設
の
建

設
に
５
億
３
千
２
７
９
万
４
千
９
２
５
円

を
支
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
南
西
部
消
防
本
部
の
業
務
運

営
や
施
設
設
備
の
整
備
に
42
億
３
千
９
７

５
万
７
千
９
７
５
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
事
務
局
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

２
４
１
５
）

　
11
月
11
日
㈪
に
、新
座
防
災
基
地
で
県

南
西
部
消
防
本
部
が
、屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
を
開
催
し
、各
事
業
所
が
素
晴

ら
し
い
技
術
力
と
団
結
力
を
披
露
し
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
の
目
的
は
、管
内
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
が
屋
内
消
火
栓
設
備
の
基
本

操
作
を
身
に
つ
け
、確
実
か
つ
迅
速
な
初

期
消
火
活
動
を
体
得
す
る
こ
と
で
す
。

【
男
子
チ
ー
ム
　
結
果
】

優
　
勝
　
朝
霞
市
役
所

準
優
勝
　
本
田
技
術
研
究
所
統
括
機
能
本
部

第
三
位
　
東
京
地
下
鉄
和
光
検
車
区

敢
闘
賞
　
日
本
出
版
販
売
ね
り
ま
流
通
セ
ン
タ
ー

努
力
賞
　
凸
版
印
刷
Ａ
チ
ー
ム

【
女
子
チ
ー
ム
　
結
果
】

優
　
勝
　
新
座
志
木
中
央
総
合
病
院

準
優
勝
　
新
座
市
役
所

第
三
位
　
朝
霞
市
役
所

敢
闘
賞
　
T
M
G
あ
さ
か
医
療
セ
ン
タ
ー

努
力
賞
　
志
木
市
役
所

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
１
）

　
７
月
に
発
生
し
た
京
都
市
の
爆
発
火
災

を
踏
ま
え
、消
防
庁
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
の
容
器
へ
の
詰
め
替
え
販
売
に

際
し
、販
売
業
者
に
対
し
て
次
の
事
項
を

要
請
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類
の
提
示
、○
使
用
目
的

の
問
い
か
け
、○
販
売
記
録
の
作
成

※

ガ
ソ
リ
ン
を
詰
め
替
え
る
容
器
は
、消

防
法
令
に
適
合
し
た
も
の
が
必
要
で
す

※

詳
細
は
消
防
庁
が
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
参
照

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課（
☎
０

４
８‐

４
７
８‐

１
３
１
１
）

　
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を

受
け
、飲
食
店
な
ど
の
消
火
器
具
の
設
置

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、消
防
法
施
行

令
の
一
部
が
10
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
延
べ
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
、火
を
使

用
す
る
設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
飲
食
店

な
ど
は
消
火
器
具
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、設
置
し
た
消
火
器
具
は
、定
期

的
に
点
検
し
、そ
の
結
果
を
管
轄
の
消
防

署
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課（
☎
０

４
８‐

４
７
８‐

１
３
１
１
）

　
救
命
の 

主
役
は
あ
な
た

　
　
　
　
　
　
　
　 

す
ぐ
行
動
！

　
今
年
度
の
最
優
秀
作
品
に
朝
霞
市
在
住

の
松
原
治
美
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
標
語
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
に
印

字
さ
れ
、救
命
講
習
や
催
し
物
な
ど
で
配

布
し
、救
急
業
務
に
関
す
る
普
及
啓
発
に

利
用
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

（
☎
０
４
８‐
４
６
０‐
０
１
２
４
）

　
今
年
度
の
最
優
秀
賞
に
県
立
朝
霞
西
高

等
学
校
２
年
の
森
本
夏
妃
さ
ん
、特
別
賞

（
朝
霞
地
区
医
師
会
長
賞
）に
同
校
２
年
の

豊
田
陽
菜
さ
ん
、消
防
長
賞
に
同
校
２
年

の
小
山
綾
奈
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
作
品
の
図
画
は
、ポ
ス
タ
ー

と
し
て
印
刷
し
、管
内
の
医
療
機
関
及
び

公
共
施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
　 

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
４
）

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
つ
な
ぐ・つ
な
が

る・地
域
と
元
気
」。
多
数
の
地
域
の
方
々

が
来
場
し
、模
擬
店
や
地
域
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
利
用
者（
知
的
障
が
い
者
）の
方
の
生
活

が
よ
り
豊
か
で
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
、

お
時
間
と
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
／
散
歩
な
ど
の
外
出
、ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
作
業
活
動
の
補
助

な
ど※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
す
わ
緑
風
園（
☎
０
４
８‐

４

６
１‐

３
０
２
８
）

▼
年
末
収
集
最
終
日
／
12
月
28
日
㈯

▼
年
始
収
集
開
始
日
／
１
月
６
日
㈪

■
お
願
い

　
近
年
、搬
入
さ
れ
る
浄
化
槽
汚
泥
の
中

に
は
、多
量
に
油
分
を
含
ん
だ
も
の
や
、

長
期
間
浄
化
槽
を
清
掃
せ
ず
に
腐
敗
し
た

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、し

尿
処
理
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
次
の

点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
合
併
浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

廃
食
用
油
な
ど
を
ご
家
庭
の
台
所
や
事
業

所
の
調
理
場
な
ど
の
排
水
口
か
ら
流
さ
ず
、

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
浄
化
槽
管
理
者
は
、毎
年
１
回
以
上
、

保
守
点
検
及
び
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い

（
実
施
回
数
は
、浄
化
槽
の
処
理
方
式
や

規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

○
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
し
尿
処
理
場（
☎
０
４
８‐

４

６
７‐

９
９
２
１
）

▼
掲
載
で
き
る
方
／
原
則
、朝
霞・志
木・

和
光・新
座
市
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

方▼
申
込
方
法
／
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
、営
業
証
明
書
及
び
広
告
の
版

下
原
稿
を
事
務
局
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４

６
１‐

２
４
１
５
）へ※

内
容
を
審
査
の
上
、

掲
載
の
可
否
を
申
込
者
に
通
知
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　朝霞地区一部事務組合は、朝霞・志木・和光・新座市の
４市で構成され、し尿処理場、障害者支援施設すわ緑風園、
埼玉県南西部消防本部の業務を共同で行っています。

■朝霞地区一部事務組合　事務局
　朝霞市溝沼1-2-27 （☎048－461－2415）
　ホームページ　https://www.kennanseibu119.jp/
■埼玉県南西部消防本部
　朝霞市溝沼1-2-27 （☎048－460－0119）
　ホームページ
　https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/

▲最優秀賞

集→野寺上
ふ→新堀

※

平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
の
構
成
市
住

民
基
本
台
帳
人
口
46
万
４
千
１
７
９
人
で

算
出

市
民
１
名
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金

１
万
１
千
４
５
１
円

ま
つ
ば
ら
は
る
み

こ
や
ま
あ
や
な

と
よ
だ

ひ

な

も
り
も
と
な
つ
き
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植木カット・お庭づくり・ガーデニング

造園1級施工管理士
中村　健人

©新座市2010

\見積無料/
植木1本の高さと値段

（１～３ｍ）3,000円 （５～７ｍ） 15,000円
（３～５ｍ）6,000円 （７～高木） 要見積
※伐採（抜根）・除草・植栽等も致します

個人様：１本・１坪からお任せください
法人様：大規模植栽管理・休日対応
不動産管理組合様：植栽管理・コストカット

（株）庭屋中村 〒352-0017 新座市菅沢２－11－11

訪問マッサージをご存知ですか
☆主治医からの同意が得られれば
　医療保険療養費支給が適用されます。
☆マッサージ師が患者様のご自宅、
　又は入所施設などへ訪問し施術します。
TEL：080-4163-3888
住所：新座市野火止7‒18‒1‒313

あん摩マッサージ指圧師（国家資格取得）

山田  徹明

歳入

歳出

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

冬
の
脱
水
症
に
ご
注
意
を

立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

市
民
開
放
日（
12
月
）

介
護
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

掲
載
団
体
の
募
集

12
月
の
認
知
症
カ
フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

障
が
い
者
控
除
認
定
書

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

特
別
障
が
い
者
手
当・

障
が
い
児
福
祉
手
当
の
支
給

12
月
31
日
ま
で

①
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診・

②
人
間
ド
ッ
ク

公
共
の
場
で
の
香
料
の
使
用
は

お
控
え
く
だ
さ
い

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
30
年
度
決
算
の
概
要

救
急
に
関
す
る
標
語
の
決
定

す
わ
緑
風
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

し
尿
処
理
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

第
19
回
屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
結
果

小
規
模
な
飲
食
店
に
消
火
器
具
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

救
急
車
適
正
利
用

啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
画
決
定

10
月
26
日
㈯

す
わ
緑
風
園
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た

火
災・病
院
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
す
る
皆
様
へ

消防費（消防業務運営費）
42億3,975万7千円
（79.8%）

総務費（事務局運営費）
1億2,514万5千円（2.4%）

衛生費（し尿処理場運営費）
5億3,279万4千円（10.0%）

民生費（障害者支援施設運営費）
3億5,196万9千円（6.6%）

公債費（長期債元金及び利子）
5,961万8千円（1.1%）

議会費（議会運営費）
582万1千円（0.1%）

分担金及び負担金
（構成市からの負担金など）
46億4,765万円
（83.6%）

諸収入
1,868万円（0.3%）

組合債
2億20万円（3.6%）

使用料及び手数料
（障害者支援施設使用料など）
2億8,661万3千円
（5.2%）

繰越金（前年度からの繰越金）
2億73万7千円（3.6%）

国庫支出金
（防衛省及び総務省からの補助金）
2億328万5千円（3.7%）

財産収入（土地貸付料）
111万7千円（0.0%）

平
成
30
年
度
決
算
概
要

福
祉
・
保
険

高 

齢 

者

実施日 会　　場時 間

池田高齢者いきいき広場
えがおの里

西堀高齢者いきいき広場
菜々の郷こ

新堀高齢者いきいき広場
福祉の里
東野高齢者いきいき広場
八石高齢者いきいき広場

①

②
①
①

①

①
①

①

②
①
①
①
①

2日㈪

3日㈫
4日㈬

9日㈪

10日㈫
11日㈬

16日㈪

17日㈫
18日㈬
19日㈭
24日㈫

ふ→北野

集→馬場、大和田・杉山、石神こ、
あたご・菅沢、栄、新座一丁目

集→池田・前原、栄五丁目、西堀、
野火止八丁目こ、大和田

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

※集＝集会所、ふ＝ふれあいの家、こは柔道整復師によるこつこつ体操
※受付は15分前から ①午前9時45分～11時、②午後２時15分～3時30分

※

当
日
直
接

　受
付

12月
の

介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８
６
）

問
合
せ

集→北野・東北、野火止中、新堀
一丁目、栗原の森、道場一丁目、
菅沢／畑中会館

　
Ｂ
型・Ｃ
型
肝
炎
は
、血
液
を
介
し
て

感
染
し
、肝
臓
の
細
胞
を
壊
す
こ
と
で
働

き
を
悪
く
す
る
病
気
で
、肝
が
ん
に
つ
な

が
り
ま
す
。
早
期
発
見・治
療
の
た
め
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
／
12
月
31
日
㈫
ま
で

▼
場
所
／
指
定
医
療
機
関（
成
人
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
参
照
）

▼
対
象
／
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、今
年

度
満
40
歳
と
な
る
方
又
は
41
歳
以
上
で
一

度
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方

▼
自
己
負
担
額
／
無
料（
１
回
の
み
、２

回
目
以
降
は
対
象
外
）

▼
申
込
み
／
窓
口
又
は
電
話
で
、各
医
療

機
関
へ

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
は「
冬
の
か
く
れ
脱

水
」に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
、加
齢
に
伴
い
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
に
く
く
、水
分
を
と
ら
な
い

な
ど
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、冬
場

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
胃
腸
炎
な
ど
の
感

染
症
が
流
行
し
、か
か
っ
た
際
に
脱
水
症

状
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

水
分
を
多
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
香
り
付
き
の
柔
軟
剤
、香
水
や
整
髪
料

に
含
ま
れ
て
い
る
香
料
が
原
因
で
、咳
や

頭
痛
、吐
き
気
な
ど
を
発
症
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
に
お
い
の
感
じ
方
に
は
個

人
差
が
あ
り
、自
分
に
と
っ
て
は
快
適
な

に
お
い
で
も
、周
り
の
方
は
不
快
に
感
じ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
の
場
を
利
用
す
る
際
は
、香
料
の

使
用
を
控
え
、化
学
物
質
過
敏
症
の
方
へ

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

▼
開
放
日
時
／
〇
７
日・
21
日
の
土
曜
日

＝
午
後
６
時
〜
８
時
、〇
８
日・22
日
の
日

曜
日
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時※

駐
車
場

20
台
ま
で

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
小

学
５
年
生
以
上
の
方※

初
回
利
用
は
要
登

録▼
料
金
／
１
回
５
０
０
円（
再
入
場
不
可
）

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

０
４
８‐
４
２
４‐

９
６
１
７
）

　
要
介
護・要
支
援
認
定
を
受
け
た
65
歳

以
上
の
方
は
、主
治
医
の
意
見
書
又
は
訪

問
調
査
の
内
容
に
よ
り
、税
金
の
申
告
の

際
に
障
が
い
者・特
別
障
が
い
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、平
成
30
年
度
に
認
定
書
の
発
行

を
受
け
、本
年
度
も
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、再
度
の
申
請
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20

歳
未
満
の
子
ど
も
を
家
庭
で
養
育
し
、平

成
30
年
中
の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
＝

①
お
お
む
ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
〜
３

級
、４
級
の
一
部
又
は
重
度
の
内
科
的
疾

患
の
あ
る
子
ど
も
、②
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
及

び
Ｂ
、③
精
神
障
が
い
な
ど
で
①
又
は
②

と
同
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も※

該

当
し
て
も
対
象
外
に
な
る
場
合
あ
り

▼
手
当
／
子
ど
も
１
名
に
つ
き
、５
万
２

千
２
０
０
円
又
は
３
万
４
千
７
７
０
円

（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

２
７
３
０
）

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は
精
神

（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が
い
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る

方（
本
人
及
び
家
族
の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所
中
の
方
、３
か
月
以
上
継
続

し
て
病
院・診
療
所
に
入
院
中
の
方
は
不

可▼
手
当
／
２
万
７
千
２
０
０
円（
月
額
）

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、身
体
障
が
い
者

手
帳
１
級
及
び
２
級
の
一
部
の
方
、知
的

障
が
い
が
あ
り
療
育
手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、又
は
こ
れ

ら
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方（
本
人

及
び
家
族
の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に

入
所
中
の
方
や
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し

て
年
金
を
受
給
中
の
方
は
不
可

▼
手
当
／
１
万
４
千
７
９
０
円（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐
２
７
３
０
）

▼
対
象
／
①
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
、②
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方※

年
齢

制
限
な
し

▼
自
己
負
担
額
／
②
１
万
円

※

詳
細
は
６
月
送
付
の
案
内
な
ど
を
参
照

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
５
３
）

　
市
で
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
や
認
知
症
な

ど
の
情
報
を
掲
載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
巻
末
に
掲
載
す
る
地

域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
12
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

▼
掲
載
内
容（
予
定
）／
グ
ル
ー
プ
名
、活

動
種
別・日
時・場
所
、問
合
せ
先

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
書
式
を
直
接
、介
護
保
険

課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８
６
）へ※

書
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
な
い
場
合

は
窓
口
で
配
布
、募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

▼
日
時
／
12
月
17
日
㈫
、午
前
９
時
30
分

ま
で
に
集
合〈
荒
天
中
止
〉

▼
集
合
場
所
／
柳
瀬
川
ふ
れ
あ
い
橋
下
河

川
敷
広
場

▼
コ
ー
ス
／
大
和
田・新
座（
５
㎞
）

▼
対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員
／
30
名・申
込
順

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
窓
口
又
は
電
話

で
、介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

５
１
８
６
）へ

▼
日
時
／
①
こ
ぶ
し
カ
フ
ェ
＝
16
日
㈪
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
、②
カ
フ
ェ

え
ん
の
森
＝
18
日
㈬
、午
後
１
時
〜
４
時
、

③
カ
フ
ェ
ひ
だ
ま
り（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
中
）＝
21
日
㈯
、午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

▼
場
所
／
①
新
座
志
木
中
央
総
合
病
院
ワ

イ
ズ
プ
ル
ミ
エ
２
階
、②
グ
ル
ー
プ
リ
ビ

ン
グ
え
ん
の
森
、③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽

▼
費
用
／
１
０
０
円

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈪
、令
和
２
年
１
月

19
日
㈰
、午
前
10
時
〜
正
午※

途
中
入
場

不
可

▼
場
所
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
60
歳
以
上
の
方

▼
問
合
せ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

４
３
０
５
）

　
管
内
で
の
火
災
発
生
状
況
、休
日・夜

間
な
ど
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
病
院（
管

内・近
隣
含
む
）の
診
療
状
況
を
音
声
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
す
る
方
は
直
接
、病
院
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
４
８‐

４
６

１‐

８
１
８
１
）

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
指
令
統

括
課（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
３
）

　
歳
入
決
算
額
は
、予
算
現
額
55
億
３
千

５
０
７
万
１
千
円
に
対
し
、収
入
済
額
55

億
５
千
８
２
８
万
４
千
７
３
３
円
で
１
０

０・４
％
の
収
入
率
で
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、予
算
現
額
55
億
３
千

５
０
７
万
１
千
円
に
対
し
、支
出
済
額
53

億
１
千
５
１
０
万
７
千
８
３
８
円
で
96・

０
％
の
執
行
率
で
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園
の
運
営

に
３
億
５
千
１
９
６
万
９
千
４
７
９
円
、

し
尿
処
理
場
の
運
営
や
新
た
な
施
設
の
建

設
に
５
億
３
千
２
７
９
万
４
千
９
２
５
円

を
支
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
南
西
部
消
防
本
部
の
業
務
運

営
や
施
設
設
備
の
整
備
に
42
億
３
千
９
７

５
万
７
千
９
７
５
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
事
務
局
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

２
４
１
５
）

　
11
月
11
日
㈪
に
、新
座
防
災
基
地
で
県

南
西
部
消
防
本
部
が
、屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
を
開
催
し
、各
事
業
所
が
素
晴

ら
し
い
技
術
力
と
団
結
力
を
披
露
し
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
の
目
的
は
、管
内
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
が
屋
内
消
火
栓
設
備
の
基
本

操
作
を
身
に
つ
け
、確
実
か
つ
迅
速
な
初

期
消
火
活
動
を
体
得
す
る
こ
と
で
す
。

【
男
子
チ
ー
ム
　
結
果
】

優
　
勝
　
朝
霞
市
役
所

準
優
勝
　
本
田
技
術
研
究
所
統
括
機
能
本
部

第
三
位
　
東
京
地
下
鉄
和
光
検
車
区

敢
闘
賞
　
日
本
出
版
販
売
ね
り
ま
流
通
セ
ン
タ
ー

努
力
賞
　
凸
版
印
刷
Ａ
チ
ー
ム

【
女
子
チ
ー
ム
　
結
果
】

優
　
勝
　
新
座
志
木
中
央
総
合
病
院

準
優
勝
　
新
座
市
役
所

第
三
位
　
朝
霞
市
役
所

敢
闘
賞
　
T
M
G
あ
さ
か
医
療
セ
ン
タ
ー

努
力
賞
　
志
木
市
役
所

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
１
）

　
７
月
に
発
生
し
た
京
都
市
の
爆
発
火
災

を
踏
ま
え
、消
防
庁
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
の
容
器
へ
の
詰
め
替
え
販
売
に

際
し
、販
売
業
者
に
対
し
て
次
の
事
項
を

要
請
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類
の
提
示
、○
使
用
目
的

の
問
い
か
け
、○
販
売
記
録
の
作
成

※

ガ
ソ
リ
ン
を
詰
め
替
え
る
容
器
は
、消

防
法
令
に
適
合
し
た
も
の
が
必
要
で
す

※

詳
細
は
消
防
庁
が
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
参
照

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課（
☎
０

４
８‐

４
７
８‐

１
３
１
１
）

　
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を

受
け
、飲
食
店
な
ど
の
消
火
器
具
の
設
置

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、消
防
法
施
行

令
の
一
部
が
10
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
延
べ
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
、火
を
使

用
す
る
設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
飲
食
店

な
ど
は
消
火
器
具
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、設
置
し
た
消
火
器
具
は
、定
期

的
に
点
検
し
、そ
の
結
果
を
管
轄
の
消
防

署
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課（
☎
０

４
８‐

４
７
８‐

１
３
１
１
）

　
救
命
の 

主
役
は
あ
な
た

　
　
　
　
　
　
　
　 

す
ぐ
行
動
！

　
今
年
度
の
最
優
秀
作
品
に
朝
霞
市
在
住

の
松
原
治
美
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
標
語
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
に
印

字
さ
れ
、救
命
講
習
や
催
し
物
な
ど
で
配

布
し
、救
急
業
務
に
関
す
る
普
及
啓
発
に

利
用
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
４
）

　
今
年
度
の
最
優
秀
賞
に
県
立
朝
霞
西
高

等
学
校
２
年
の
森
本
夏
妃
さ
ん
、特
別
賞

（
朝
霞
地
区
医
師
会
長
賞
）に
同
校
２
年
の

豊
田
陽
菜
さ
ん
、消
防
長
賞
に
同
校
２
年

の
小
山
綾
奈
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
作
品
の
図
画
は
、ポ
ス
タ
ー

と
し
て
印
刷
し
、管
内
の
医
療
機
関
及
び

公
共
施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
　 

▼
問
合
せ
／
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
４
）

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
つ
な
ぐ・つ
な
が

る・地
域
と
元
気
」。
多
数
の
地
域
の
方
々

が
来
場
し
、模
擬
店
や
地
域
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
利
用
者（
知
的
障
が
い
者
）の
方
の
生
活

が
よ
り
豊
か
で
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
、

お
時
間
と
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
／
散
歩
な
ど
の
外
出
、ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
作
業
活
動
の
補
助

な
ど※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
す
わ
緑
風
園（
☎
０
４
８‐

４

６
１‐

３
０
２
８
）

▼
年
末
収
集
最
終
日
／
12
月
28
日
㈯

▼
年
始
収
集
開
始
日
／
１
月
６
日
㈪

■
お
願
い

　
近
年
、搬
入
さ
れ
る
浄
化
槽
汚
泥
の
中

に
は
、多
量
に
油
分
を
含
ん
だ
も
の
や
、

長
期
間
浄
化
槽
を
清
掃
せ
ず
に
腐
敗
し
た

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、し

尿
処
理
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
次
の

点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
合
併
浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

廃
食
用
油
な
ど
を
ご
家
庭
の
台
所
や
事
業

所
の
調
理
場
な
ど
の
排
水
口
か
ら
流
さ
ず
、

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
浄
化
槽
管
理
者
は
、毎
年
１
回
以
上
、

保
守
点
検
及
び
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い

（
実
施
回
数
は
、浄
化
槽
の
処
理
方
式
や

規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

○
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
し
尿
処
理
場（
☎
０
４
８‐

４

６
７‐

９
９
２
１
）

▼
掲
載
で
き
る
方
／
原
則
、朝
霞・志
木・

和
光・新
座
市
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

方▼
申
込
方
法
／
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
、営
業
証
明
書
及
び
広
告
の
版

下
原
稿
を
事
務
局
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４

６
１‐

２
４
１
５
）へ※

内
容
を
審
査
の
上
、

掲
載
の
可
否
を
申
込
者
に
通
知
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　朝霞地区一部事務組合は、朝霞・志木・和光・新座市の
４市で構成され、し尿処理場、障害者支援施設すわ緑風園、
埼玉県南西部消防本部の業務を共同で行っています。

■朝霞地区一部事務組合　事務局
　朝霞市溝沼1-2-27 （☎048－461－2415）
　ホームページ　https://www.kennanseibu119.jp/
■埼玉県南西部消防本部
　朝霞市溝沼1-2-27 （☎048－460－0119）
　ホームページ
　https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/

▲最優秀賞

集→野寺上
ふ→新堀

※

平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
の
構
成
市
住

民
基
本
台
帳
人
口
46
万
４
千
１
７
９
人
で

算
出

市
民
１
名
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金

１
万
１
千
４
５
１
円

ま
つ
ば
ら
は
る
み

こ
や
ま
あ
や
な

と
よ
だ

ひ

な

も
り
も
と
な
つ
き
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くらしの情報ひろば
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・

電話番号・講座などの名称を記入の上、お申し込みください。
●費用の記載のないものは無料です。　
●　　  の記載のあるものは当日、直接受付です。当日

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  申→申込み  問→問合せ

№1032■令和元年12月号

〒352-0011 野火止1-1-2　TEL 048-481-1115　
開館時間…午前9時30分～午後6時 　
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）、第4木曜日

中 央 図 書 館
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-7070
開館時間…午前9時30分～午後6時
休館日… 月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、
 祝日（こどもの日及び敬老の日は除く）

福祉の里図書館

図書館 〒352-0001　東北2-36-11　TEL 048-486-8623
開館時間…午前10時～午後9時30分
休館日…第4月曜日
　　　　（祝日・振替休日の場合は開館し、翌平日を休館）

にいざほっとぷらざ
大ホールひとり占め

冬のおたのしみ会　当日

クリスマスおたのしみ会　　当日

クリスマスおはなし会  　当日

本の「福袋」 当日

特集展示「年末・年越しの本」

凧　展

新座市民の県展作品展

名 画 鑑 賞 会  当日

あかちゃんタイム 当日

体 育 協 会

歴史民俗資料館

市 民 会 館

掲載内容などに関して、市では関与していません。
本コーナーへ掲載希望の方は、掲載を希望する月の2か月前の20日
までに、申請書をシティプロモーション課（☎048-424-9600）へ

市内サークル
などの催し物

あかちゃんタイム
わらべうたおはなし会

当日

障がい者サービスをご利用ください
「12月3日～9日は障害者週間」

特集展示
「ゆく年くる年2019－2020」 市民スポーツ教室

～ジュニア硬式テニス～

区分（自転車） 学生一般

終了日（12月） 開始日（1月） 施　設　名 定期利用

一般利用

１か月
３か月
６か月
１年

２，２００円
５，８６０円

１１，０００円
２１，０２０円

１，７６０円
４，６９０円
８，８００円

１６，９００円
入庫後３時間は無料
以後３時間ごとに１００円

5日㈰
7日㈫
7日㈫
8日㈬
4日㈯

西堀・新堀コミュニティセンター図書室
中央公民館図室
大和田公民館図書室
新座団地図書室
栗原公民館図書室

26日㈭

27日㈮

28日㈯

日12月15日㈰、午後２時から場市民会館
２階第１会議室対幼児（保護者同伴）～小
学生定１００名内「人形劇団ラペ」による人
形劇ほか

日11月29日㈮～12月25日㈬内大掃除や
年賀状など、一年の締めくくりにふさわし
い本

対市内在住又は在勤在学で、高齢や障が
いのため、図書館利用が困難な方内○録
音図書、点字図書、DAYSY図書、大活字本
の貸出、○宅配サービス（在住者のみ）、○
郵送サービス（視覚障がい者のみ）、○対
面朗読（図書館資料のみ）、○点訳サービ
ス（図書館資料のみ）

日12月4日・18日の水曜日、午前10時30
分～正午対2歳までの乳幼児と保護者内
絵本の読み聞かせ、おすすめの絵本の紹
介など

日12月１日㈰～令和２年１月31日㈮まで
内快適な年末年始に役立つ本

日12月21日㈯、午後1時30分から対乳幼
児（保護者同伴可）～小学生内図書館ボラ
ンティアによる紙芝居・絵本の読み聞かせ
イベント出演おはなしカスタネット

日１月４日㈯から（無くなり次第終了）対一
般内テーマに沿った本を集め、貸出します。
どんな本が入っているかはお楽しみ。

日12月15日㈰、午後２時から内「ポストマ
ン」（日本映画）

日12月11日㈬、午前10時30分～正午対
２歳までの乳幼児と保護者内わらべうた、
親子遊び、絵本の読み聞かせなど

開所日１月16日㈭※現在の施設は12月
28日㈯まで。12月29日㈰から令和２年１
月15日㈬までは移転作業のため休館移転
先大和田４丁目18番41号アクセス市内
循環バス「にいバス」〈第二老人福祉センタ

ー〉下車、東武バス・西武バス〈新座団地入
口〉又は〈団地南〉下車※公共交通機関を
ご利用ください施設概要ラウンジ、大広間、
浴室、セミナールームなど問長寿はつらつ
課(☎０４８‐４７７‐６８９０)

　第69回埼玉県美術展覧会（県展）に入
選された市内の方々の作品と委嘱作品・
招待作品などを展示します。
日12月４日㈬から８日㈰までの午前10時
～午後７時（最終日は４時まで）内洋画、工
芸、写真、書など26点の展示問生涯学習
センター（☎０４８-４８６-８６２３）

日12月18日㈬、午後２時30分～４時対幼
児（保護者同伴）～小学生定50名・受付順
内読み聞かせボランティアグループ「ぽけ
っと」による絵本の読み聞かせ、映像によ
るお話、クリスマスの歌・音楽問生涯学習
センター（☎０４８-４８６-８６２３）

日12月20日㈮～令和２年２月16日㈰内全
国の和凧の展示問歴史民俗資料館（☎０４
８-４８１-０１７７）※月曜日、祝日、年末年始、１
月14日㈫、月末は休館

日12月18日㈬・26日㈭、午前９時～午後９
時内自分だけのコンサートを体験費1区分

（30分）１人500円（４区分まで）・申込順申・
問12月３日㈫午前９時から、窓口又は電話
で市民会館（☎０４８-４８１-１１１１）へ

日令和２年１月11日から３月14日までの毎
週土曜日、全10回（１～２月＝午前10時～
正午、３月＝午前９時～11時）場栄庭球場
対市内在住又は在学の小・中学生定20名

（多数の場合は抽選）費２,000円（保険代
含む・初日集金）申・問12月27日㈮〈必着〉
までに、必要事項、学校名を往復はがきに
記入の上、郵送で体育協会（〒３５２-００２２
本多２-１-２０、☎０４８-４８２-２００２）へ

利用時間午前４時30分から翌日の午前１
時30分まで

申１月６日㈪から31日㈮までの午後２時～
５時及び午後６時～10時に、申請書(12月

上旬に市内各自転車駐
車場、市ホームページ
で配布)を、冨士塚・三軒
屋公園前・栗原五丁目
自転車駐車場へ※申込
み多数の場合は抽選
問交通防犯課(☎０４８-４
７７-２４８４)

フォトサークル虹の一年展
フォトサークル虹

12月10日㈫～16日㈪、午前10時
～午後6時（初日は午後1時から、最
終日は午後4時まで）／ほっとぷら
ざ／テーマ「乗り物」の写真など一
年間の集大成です／本郷☎０４２-４
９３-５２９９

絵本・紙芝居のよみきかせ
絵本の会「四季」

12月19日㈭、午後3時30分～4時
／野火止公民館／幼児・子ども向
け絵本や紙芝居の読み聞かせ／髙
橋☎048-478-3810

うたごえ広場
カナリア

1月11日㈯、午後1時～3時／栗原
公民館／300円／日本の叙情歌、

名曲、唱歌を楽しく歌う／宮沢☎０
８０-５５３２-７２９２

定期ギターコンサート
グループバリエ

12月15日㈰、午後6時30分～9時
／朝霞市産業文化センター／クラ
シックギター＆ピアノ演奏会／鈴木
☎090-2522-1539

俳句カフェ
俳句カフェ シャイニー

12月21日㈯、午後1時30分～4時
30分／野火止一丁目集会所／２０
０円（子ども、学生は無料）／子ども
から大人まで俳句と季語の世界を
体験しよう／櫻井☎０４８-４８３-１７７
７（午後7時以降）

バリアフリー映画上映会
立教大学バリアフリー映画上映会実行委員会

12月8日㈰、正午～午後3時30分
／同大学新座キャンパス8号館
N8B1教室／音声ガイド、文字通訳、
移動サポート対応します／サポート
が必要な場合は要申込／同大学ボ
ランティアセンター☎０４８-４７１-６６
８２

立教大学新座キャンパス１２月の催し
①新座クリスマス物語。with you
②立教学院のクリスマスの催し
③ハンドベルクリスマスコンサート
①12月10日㈫＝午後5時30分か
ら（5時開場）、②22日㈰＝午後4時
30分から（4時開場）キャンドルライ
トサービス、24日㈫＝午後5時30
分から（5時開場）イブ礼拝、③12月
24日㈫、午後1時から（0時30分開
場）／立教学院聖パウロ礼拝堂／

同大学チャプレン室事務課☎０４８-
４７１-６６３８
妙音沢緑地保全育成のための観察・研修

妙音沢緑地ガイド倶楽部
12月5日㈭、午前10時～正午／集
合場所：栄1丁目地内「妙音沢旗桜」
前／妙音沢緑地保全（新座市の自
然遺産を育成保護）／申込制／金
井☎090-6019-5889

クリスマスおはなし会
おはなし万華鏡

12月14日㈯、午後2時～3時／児
童センター／大型絵本や折り紙、紙
芝居などでお楽しみください／小
野☎070-6517-0188

小学生 書き初め練習会
春葉会

12月24日㈫、午後3時30分～5時
30分／ふるさと新座館／1,000円

（用紙代込み）／12月1日午前9時
からメールで受付。先着順／申込
制／高原e-mail：naomitchi703
@yahoo.co.jp

発達障がいの集い
にいざ生活支援センター

12月11日㈬、午後2時～3時30分
／同センター／発達障がいの方、
家族友人の方の意見交換の場です
／同センター・星丘☎０４８-４８０-５１
５３

公共施設通信

会員募集は　
こちら▶

健　　康

わ
たしたちの高齢者のてんかん

朝霞地区医師会　中本英俊　久保田有一　　☎048-464-4666

　てんかんは、子どもが突然けいれんを起こし、泡を吹いて倒れるような病気だと思
われがちですが、実は65歳以上でも多く見られます。元気に暮らしている高齢者が
てんかんになる割合は約1％、100人に1人と推定されます。さらに、一般病院に入院
する高齢者に限れば約10％、10人に1人がてんかん発作を起こしているという報告も
あります。年をとれば誰でも、入院中の高齢者は特に、いつてんかん発作が起きても
不思議ではありません。
　小児のてんかんは、脳が成熟していく過程で発作が起こります。その反対に高齢者
は、成熟した脳が年をとり、脳の神経細胞が脱落していく過程で起こります。側頭葉
の内側にあり、記憶を司る「海馬」にてんかんの火種が生まれることが原因で、それが
発作につながるのではないかと言われています。認知症の原因もこの周辺にありま
すが、認知症はその部分の「機能が低下」して起こるのに対し、てんかんは脳神経細胞
の「電気回路がショート」するようなイメージです。
　高齢者てんかんの多くは、脳卒中などの脳血管障害や頭部の外傷、脳腫瘍といった
明確な原因があります。その場合は、突然のけいれんで倒れるのが特徴です。とこ
ろが、特定の原因がなく、加齢によって起こるてんかんも全体の3分の1程度を占めて
います。このタイプはけいれんを伴わないため、発作に気づきにくいのが問題で、遺
伝とはかかわりなく、年をとれば自然発生的に誰でもなる可能性があります。最近で
は、高血圧症や脂質異常症、糖尿病との関連も指摘されていますが、いずれも加齢に
よって増える病気なので、てんかんと関係があるとは言い切れず、その点はまだ明ら
かになっていません。なお、「加齢からくる」といっても、加齢現象には個人差がありま
す。このタイプは65歳以降に増加していきますが、早ければ40代～５０代で発症する
人もいます。
　けいれんを伴わないてんかん発作の症状は、ぼーっとする、話しかけても反応がな
い、目の焦点が合わない、貧乏ゆすりのような動きをする、突然怒鳴るといったものが

主です。その間、本人に意識はありません。家族や介護者が発作に気づくのは主に
食事中です。突然動きが止まり、よだれを垂らした状態で箸が止まってしまいますが、
バタンと倒れ込むほどではないので、「考えごとだろう」「眠いのかな」などと思われて
しまいます。また、車の運転中に発作を起こしてしまうと、意識を失ってもハンドルを
握ったまま運転し続け、反対方向に進んだりぶつかることもあります。しかし、本人に
発作中の記憶はありません。そのため、「居眠りではないか」と片付けられてしまう可
能性があります。
　てんかん発作は、数十秒から１～２分程度までと、そう長くは続きません。発作の後
は、数十分から数時間かけて発作でリセットされた脳が元に戻り、意識が回復していき
ます。高齢者は、若年者に比べ発作後に意識が回復するのに時間がかかる場合があ
ります。回復すると支障なく日常生活を送ることができ、しかも本人は発作を覚えて
いないので自覚がなく、周りも「認知症かも」と思ったりします。診断の一番のポイン
トは、発作中に呼びかけて反応があるかどうかです。発作中は、話しかけても反応が
なく、目も合いません。発作時に、手元や口元、足元などがわずかに動く「自動症」が
見られることもあります。手を振り回すような激しい動きではなく、かすかな動作です。
　高齢者のてんかんの治療として、脳神経の興奮を抑える抗てんかん薬を使えば、
90％以上の患者さんは1か月で発作を抑えることができます。本人は発作の自覚が
ないので効果を実感しませんが、家族からは、「明らかに目つきが変わった」「ボーッと
する時間がなくなって見違えた」と喜ばれます。ただし、抗てんかん薬はてんかん自
体を治す薬ではなく、発作を抑える薬なので、中断すれば高い確率で再発します。そ
のため、薬はずっと飲み続けなければなりません。服薬により正常な脳機能まで抑え
てボーっとすることのないよう、少量から始め、焦らず時間をかけて増量するのが大原
則です。脳神経に作用する薬を使う際は副作用が心配だと思いますが、比較的副作
用の少ない薬もあります。
　最後に、繰り返しになりますが、長生きするにつれて脳梗塞や心筋梗塞、がん、認知
症などの病気になりやすいように、てんかんも誰でも年を取ればかかる可能性があり
ます。「もしかしたら自分が、家族がそうかも」という意識を持って生活してほしいと思
います。

　市ホームページに市内サーク
ルなどの会員募集を掲載してい
ます。
　掲載中のサークルについては、
シティプロモーション課へお問い
合わせください。
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▼新しいルート

▼「ひばりヶ丘駅入口」バス停が駅寄りに移動
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ひばり通り

新バス停 旧バス停

薬局 スイミング
スクール

第二老人福祉センター

くみまちモールにいざ

西武バス
「新座団地入口」

西武バス・東武バス
「新座団地入口」

東武バス
「新座団地入口」

にいバス
「第二老人福祉センター」

東武バス
「団地南」

各
図
書
室
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年
末
年
始
の
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程

工事中

か い ば
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くらしの情報ひろば
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・

電話番号・講座などの名称を記入の上、お申し込みください。
●費用の記載のないものは無料です。　
●　　  の記載のあるものは当日、直接受付です。当日

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  申→申込み  問→問合せ

№1032■令和元年12月号

〒352-0011 野火止1-1-2　TEL 048-481-1115　
開館時間…午前9時30分～午後6時 　
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）、第4木曜日

中 央 図 書 館
〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-7070
開館時間…午前9時30分～午後6時
休館日… 月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、
 祝日（こどもの日及び敬老の日は除く）

福祉の里図書館

図書館 〒352-0001　東北2-36-11　TEL 048-486-8623
開館時間…午前10時～午後9時30分
休館日…第4月曜日
　　　　（祝日・振替休日の場合は開館し、翌平日を休館）

にいざほっとぷらざ
大ホールひとり占め

冬のおたのしみ会　当日

クリスマスおたのしみ会　　当日

クリスマスおはなし会  　当日

本の「福袋」 当日

特集展示「年末・年越しの本」

凧　展

新座市民の県展作品展

名 画 鑑 賞 会  当日

あかちゃんタイム 当日

体 育 協 会

歴史民俗資料館

市 民 会 館

掲載内容などに関して、市では関与していません。
本コーナーへ掲載希望の方は、掲載を希望する月の2か月前の20日
までに、申請書をシティプロモーション課（☎048-424-9600）へ

市内サークル
などの催し物

あかちゃんタイム
わらべうたおはなし会

当日

障がい者サービスをご利用ください
「12月3日～9日は障害者週間」

特集展示
「ゆく年くる年2019－2020」 市民スポーツ教室

～ジュニア硬式テニス～

区分（自転車） 学生一般

終了日（12月） 開始日（1月） 施　設　名 定期利用

一般利用

１か月
３か月
６か月
１年

２，２００円
５，８６０円

１１，０００円
２１，０２０円

１，７６０円
４，６９０円
８，８００円

１６，９００円
入庫後３時間は無料
以後３時間ごとに１００円

5日㈰
7日㈫
7日㈫
8日㈬
4日㈯

西堀・新堀コミュニティセンター図書室
中央公民館図室
大和田公民館図書室
新座団地図書室
栗原公民館図書室

26日㈭

27日㈮

28日㈯

日12月15日㈰、午後２時から場市民会館
２階第１会議室対幼児（保護者同伴）～小
学生定１００名内「人形劇団ラペ」による人
形劇ほか

日11月29日㈮～12月25日㈬内大掃除や
年賀状など、一年の締めくくりにふさわし
い本

対市内在住又は在勤在学で、高齢や障が
いのため、図書館利用が困難な方内○録
音図書、点字図書、DAYSY図書、大活字本
の貸出、○宅配サービス（在住者のみ）、○
郵送サービス（視覚障がい者のみ）、○対
面朗読（図書館資料のみ）、○点訳サービ
ス（図書館資料のみ）

日12月4日・18日の水曜日、午前10時30
分～正午対2歳までの乳幼児と保護者内
絵本の読み聞かせ、おすすめの絵本の紹
介など

日12月１日㈰～令和２年１月31日㈮まで
内快適な年末年始に役立つ本

日12月21日㈯、午後1時30分から対乳幼
児（保護者同伴可）～小学生内図書館ボラ
ンティアによる紙芝居・絵本の読み聞かせ
イベント出演おはなしカスタネット

日１月４日㈯から（無くなり次第終了）対一
般内テーマに沿った本を集め、貸出します。
どんな本が入っているかはお楽しみ。

日12月15日㈰、午後２時から内「ポストマ
ン」（日本映画）

日12月11日㈬、午前10時30分～正午対
２歳までの乳幼児と保護者内わらべうた、
親子遊び、絵本の読み聞かせなど

開所日１月16日㈭※現在の施設は12月
28日㈯まで。12月29日㈰から令和２年１
月15日㈬までは移転作業のため休館移転
先大和田４丁目18番41号アクセス市内
循環バス「にいバス」〈第二老人福祉センタ

ー〉下車、東武バス・西武バス〈新座団地入
口〉又は〈団地南〉下車※公共交通機関を
ご利用ください施設概要ラウンジ、大広間、
浴室、セミナールームなど問長寿はつらつ
課(☎０４８‐４７７‐６８９０)

　第69回埼玉県美術展覧会（県展）に入
選された市内の方々の作品と委嘱作品・
招待作品などを展示します。
日12月４日㈬から８日㈰までの午前10時
～午後７時（最終日は４時まで）内洋画、工
芸、写真、書など26点の展示問生涯学習
センター（☎０４８-４８６-８６２３）

日12月18日㈬、午後２時30分～４時対幼
児（保護者同伴）～小学生定50名・受付順
内読み聞かせボランティアグループ「ぽけ
っと」による絵本の読み聞かせ、映像によ
るお話、クリスマスの歌・音楽問生涯学習
センター（☎０４８-４８６-８６２３）

日12月20日㈮～令和２年２月16日㈰内全
国の和凧の展示問歴史民俗資料館（☎０４
８-４８１-０１７７）※月曜日、祝日、年末年始、１
月14日㈫、月末は休館

日12月18日㈬・26日㈭、午前９時～午後９
時内自分だけのコンサートを体験費1区分

（30分）１人500円（４区分まで）・申込順申・
問12月３日㈫午前９時から、窓口又は電話
で市民会館（☎０４８-４８１-１１１１）へ

日令和２年１月11日から３月14日までの毎
週土曜日、全10回（１～２月＝午前10時～
正午、３月＝午前９時～11時）場栄庭球場
対市内在住又は在学の小・中学生定20名

（多数の場合は抽選）費２,000円（保険代
含む・初日集金）申・問12月27日㈮〈必着〉
までに、必要事項、学校名を往復はがきに
記入の上、郵送で体育協会（〒３５２-００２２
本多２-１-２０、☎０４８-４８２-２００２）へ

利用時間午前４時30分から翌日の午前１
時30分まで

申１月６日㈪から31日㈮までの午後２時～
５時及び午後６時～10時に、申請書(12月

上旬に市内各自転車駐
車場、市ホームページ
で配布)を、冨士塚・三軒
屋公園前・栗原五丁目
自転車駐車場へ※申込
み多数の場合は抽選
問交通防犯課(☎０４８-４
７７-２４８４)

フォトサークル虹の一年展
フォトサークル虹

12月10日㈫～16日㈪、午前10時
～午後6時（初日は午後1時から、最
終日は午後4時まで）／ほっとぷら
ざ／テーマ「乗り物」の写真など一
年間の集大成です／本郷☎０４２-４
９３-５２９９

絵本・紙芝居のよみきかせ
絵本の会「四季」

12月19日㈭、午後3時30分～4時
／野火止公民館／幼児・子ども向
け絵本や紙芝居の読み聞かせ／髙
橋☎048-478-3810

うたごえ広場
カナリア

1月11日㈯、午後1時～3時／栗原
公民館／300円／日本の叙情歌、

名曲、唱歌を楽しく歌う／宮沢☎０
８０-５５３２-７２９２

定期ギターコンサート
グループバリエ

12月15日㈰、午後6時30分～9時
／朝霞市産業文化センター／クラ
シックギター＆ピアノ演奏会／鈴木
☎090-2522-1539

俳句カフェ
俳句カフェ シャイニー

12月21日㈯、午後1時30分～4時
30分／野火止一丁目集会所／２０
０円（子ども、学生は無料）／子ども
から大人まで俳句と季語の世界を
体験しよう／櫻井☎０４８-４８３-１７７
７（午後7時以降）

バリアフリー映画上映会
立教大学バリアフリー映画上映会実行委員会

12月8日㈰、正午～午後3時30分
／同大学新座キャンパス8号館
N8B1教室／音声ガイド、文字通訳、
移動サポート対応します／サポート
が必要な場合は要申込／同大学ボ
ランティアセンター☎０４８-４７１-６６
８２

立教大学新座キャンパス１２月の催し
①新座クリスマス物語。with you
②立教学院のクリスマスの催し
③ハンドベルクリスマスコンサート
①12月10日㈫＝午後5時30分か
ら（5時開場）、②22日㈰＝午後4時
30分から（4時開場）キャンドルライ
トサービス、24日㈫＝午後5時30
分から（5時開場）イブ礼拝、③12月
24日㈫、午後1時から（0時30分開
場）／立教学院聖パウロ礼拝堂／

同大学チャプレン室事務課☎０４８-
４７１-６６３８
妙音沢緑地保全育成のための観察・研修

妙音沢緑地ガイド倶楽部
12月5日㈭、午前10時～正午／集
合場所：栄1丁目地内「妙音沢旗桜」
前／妙音沢緑地保全（新座市の自
然遺産を育成保護）／申込制／金
井☎090-6019-5889

クリスマスおはなし会
おはなし万華鏡

12月14日㈯、午後2時～3時／児
童センター／大型絵本や折り紙、紙
芝居などでお楽しみください／小
野☎070-6517-0188

小学生 書き初め練習会
春葉会

12月24日㈫、午後3時30分～5時
30分／ふるさと新座館／1,000円

（用紙代込み）／12月1日午前9時
からメールで受付。先着順／申込
制／高原e-mail：naomitchi703
@yahoo.co.jp

発達障がいの集い
にいざ生活支援センター

12月11日㈬、午後2時～3時30分
／同センター／発達障がいの方、
家族友人の方の意見交換の場です
／同センター・星丘☎０４８-４８０-５１
５３

公共施設通信

会員募集は　
こちら▶

健　　康

わ
たしたちの高齢者のてんかん

朝霞地区医師会　中本英俊　久保田有一　　☎048-464-4666

　てんかんは、子どもが突然けいれんを起こし、泡を吹いて倒れるような病気だと思
われがちですが、実は65歳以上でも多く見られます。元気に暮らしている高齢者が
てんかんになる割合は約1％、100人に1人と推定されます。さらに、一般病院に入院
する高齢者に限れば約10％、10人に1人がてんかん発作を起こしているという報告も
あります。年をとれば誰でも、入院中の高齢者は特に、いつてんかん発作が起きても
不思議ではありません。
　小児のてんかんは、脳が成熟していく過程で発作が起こります。その反対に高齢者
は、成熟した脳が年をとり、脳の神経細胞が脱落していく過程で起こります。側頭葉
の内側にあり、記憶を司る「海馬」にてんかんの火種が生まれることが原因で、それが
発作につながるのではないかと言われています。認知症の原因もこの周辺にありま
すが、認知症はその部分の「機能が低下」して起こるのに対し、てんかんは脳神経細胞
の「電気回路がショート」するようなイメージです。
　高齢者てんかんの多くは、脳卒中などの脳血管障害や頭部の外傷、脳腫瘍といった
明確な原因があります。その場合は、突然のけいれんで倒れるのが特徴です。とこ
ろが、特定の原因がなく、加齢によって起こるてんかんも全体の3分の1程度を占めて
います。このタイプはけいれんを伴わないため、発作に気づきにくいのが問題で、遺
伝とはかかわりなく、年をとれば自然発生的に誰でもなる可能性があります。最近で
は、高血圧症や脂質異常症、糖尿病との関連も指摘されていますが、いずれも加齢に
よって増える病気なので、てんかんと関係があるとは言い切れず、その点はまだ明ら
かになっていません。なお、「加齢からくる」といっても、加齢現象には個人差がありま
す。このタイプは65歳以降に増加していきますが、早ければ40代～５０代で発症する
人もいます。
　けいれんを伴わないてんかん発作の症状は、ぼーっとする、話しかけても反応がな
い、目の焦点が合わない、貧乏ゆすりのような動きをする、突然怒鳴るといったものが

主です。その間、本人に意識はありません。家族や介護者が発作に気づくのは主に
食事中です。突然動きが止まり、よだれを垂らした状態で箸が止まってしまいますが、
バタンと倒れ込むほどではないので、「考えごとだろう」「眠いのかな」などと思われて
しまいます。また、車の運転中に発作を起こしてしまうと、意識を失ってもハンドルを
握ったまま運転し続け、反対方向に進んだりぶつかることもあります。しかし、本人に
発作中の記憶はありません。そのため、「居眠りではないか」と片付けられてしまう可
能性があります。
　てんかん発作は、数十秒から１～２分程度までと、そう長くは続きません。発作の後
は、数十分から数時間かけて発作でリセットされた脳が元に戻り、意識が回復していき
ます。高齢者は、若年者に比べ発作後に意識が回復するのに時間がかかる場合があ
ります。回復すると支障なく日常生活を送ることができ、しかも本人は発作を覚えて
いないので自覚がなく、周りも「認知症かも」と思ったりします。診断の一番のポイン
トは、発作中に呼びかけて反応があるかどうかです。発作中は、話しかけても反応が
なく、目も合いません。発作時に、手元や口元、足元などがわずかに動く「自動症」が
見られることもあります。手を振り回すような激しい動きではなく、かすかな動作です。
　高齢者のてんかんの治療として、脳神経の興奮を抑える抗てんかん薬を使えば、
90％以上の患者さんは1か月で発作を抑えることができます。本人は発作の自覚が
ないので効果を実感しませんが、家族からは、「明らかに目つきが変わった」「ボーッと
する時間がなくなって見違えた」と喜ばれます。ただし、抗てんかん薬はてんかん自
体を治す薬ではなく、発作を抑える薬なので、中断すれば高い確率で再発します。そ
のため、薬はずっと飲み続けなければなりません。服薬により正常な脳機能まで抑え
てボーっとすることのないよう、少量から始め、焦らず時間をかけて増量するのが大原
則です。脳神経に作用する薬を使う際は副作用が心配だと思いますが、比較的副作
用の少ない薬もあります。
　最後に、繰り返しになりますが、長生きするにつれて脳梗塞や心筋梗塞、がん、認知
症などの病気になりやすいように、てんかんも誰でも年を取ればかかる可能性があり
ます。「もしかしたら自分が、家族がそうかも」という意識を持って生活してほしいと思
います。

　市ホームページに市内サーク
ルなどの会員募集を掲載してい
ます。
　掲載中のサークルについては、
シティプロモーション課へお問い
合わせください。

今
月
の
本
だ
な

12
の
問
い
か
ら
始
め
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

「
社
会
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
」こ
と
を

目
指
す
運
動
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
本
で
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史

や
仕
組
み
、ス
ポ
ー
ツ
の
進
化
か
ら
、

ド
ー
ピ
ン
グ
や
開
催
費
用
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
レ
ガ
シ
ー
や
未
来
ま
で
、12
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
向
け
の
本
で
す
が
、２
０
２

０
年
に
向
け
て
、大
人
の
方
も
知
識
を

深
め
ら
れ
る
１
冊
で
す
。

坂
上
康
博
／
編
著

く
に
と
も
ゆ
か
り
／
イ
ラ
ス
ト

か
も
が
わ
出
版

※

所
蔵
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、中
央
図
書
館（
☎
０
４

８‐

４
８
１‐

１
１
１
５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

第二老人福祉センター「元気の里」が
移転します

志木駅南口地下自転車駐車場
がオープン（受付は1月中）

市内循環バス「にいバス」の
一部ルート・時刻表の変更
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▼新しいルート

▼「ひばりヶ丘駅入口」バス停が駅寄りに移動
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丘
駅

→
至
県
道
保
谷・志
木
線

ひばり通り

新バス停 旧バス停

薬局 スイミング
スクール

第二老人福祉センター

くみまちモールにいざ

西武バス
「新座団地入口」

西武バス・東武バス
「新座団地入口」

東武バス
「新座団地入口」

にいバス
「第二老人福祉センター」

東武バス
「団地南」

各
図
書
室
の

年
末
年
始
の
日
程

工事中

か い ば



公民館・コミセン通信
※対象の記載のないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。
※費用の記載のないものは無料です。
※保育の記載のあるものは保育あり。おおむね2歳以上が対象です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

※費用の記載のないものは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

№1032■令和元年12月号

1213 日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  申→申込み  問→問合せ

アトリエくらぶ
「ストローでヒンメリモビールを作ろう」

みんなで作ろう！ピタゴラ装置
～クリスマス編～

絵本とおはなしクラブ第2回
～クリスマスのおはなし会～

０歳児のための音楽教室
ｉｎ クリスマス

ふるさとキッチン
～クリスマスのごちそう～

お正月飾り
～小さなオリジナル羽子板づくり～

クリスマスのかわいいイラストを描こう

クリスマスのフラワーアレンジメント

自習室を開放

書き初め教室

自習室を開放

〒352-8623　野火止1-1-1　TEL 048-424-9608　

〒352-0031　西堀１-3-15　TEL 048-485-9215　
開所時間…午前9時～午後4時（午後0時３０分～１時
３０分は除く）休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-6477
開館時間…午前9時30分～午後6時
　　　　　（中高生タイム午後5時～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）・祝日

〒352-0011　野火止7-3-29　TEL 048-423-5025　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0014　栄2-8-17　TEL 048-483-1263　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
　　　　（月1回日曜日は原則午前10時～正午）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL 048-202-6882　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8823
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
休所日…月曜（祝日の場合翌日も休所）・日曜日、祝日

〒352-0011　野火止5-11-40　TEL048-203-0240
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
　　　　第2土曜:午前10時～正午、第4土曜:午後1時～2時
休所日…第1・3・5土曜・日曜日、祝日

〒352-0004　大和田4-18-53　TEL 048-478-8725　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8822　
開館時間…午前9時～午後6時
　　　　　（中高生タイム午後5時～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

みんなで遊ぼう！ドキドキッズ  　　
万華鏡のおはなし会スペシャル

当日

お父さんとあそびタイム
「プラレール遊び」　当日

絵本のひろば スペシャル  　当日

さかえ音楽祭 当日

のびのびのびっ子絵本のお部屋　　 当日

のびっ子クリスマス会　 当日

ふれあいサロン ～わらべうたであそぼう
年末年始スペシャル～ 当日

コミセンおはなし広場スペシャル
「クリスマスのおはなし会」　　当日

冬休み子どもひろば
～小学生書きぞめ講座～

世界の文学を通しての人間探究
「アンクル・トムの小屋」、「若草物語」

ふれあいサロン 
～囲碁・将棋を楽しむ会～

当日

親 子 茶 道 講 座
～日本の文化を体験しよう～

パソコン〈エクセル中級〉講座
～お仕事に役立ててみませんか～

おもしろい経済学
～笑って学べる悪質商法撃退法～

栄お料理サロン（冬）  
～おもてなしのお料理～

保育

異文化理解講座
～イギリスのお菓子と暮らし～

雅の年中行事
～京都御所の美～

自習室を開放
～毎日の宿題やテスト勉強に活用～

自習室を開放
～毎日の宿題やテスト勉強に活用～

書き初め練習会
お助け！冬休みの宿題

家庭教育学級講演会  
「筆跡からわかる、子どもと親の気持ち
～子どものやる気を引き出すために～」

保育

①昼の星空観察会
②星と音楽のひととき 当日

①プラネタリウム上映
②冬休みお楽しみプラネタリウム

当日

ICTラボ 当日

ぐんぐんキッズ　 当日

おもちゃの交換会「かえっこ」　　当日

クリスマス★ファミリーコンサート　　  当日

親子くらぶ 当日

親子リトミック

リラクゼーション講座・整体

妊婦さんようこそ

保 健 講 座 当日

スマイル★クリスマス　 当日

土曜キッズファーム「にんじんの収穫」「かえっこ」実行委員会

理科教室　「虫の冬ごし」

キッズ＆パパ
「パパと一緒にクリスマス」

当日

ジュニアステージ
「新座総合技術高校吹奏楽部

クリスマスコンサート」

当日

山ゆりママによるクリスマス　　
手作りコンサート＆クリスマス会

当日

クリスマス会
～ゾウキリンもクリスマス！～

当日

ソトプレ・土曜外遊びデー　　当日

中高生のきまぐれカフェ　　当日

里のソトプレ！ 当日

子育て講座
「親がまなぶ子育て練習法」

くらぶOVER37　 当日

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
※休館日…第2・4月曜日（祝日を除く）
TEL 048-478-4523　FAX 048-482-4594
開館時間…午前9時～午後9時３０分

野 火 止 公 民 館
〒352-0024　道場2-14-12　※休館日…第1・3月曜日
TEL 048-479-2321　FAX 048-482-4591
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

中  央  公  民  館

〒352-0035　栗原3-8-34　※休館日…第2・4月曜日
TEL 042-423-6801　FAX 042-423-6804
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

栗  原  公  民  館

〒352-0012　畑中1-15-58　※休館日…第2・4月曜日
TEL 048-478-5411　FAX 048-482-4593
開館時間…午前9時～午後9時30分（祝日は5時30分まで）

畑  中  公  民  館

〒352-0013　新塚1-4-2　※休館日…第1・3月曜日
TEL 048-481-1101　FAX 048-481-1233
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

栄 　 公 　 民 　 館

〒352-0004　大和田1-26-16　※休館日…第2・4月曜日
TEL 048-479-0517　FAX 048-482-4592
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

大 和 田 公 民 館

〒352-0032　新堀1-5-9　※休館日…第1・3月曜日
TEL 042-492-4655　FAX 042-494-1406
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時30分まで）

西 堀 新 堀コミセン

〒352-0001　東北2-28-5　※休館日…第1・3月曜日
TEL 048-474-2577　FAX 048-487-5755
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

東 北 コ ミ セ ン

みるく広場　
～子育てのこと、みんなで　

おはなししましょう！～

当日

大和田小さな家おはなし会
～小さな家のクリスマス会～　　当日

12月の子育てサロン 
～ホッとひと息 集まれ 子育て仲間～

当日

日12月19日、1月23日の木曜日、全2回、
午後1時～3時定30名・申込順講作家・北
野佐久子費実費（教材代）申12月3日㈫か
ら窓口又は電話で

日１月１０日㈮、午前１０時～正午定５０名・
申込順内建物、庭園、絵画などの美を学ぶ
講らくたび代表取締役・京都学講師・若村
亮申１２月４日㈬から窓口又は電話で

日空き部屋がある日（日程は問合せ）対小
学校高学年～大学生など

日12月①6日・②20日の金曜日、午後3時
30分～4時対幼児～小学生（保護者同伴
可）内①絵本読み聞かせ、紙芝居、手遊び、
②クリスマス会（パネルシアター、大型絵
本など）

日空き部屋がある日（日程は問合せ）対児
童、生徒、学生

日12月25日㈬･26日㈭、①午前10時～
正午、②午後1時～3時対①小学3・4年生、
②小学5年生以上定各15名･申込順内太
筆、細筆の正しい使い方を学ぶ講書道家･
桜井イサ子申両日とも12月①3日㈫、②4
日㈬から窓口又は電話で※受講は一人1
回まで。学年によって申込日が異なります

日1月11日㈯、午前10時～正午対市内在
住の小学生と保護者定10組・申込順講裏
千家・大西宗幸費1組600円（1名追加につ
き300円）申12月6日㈮から窓口又は電話
で

日1月11日から2月15日までの土曜日（2
月8日を除く）、全5回、午前10時～正午

（初回は午後1時30分～3時30分）定10
名・申込順内エクセルのスキルアップ（関
数の便利な使い方など）講黒江直行費
100円（テキスト代）申12月5日㈭から窓
口又は電話で

日12月14日㈯、午後１時30分～3時30分
定40名・申込順内寸劇を通じ消費者トラ
ブルを学ぶ講劇団ＳａｓａＬ（ササエル）申12
月3日㈫から窓口又は電話で

日12月24日㈫、午後3時～4時対幼児か
ら小学生までの子どもと保護者内絵本の
読み聞かせ、手遊び講読み聞かせボラン
ティアグループ十二の会

日1月18日㈯、午後1時30分～3時30分
（1時開場）対小・中学生の保護者又は家庭
教育に関心のある方定15名・申込順保2
歳～小学3年生内筆跡から見える子ども
の心理、親子の関係を学ぶ講筆跡診断士・
スクールコーチング認定コーチ・梶原絹江
申12月4日㈬から窓口又は電話で

日12月21日㈯、午前10時30分～11時
30分対幼児（保護者同伴）～小学生内影
絵、ブラックライトパネルシアター、絵本、
ことばあそびなど講赤いりんご朗読会

日12月3日㈫、午前11時～11時40分対
乳幼児と保護者内わらべうた、手遊び、絵
本など講おはなしカスタネット

日12月14日㈯、午後1時～3時※道具は
貸出し、初心者にはルールや遊び方を説
明講ボランティア指導員

日12月18日㈬、午前10時～11時30分対
１か月くらいからハイハイまでの乳児と保
護者定20組内フリートーク、手遊びなど

日郷土資料展示室の空きのある日（日程
は問合せ）対小学校高学年～大学生

日12月21日㈯、午前10時30分～11時
30分対幼児から小学生までの子どもと保
護者定20名・申込順内読み聞かせ、紙芝
居、クリスマスの飾り作りなど講絵本の会

「四季」申12月3日㈫から窓口又は電話で

日12月15日㈰、午後1時～3時（0時30分
開場）場福祉の里3階講義室定70名・受付
順内ヒップホップ＆Ｊポップダンス、アカペ
ラ、木管楽器演奏

日12月19日㈭、午前10時～午後1時定
15名・申込順講料理研究家・須永正子費
1,000円（材料代）申12月3日㈫から窓口
又は電話で

日12月25日㈬・26日㈭、全2回、午後2時
～4時対市内在住の小学3～6年生定30
名・申込順内習字の基本、冬休みの課題講
日本書学芸術院会長・岩本景楓ほか申12
月3日㈫から窓口又は電話で

日12月25日㈬、午前10時～11時30分対
市内在住の小学３～６年生定20名・申込順
内冬休みの宿題、アドバイス講元公民館サ
ークル講師・田尻蓉子申12月3日㈫から窓
口又は電話で

日1月17日・24日・31日の金曜日、全3回、
午前10時～正午定50名・申込順講東京都
立大学名誉教授・村山淳彦申12月3日㈫
から窓口又は電話で

日12月7日㈯、午前10時30分～11時30
分対乳幼児（保護者同伴）～高校生内おは
なし会、ハンドベル演奏、ゾウキリンとゲー
ム協力おはなしオルゴール、3Ｂｒｉｎｇｅｒｓ

日12月22日㈰、午前11時～正午対乳幼
児と父親内クリスマスにちなんだ遊び・工
作

日12月①14日・②21日の土曜日、午前11
時～11時30分対3歳から就学前までの幼
児と保護者内①工作、②運動遊び

日12月25日㈬、午後1時～3時対小学生
以上の方内おもちゃの交換など、子どもの
まち持使わなくなったおもちゃ、おもちゃ
を入れる袋

日12月7日・14日の土曜日・22日㈰＝午後
2時～3時30分、25日㈬＝正午～午後4時
対小学生以上の方内「かえっこ」の企画・準
備・運営申12月1日㈰から窓口又は電話で

日1月7日㈫、午後1時30分～3時対小学
生以上の方定16名程度・申込順内科学映
画鑑賞（室内）、虫の観察（屋外）講エジソン
クラブ・山本美知申12月15日㈰から窓口
又は電話で

日12月22日㈰、午後2時～2時30分対乳
幼児（保護者同伴）から

日①シロクマくらぶ＝12月6日㈮、②ペン
ギンくらぶ＝13日㈮、③ラッコくらぶ＝20
日㈮、午前11時～正午対①平成28年度生
まれの幼児と保護者、②平成29年度生ま
れの幼児と保護者、③平成30年4月以降
生まれの乳幼児と保護者、妊娠中の方内
親子の遊び・交流など

日12月の毎週金曜日、午後3時30分～5
時〈雨天中止〉場栄緑道対乳幼児（保護者
同伴）～高校生内火起こし、焼きビー玉、鬼
ごっこ、大縄とびなど

日12月の土曜・日曜日（7日・29日を除く）
と26日㈭・27日㈮、午前10時～11時と
11時～正午対小学生以上の方定各5名・
受付順内スクラッチを使ったプログラミン
グ

日12月①14日・28日の土曜日と毎週日曜
日（29日を除く）=午前11時からと午後2
時から（22日の午後の回は3時から）、7日
㈯＝午後2時から、②25日㈬・26日㈭・27
日㈮=午後3時から定各97名内①「今夜の
星空解説」、「プラネタリウム はなかっぱ 
花さけ！パッカ～ん 宇宙旅行」、②当日のお
楽しみ

日12月21日㈯、①午前10時～11時30
分、②午後2時から定各97名・受付順内①
太陽黒点の観察、日食のはなし、②BGM
をききながら星空散歩協力新座星空クラ
ブ

日12月①8日・15日の日曜日＝午後1時～
3時、22日㈰＝②午前10時～午後2時30
分、③午後2時～2時30分対①・②小学生
以上の方内①ピタゴラ装置の設計会議・し
かけ作り、②装置の組み立て、③お披露目
申窓口又は電話で、③は当日受付

日12月14日㈯、午前10時～10時45分
〈雨天中止〉対乳幼児から小学生までの子
どもと保護者定30組・申込順費300円申
12月1日㈰から窓口又は電話で

日12月15日㈰、午前11時～正午内ハンド
ベルでクリスマスの名曲出演ティンカーベ
ル、アンサンブルけやき

日12月14日㈯、午後2時～3時対乳幼児
から小学生までの子どもと保護者

日12月7日㈯、午前11時～午後0時30分
対小学生以上の方定10名・申込順申窓口
又は電話で

日12月8日㈰、午前10時30分～11時30
分対乳幼児と父親

日12月21日㈯、午後1時～3時〈雨天中
止〉対乳幼児（保護者同伴）～中学生内キ
ャンプ場で火起こし、集団遊び、段ボール
や自然の素材を使った工作、みんなで温か
いスープを作って食べる持マシュマロや
いもなど焼いて食べたいもの

日12月21日㈯、午後5時～5時45分対中
学・高校生内クリスマスケーキを作って食
べる

日12月11日㈬、午前10時～11時30分対
乳幼児の保護者定10組内親子の関係が
良くなる育て方申12月2日㈪午前9時30
分から、電話で

日12月14日㈯、午前10時～11時対初め
て妊娠した方とその家族※1名でも参加
可定10組内子育て支援センターと保育園
の話申12月2日㈪午前9時30分から、電
話で

日12月22日㈰、①午前11時～正午、②正
午～午後1時対乳幼児と保護者内①お楽
しみタイム、ゲームほか、②クリスマスラン
チ持②昼食、飲物

日12月24日㈫、午前11時から

日12月11日㈬、午前10時30分～11時
30分対37歳から40歳代で妊娠・出産し、
乳幼児を子育て中の方定8組程度・受付順

対乳幼児（未就園児を含む）と保護者定15
組・受付順内歌って踊ってミニミニクリス
マス会

日12月3日･17日の火曜日、午前10時か
ら（20分ごと）対乳幼児の保護者定各5名
申12月2日㈪午前10時～午後0時30分
又は2時～4時に、電話で（以降は随時）

日12月12日㈭、午後1時30分～2時30分
対2歳までの子どもと保護者内赤ちゃんと
子どもの歯について

日12月26日㈭、午前9時50分～10時30
分対1歳児と保護者内裸足でリズム遊び
講親子リトミック・ソルフェージュ連絡会代
表・十文字スポーツクラブマスターコー
チ・中村真由美申12月2日㈪から窓口又は
電話で

日12月3日・10日・17日の火曜日、午後3
時30分～４時対乳幼児～小学生（保護者
同伴可）内絵本の読み聞かせ講のびっ子
おはなし隊

日12月11日㈬、10時30分～11時30分
対3か月から１歳３か月までの乳児と保護
者定20組内童謡、クラシックのクリスマス
ソング講後藤ゆり申12月2日㈪から窓口
又は電話で

日12月14日㈯、午前10時～正午対小学
生以上の方定20名・申込順内ボールペン
を使ってポストカード作り講イラストレー
ター・竹永絵里申12月2日㈪から窓口又は
電話で

日12月16日㈪、午前10時～午後1時定
20名・申込順内豚の塩釜焼、三色ロール
ケーキ、クラムチャウダー、パン作り講まま
ごとキッチン・前田純子費800円申12月2
日㈪から窓口又は電話で

日12月21日㈯、午前10時～正午対小学
校高学年以上の方定10名・申込順内ちり
めんで作った小物飾りでミニ羽子板づくり
講クラフトクリエーター・牧島幸子費１,００
０円申12月3日㈫から窓口又は電話で

日12月22日㈰、午後1時30分～3時30分
対小学生内生花を使ったアレンジメント作
り講日本フラワーデザイナー協会・斯波直
美申12月3日㈫から窓口又は電話で

日12月21日㈯、午後3時～3時40分対乳
幼児～小学生（保護者同伴可）内紙芝居、
パネルシアター、大型絵本など講のびっ子
おはなし隊

日空き部屋のある日（詳細は問合せ）対中
学３年生～高校生

申込みはこちら▶

ホームページはこちら▲

各支援センターでは様々な事業・講座を実施しています。
詳細は、各施設のホームページをご覧ください。

午前１０時
～正午

東北コミュニ
ティセンター２０日㈮

埼玉西武ライオンズ・
新座市・十文字学園女子大学共催

親子野球
体験イベント

日１月11日㈯、①午前９時20分～10
時20分、②10時40分～午後０時10分
場十文字学園女子大学記念ホール・メ
インアリーナ※公共交通機関をご利用
ください対市内在住又は在勤の①４～
６歳の幼児、②小学１～３年生の児童と
保護者定各40組80名・申込順内親子
で楽しみながら「ボールを投げる・捕
る」、「バットで打つ」などの動きに親し
む講埼玉西武ライオンズアカデミーコ
ーチ、同大学幼児教育学科・児童教育
学科学生申・問12月20日㈮〈必着〉ま
でに、子どもと保護者の住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号・講座の名称を
記入の上、ファックス（０４８-４５８-０７９１）
又は市ホームページの電子申請・届出
サービスで、生涯学習スポーツ課（☎０
４８-４２４-９６１７）へ

ファミリー・サポート・センター主催

リサイクルマーケット

日12月①３日㈫・②18日㈬、午前10時
～11時20分場①栗原ふれあいの家、
②野火止中集会所対４か月から３歳く
らいまでの子どもと保護者、妊娠中の
方定②20組・申込順主催新座市母子
愛育会申・問①当日直接受付、②12月
２日㈪から電話で、保健センター(☎０４
８-４８１-２２１１)へ

日12月14日㈯、午前10時～正午場市
役所第二庁舎１階内子ども用品のリサ
イクル（衣類・おも
ちゃ・雑貨など）問フ
ァミリー・サポート・
センター（☎０４８-４
２４-８２７７）

母と子のつどい
クリスマス

イメージ

きよ ひこ



公民館・コミセン通信
※対象の記載のないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。
※費用の記載のないものは無料です。
※保育の記載のあるものは保育あり。おおむね2歳以上が対象です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

※費用の記載のないものは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

№1032■令和元年12月号

1213 日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  申→申込み  問→問合せ

アトリエくらぶ
「ストローでヒンメリモビールを作ろう」

みんなで作ろう！ピタゴラ装置
～クリスマス編～

絵本とおはなしクラブ第2回
～クリスマスのおはなし会～

０歳児のための音楽教室
ｉｎ クリスマス

ふるさとキッチン
～クリスマスのごちそう～

お正月飾り
～小さなオリジナル羽子板づくり～

クリスマスのかわいいイラストを描こう

クリスマスのフラワーアレンジメント

自習室を開放

書き初め教室

自習室を開放

〒352-8623　野火止1-1-1　TEL 048-424-9608　

〒352-0031　西堀１-3-15　TEL 048-485-9215　
開所時間…午前9時～午後4時（午後0時３０分～１時
３０分は除く）休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0013　新塚1-4-5　TEL 048-481-6477
開館時間…午前9時30分～午後6時
　　　　　（中高生タイム午後5時～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）・祝日

〒352-0011　野火止7-3-29　TEL 048-423-5025　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0014　栄2-8-17　TEL 048-483-1263　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
　　　　（月1回日曜日は原則午前10時～正午）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL 048-202-6882　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8823
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
休所日…月曜（祝日の場合翌日も休所）・日曜日、祝日

〒352-0011　野火止5-11-40　TEL048-203-0240
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）
　　　　第2土曜:午前10時～正午、第4土曜:午後1時～2時
休所日…第1・3・5土曜・日曜日、祝日

〒352-0004　大和田4-18-53　TEL 048-478-8725　
開所時間…午前9時～午後4時（正午～午後1時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0022　本多1-3-10　TEL 048-479-8822　
開館時間…午前9時～午後6時
　　　　　（中高生タイム午後5時～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

みんなで遊ぼう！ドキドキッズ  　　
万華鏡のおはなし会スペシャル

当日

お父さんとあそびタイム
「プラレール遊び」　当日

絵本のひろば スペシャル  　当日

さかえ音楽祭 当日

のびのびのびっ子絵本のお部屋　　 当日

のびっ子クリスマス会　 当日

ふれあいサロン ～わらべうたであそぼう
年末年始スペシャル～ 当日

コミセンおはなし広場スペシャル
「クリスマスのおはなし会」　　当日

冬休み子どもひろば
～小学生書きぞめ講座～

世界の文学を通しての人間探究
「アンクル・トムの小屋」、「若草物語」

ふれあいサロン 
～囲碁・将棋を楽しむ会～

当日

親 子 茶 道 講 座
～日本の文化を体験しよう～

パソコン〈エクセル中級〉講座
～お仕事に役立ててみませんか～

おもしろい経済学
～笑って学べる悪質商法撃退法～

栄お料理サロン（冬）  
～おもてなしのお料理～

保育

異文化理解講座
～イギリスのお菓子と暮らし～

雅の年中行事
～京都御所の美～

自習室を開放
～毎日の宿題やテスト勉強に活用～

自習室を開放
～毎日の宿題やテスト勉強に活用～

書き初め練習会
お助け！冬休みの宿題

家庭教育学級講演会  
「筆跡からわかる、子どもと親の気持ち
～子どものやる気を引き出すために～」

保育

①昼の星空観察会
②星と音楽のひととき 当日

①プラネタリウム上映
②冬休みお楽しみプラネタリウム

当日

ICTラボ 当日

ぐんぐんキッズ　 当日

おもちゃの交換会「かえっこ」　　当日

クリスマス★ファミリーコンサート　　  当日

親子くらぶ 当日

親子リトミック

リラクゼーション講座・整体

妊婦さんようこそ

保 健 講 座 当日

スマイル★クリスマス　 当日

土曜キッズファーム「にんじんの収穫」「かえっこ」実行委員会

理科教室　「虫の冬ごし」

キッズ＆パパ
「パパと一緒にクリスマス」

当日

ジュニアステージ
「新座総合技術高校吹奏楽部

クリスマスコンサート」

当日

山ゆりママによるクリスマス　　
手作りコンサート＆クリスマス会

当日

クリスマス会
～ゾウキリンもクリスマス！～

当日

ソトプレ・土曜外遊びデー　　当日

中高生のきまぐれカフェ　　当日

里のソトプレ！ 当日

子育て講座
「親がまなぶ子育て練習法」

くらぶOVER37　 当日

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
※休館日…第2・4月曜日（祝日を除く）
TEL 048-478-4523　FAX 048-482-4594
開館時間…午前9時～午後9時３０分

野 火 止 公 民 館
〒352-0024　道場2-14-12　※休館日…第1・3月曜日
TEL 048-479-2321　FAX 048-482-4591
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

中  央  公  民  館

〒352-0035　栗原3-8-34　※休館日…第2・4月曜日
TEL 042-423-6801　FAX 042-423-6804
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

栗  原  公  民  館

〒352-0012　畑中1-15-58　※休館日…第2・4月曜日
TEL 048-478-5411　FAX 048-482-4593
開館時間…午前9時～午後9時30分（祝日は5時30分まで）

畑  中  公  民  館

〒352-0013　新塚1-4-2　※休館日…第1・3月曜日
TEL 048-481-1101　FAX 048-481-1233
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

栄 　 公 　 民 　 館

〒352-0004　大和田1-26-16　※休館日…第2・4月曜日
TEL 048-479-0517　FAX 048-482-4592
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

大 和 田 公 民 館

〒352-0032　新堀1-5-9　※休館日…第1・3月曜日
TEL 042-492-4655　FAX 042-494-1406
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時30分まで）

西 堀 新 堀コミセン

〒352-0001　東北2-28-5　※休館日…第1・3月曜日
TEL 048-474-2577　FAX 048-487-5755
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）

東 北 コ ミ セ ン

みるく広場　
～子育てのこと、みんなで　

おはなししましょう！～

当日

大和田小さな家おはなし会
～小さな家のクリスマス会～　　当日

12月の子育てサロン 
～ホッとひと息 集まれ 子育て仲間～

当日

日12月19日、1月23日の木曜日、全2回、
午後1時～3時定30名・申込順講作家・北
野佐久子費実費（教材代）申12月3日㈫か
ら窓口又は電話で

日１月１０日㈮、午前１０時～正午定５０名・
申込順内建物、庭園、絵画などの美を学ぶ
講らくたび代表取締役・京都学講師・若村
亮申１２月４日㈬から窓口又は電話で

日空き部屋がある日（日程は問合せ）対小
学校高学年～大学生など

日12月①6日・②20日の金曜日、午後3時
30分～4時対幼児～小学生（保護者同伴
可）内①絵本読み聞かせ、紙芝居、手遊び、
②クリスマス会（パネルシアター、大型絵
本など）

日空き部屋がある日（日程は問合せ）対児
童、生徒、学生

日12月25日㈬･26日㈭、①午前10時～
正午、②午後1時～3時対①小学3・4年生、
②小学5年生以上定各15名･申込順内太
筆、細筆の正しい使い方を学ぶ講書道家･
桜井イサ子申両日とも12月①3日㈫、②4
日㈬から窓口又は電話で※受講は一人1
回まで。学年によって申込日が異なります

日1月11日㈯、午前10時～正午対市内在
住の小学生と保護者定10組・申込順講裏
千家・大西宗幸費1組600円（1名追加につ
き300円）申12月6日㈮から窓口又は電話
で

日1月11日から2月15日までの土曜日（2
月8日を除く）、全5回、午前10時～正午

（初回は午後1時30分～3時30分）定10
名・申込順内エクセルのスキルアップ（関
数の便利な使い方など）講黒江直行費
100円（テキスト代）申12月5日㈭から窓
口又は電話で

日12月14日㈯、午後１時30分～3時30分
定40名・申込順内寸劇を通じ消費者トラ
ブルを学ぶ講劇団ＳａｓａＬ（ササエル）申12
月3日㈫から窓口又は電話で

日12月24日㈫、午後3時～4時対幼児か
ら小学生までの子どもと保護者内絵本の
読み聞かせ、手遊び講読み聞かせボラン
ティアグループ十二の会

日1月18日㈯、午後1時30分～3時30分
（1時開場）対小・中学生の保護者又は家庭
教育に関心のある方定15名・申込順保2
歳～小学3年生内筆跡から見える子ども
の心理、親子の関係を学ぶ講筆跡診断士・
スクールコーチング認定コーチ・梶原絹江
申12月4日㈬から窓口又は電話で

日12月21日㈯、午前10時30分～11時
30分対幼児（保護者同伴）～小学生内影
絵、ブラックライトパネルシアター、絵本、
ことばあそびなど講赤いりんご朗読会

日12月3日㈫、午前11時～11時40分対
乳幼児と保護者内わらべうた、手遊び、絵
本など講おはなしカスタネット

日12月14日㈯、午後1時～3時※道具は
貸出し、初心者にはルールや遊び方を説
明講ボランティア指導員

日12月18日㈬、午前10時～11時30分対
１か月くらいからハイハイまでの乳児と保
護者定20組内フリートーク、手遊びなど

日郷土資料展示室の空きのある日（日程
は問合せ）対小学校高学年～大学生

日12月21日㈯、午前10時30分～11時
30分対幼児から小学生までの子どもと保
護者定20名・申込順内読み聞かせ、紙芝
居、クリスマスの飾り作りなど講絵本の会

「四季」申12月3日㈫から窓口又は電話で

日12月15日㈰、午後1時～3時（0時30分
開場）場福祉の里3階講義室定70名・受付
順内ヒップホップ＆Ｊポップダンス、アカペ
ラ、木管楽器演奏

日12月19日㈭、午前10時～午後1時定
15名・申込順講料理研究家・須永正子費
1,000円（材料代）申12月3日㈫から窓口
又は電話で

日12月25日㈬・26日㈭、全2回、午後2時
～4時対市内在住の小学3～6年生定30
名・申込順内習字の基本、冬休みの課題講
日本書学芸術院会長・岩本景楓ほか申12
月3日㈫から窓口又は電話で

日12月25日㈬、午前10時～11時30分対
市内在住の小学３～６年生定20名・申込順
内冬休みの宿題、アドバイス講元公民館サ
ークル講師・田尻蓉子申12月3日㈫から窓
口又は電話で

日1月17日・24日・31日の金曜日、全3回、
午前10時～正午定50名・申込順講東京都
立大学名誉教授・村山淳彦申12月3日㈫
から窓口又は電話で

日12月7日㈯、午前10時30分～11時30
分対乳幼児（保護者同伴）～高校生内おは
なし会、ハンドベル演奏、ゾウキリンとゲー
ム協力おはなしオルゴール、3Ｂｒｉｎｇｅｒｓ

日12月22日㈰、午前11時～正午対乳幼
児と父親内クリスマスにちなんだ遊び・工
作

日12月①14日・②21日の土曜日、午前11
時～11時30分対3歳から就学前までの幼
児と保護者内①工作、②運動遊び

日12月25日㈬、午後1時～3時対小学生
以上の方内おもちゃの交換など、子どもの
まち持使わなくなったおもちゃ、おもちゃ
を入れる袋

日12月7日・14日の土曜日・22日㈰＝午後
2時～3時30分、25日㈬＝正午～午後4時
対小学生以上の方内「かえっこ」の企画・準
備・運営申12月1日㈰から窓口又は電話で

日1月7日㈫、午後1時30分～3時対小学
生以上の方定16名程度・申込順内科学映
画鑑賞（室内）、虫の観察（屋外）講エジソン
クラブ・山本美知申12月15日㈰から窓口
又は電話で

日12月22日㈰、午後2時～2時30分対乳
幼児（保護者同伴）から

日①シロクマくらぶ＝12月6日㈮、②ペン
ギンくらぶ＝13日㈮、③ラッコくらぶ＝20
日㈮、午前11時～正午対①平成28年度生
まれの幼児と保護者、②平成29年度生ま
れの幼児と保護者、③平成30年4月以降
生まれの乳幼児と保護者、妊娠中の方内
親子の遊び・交流など

日12月の毎週金曜日、午後3時30分～5
時〈雨天中止〉場栄緑道対乳幼児（保護者
同伴）～高校生内火起こし、焼きビー玉、鬼
ごっこ、大縄とびなど

日12月の土曜・日曜日（7日・29日を除く）
と26日㈭・27日㈮、午前10時～11時と
11時～正午対小学生以上の方定各5名・
受付順内スクラッチを使ったプログラミン
グ

日12月①14日・28日の土曜日と毎週日曜
日（29日を除く）=午前11時からと午後2
時から（22日の午後の回は3時から）、7日
㈯＝午後2時から、②25日㈬・26日㈭・27
日㈮=午後3時から定各97名内①「今夜の
星空解説」、「プラネタリウム はなかっぱ 
花さけ！パッカ～ん 宇宙旅行」、②当日のお
楽しみ

日12月21日㈯、①午前10時～11時30
分、②午後2時から定各97名・受付順内①
太陽黒点の観察、日食のはなし、②BGM
をききながら星空散歩協力新座星空クラ
ブ

日12月①8日・15日の日曜日＝午後1時～
3時、22日㈰＝②午前10時～午後2時30
分、③午後2時～2時30分対①・②小学生
以上の方内①ピタゴラ装置の設計会議・し
かけ作り、②装置の組み立て、③お披露目
申窓口又は電話で、③は当日受付

日12月14日㈯、午前10時～10時45分
〈雨天中止〉対乳幼児から小学生までの子
どもと保護者定30組・申込順費300円申
12月1日㈰から窓口又は電話で

日12月15日㈰、午前11時～正午内ハンド
ベルでクリスマスの名曲出演ティンカーベ
ル、アンサンブルけやき

日12月14日㈯、午後2時～3時対乳幼児
から小学生までの子どもと保護者

日12月7日㈯、午前11時～午後0時30分
対小学生以上の方定10名・申込順申窓口
又は電話で

日12月8日㈰、午前10時30分～11時30
分対乳幼児と父親

日12月21日㈯、午後1時～3時〈雨天中
止〉対乳幼児（保護者同伴）～中学生内キ
ャンプ場で火起こし、集団遊び、段ボール
や自然の素材を使った工作、みんなで温か
いスープを作って食べる持マシュマロや
いもなど焼いて食べたいもの

日12月21日㈯、午後5時～5時45分対中
学・高校生内クリスマスケーキを作って食
べる

日12月11日㈬、午前10時～11時30分対
乳幼児の保護者定10組内親子の関係が
良くなる育て方申12月2日㈪午前9時30
分から、電話で

日12月14日㈯、午前10時～11時対初め
て妊娠した方とその家族※1名でも参加
可定10組内子育て支援センターと保育園
の話申12月2日㈪午前9時30分から、電
話で

日12月22日㈰、①午前11時～正午、②正
午～午後1時対乳幼児と保護者内①お楽
しみタイム、ゲームほか、②クリスマスラン
チ持②昼食、飲物

日12月24日㈫、午前11時から

日12月11日㈬、午前10時30分～11時
30分対37歳から40歳代で妊娠・出産し、
乳幼児を子育て中の方定8組程度・受付順

対乳幼児（未就園児を含む）と保護者定15
組・受付順内歌って踊ってミニミニクリス
マス会

日12月3日･17日の火曜日、午前10時か
ら（20分ごと）対乳幼児の保護者定各5名
申12月2日㈪午前10時～午後0時30分
又は2時～4時に、電話で（以降は随時）

日12月12日㈭、午後1時30分～2時30分
対2歳までの子どもと保護者内赤ちゃんと
子どもの歯について

日12月26日㈭、午前9時50分～10時30
分対1歳児と保護者内裸足でリズム遊び
講親子リトミック・ソルフェージュ連絡会代
表・十文字スポーツクラブマスターコー
チ・中村真由美申12月2日㈪から窓口又は
電話で

日12月3日・10日・17日の火曜日、午後3
時30分～４時対乳幼児～小学生（保護者
同伴可）内絵本の読み聞かせ講のびっ子
おはなし隊

日12月11日㈬、10時30分～11時30分
対3か月から１歳３か月までの乳児と保護
者定20組内童謡、クラシックのクリスマス
ソング講後藤ゆり申12月2日㈪から窓口
又は電話で

日12月14日㈯、午前10時～正午対小学
生以上の方定20名・申込順内ボールペン
を使ってポストカード作り講イラストレー
ター・竹永絵里申12月2日㈪から窓口又は
電話で

日12月16日㈪、午前10時～午後1時定
20名・申込順内豚の塩釜焼、三色ロール
ケーキ、クラムチャウダー、パン作り講まま
ごとキッチン・前田純子費800円申12月2
日㈪から窓口又は電話で

日12月21日㈯、午前10時～正午対小学
校高学年以上の方定10名・申込順内ちり
めんで作った小物飾りでミニ羽子板づくり
講クラフトクリエーター・牧島幸子費１,００
０円申12月3日㈫から窓口又は電話で

日12月22日㈰、午後1時30分～3時30分
対小学生内生花を使ったアレンジメント作
り講日本フラワーデザイナー協会・斯波直
美申12月3日㈫から窓口又は電話で

日12月21日㈯、午後3時～3時40分対乳
幼児～小学生（保護者同伴可）内紙芝居、
パネルシアター、大型絵本など講のびっ子
おはなし隊

日空き部屋のある日（詳細は問合せ）対中
学３年生～高校生

申込みはこちら▶

ホームページはこちら▲

各支援センターでは様々な事業・講座を実施しています。
詳細は、各施設のホームページをご覧ください。

午前１０時
～正午

東北コミュニ
ティセンター２０日㈮

埼玉西武ライオンズ・
新座市・十文字学園女子大学共催

親子野球
体験イベント

日１月11日㈯、①午前９時20分～10
時20分、②10時40分～午後０時10分
場十文字学園女子大学記念ホール・メ
インアリーナ※公共交通機関をご利用
ください対市内在住又は在勤の①４～
６歳の幼児、②小学１～３年生の児童と
保護者定各40組80名・申込順内親子
で楽しみながら「ボールを投げる・捕
る」、「バットで打つ」などの動きに親し
む講埼玉西武ライオンズアカデミーコ
ーチ、同大学幼児教育学科・児童教育
学科学生申・問12月20日㈮〈必着〉ま
でに、子どもと保護者の住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号・講座の名称を
記入の上、ファックス（０４８-４５８-０７９１）
又は市ホームページの電子申請・届出
サービスで、生涯学習スポーツ課（☎０
４８-４２４-９６１７）へ

ファミリー・サポート・センター主催

リサイクルマーケット

日12月①３日㈫・②18日㈬、午前10時
～11時20分場①栗原ふれあいの家、
②野火止中集会所対４か月から３歳く
らいまでの子どもと保護者、妊娠中の
方定②20組・申込順主催新座市母子
愛育会申・問①当日直接受付、②12月
２日㈪から電話で、保健センター(☎０４
８-４８１-２２１１)へ

日12月14日㈯、午前10時～正午場市
役所第二庁舎１階内子ども用品のリサ
イクル（衣類・おも
ちゃ・雑貨など）問フ
ァミリー・サポート・
センター（☎０４８-４
２４-８２７７）

母と子のつどい
クリスマス

イメージ

きよ ひこ
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相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所
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高
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仕 

事

税 

金

　法律相談 ※同一案件の相談不可

年金・社会保険・労働相談
人権相談 ※1
　税務相談
　登記相談 ※2

消費生活相談 ※4
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団等に関する相談
犯罪被害者相談

市税などの納付・納税相談 ※5

子育て相談  

予

予

予

予

女性困りごと相談 ※3
（男性も相談できます）

子育て電話相談 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談 

高齢者に関する相談 ※6

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※7

ボランティア相談 ※8
障がいに関する相談 ※9
電話健康相談
　精神保健相談 ※10

第1・3火曜日、第1～4水曜日
第2・4火曜日
5日㈭
19日㈭
9日㈪
13日㈮

毎週月曜～金曜日

毎週月曜～金曜日

毎週月曜～金曜日

17日㈫

毎週月曜～金曜日

22日㈰
毎週木曜日
毎週月・火・水・金曜日

午前10時～午後3時
午後1時～3時

午後1時～4時30分

午前9時～正午、午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

午前9時～午後4時30分

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分
午前9時30分～正午、午後1時～4時30分

午後1時～4時

午前10時～午後4時
午前10時～午後6時

（来談は午後5時まで）
午前9時30分～正午、午後1時～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時15分
午前9時～正午、午後1時～4時30分
午後1時30分～3時30分

①午後2時～3時30分
②午前10時～11時30分
③午前10時～11時30分
④午後2時～3時30分
⑤午前10時～11時30分

⑥午後1時～3時

⑦午前10時～11時30分

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

母子・父子自立支援員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
保健師、栄養士ほか
精神科医

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
税理士
司法書士、土地家屋調査士

消費生活相談員

人権推進課☎048-477-1513

女性困りごと相談室☎048-477-1835

にいざほっとぷらざ☎048-486-8639

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

家庭児童相談室☎048-477-2865

第一保育園☎048-478-4928　第二保育
園☎０４２-４２２-３８０３ 栄保育園☎０４８-４７７
-４６２６　西堀保育園☎０４２-４９２-３１１１　
北野保育園☎０４８-４７７-００３９　新座保育
園☎０４８-４７７-４６２７

山びこ保育園☎048-481-5095 

教育相談室☎048-477-4152 

こども支援課☎048-424-9161
長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892

※法律相談以外の相談の最終受付は、
　終了時間の30分前です。
※24日㈫の法律相談の場所は、                

にいざほっとぷらざです。

新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

午前10時～午後3時
（受付は午後2時20分まで）

14日㈯

毎週月・火・木・金曜日

午前10時～午後1時、午後2時～6時
（受付は午後5時30分まで）

女性困りごと相談員（女性）

　　　　　 〃

予

予

毎週月曜～金曜日
19日㈭

毎週月曜～金曜日

19日㈭

9日㈪
10日㈫

13日㈮

保健センター☎048-481-2211 　 

出前介護相談 高齢者相談センター職員

西部高齢者相談センター☎０４8-477-1707
※場所は①あたご菅沢すこやか広場、②野
火止一丁目集会所、③中原・本多集会所、
④西分集会所、⑤野火止四丁目集会所

北部第二高齢者相談センター☎０４8-482-2953
※場所は⑦大和田杉山集会所

南部高齢者相談センター☎０４8-481-2162
※場所は⑥えがおの里

おおむね65歳以上で、主に
あたご・菅沢・本多・野火止1
～4丁目の方

おおむね65歳以上で、主に
石神・栗原・堀ノ内の方

おおむね65歳以上で、主に
中野・大和田・新座・北野の方

11日㈬

13日㈮

3日㈫

▼（市民カメラマン・
　　松田則昭さん撮影）

（市民カメラマン・佐藤恵一さん撮影）▶

（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
・

　鈴
木
常
雄
さ
ん
撮
影
）▼

12月の相談いろいろ

12月の休日医療機関いろいろ

▲幸町歯科口腔外科医院からコブシ
福祉基金へ、１０万円

▶河野真樹人さんからコブシ福祉基
金（ふるさと納税）へ、２万円

▶大瀧敏郎さんから青少年教育振興
基金（ふるさと納税）へ、１万円

▶柳内崇さんから青少年教育振興基
金（ふるさと納税）へ、１万円

（市民カメラマン・ 　　
加藤秀さん撮影）▶

▼（市民カメラマン・山本登さん撮影）

　親戚に教えてもらい、収穫祭に
は毎年来ています。
　ボッチャを初めて体験しました
が、大人でも子どもでも同じよう
に楽しめて、とてもいいですね。
これからお店を見て回ろうと思っ
ています。
　新座のいいなと思うところは、
家の周りに遊べる公園がたくさん
あるところと、都心に向かうとき
にアクセスがいいところです。

※1 人権侵害・名誉毀損など　※2 不動産登記などの登記全般　※3 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　
※4 日常生活における契約上のトラブルなど　※5 市税などの納付、納税猶予に関すること　※6 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※7 生活上の心配ごとなど　
※8 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※9 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　※10 こころの病気、ひきこもり、アルコール依存など

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

日曜日・休日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 休日歯科応急診療所

新座

志木

朝霞

新座

朝霞

和光

志木

朝霞

478-1327

485-5600

461-6100

481-0260

474-5103

467-0889

486-1010

465-8550

中 村 ク リ ニ ッ ク

幸 町 ク リ ニ ッ ク

塩 味 ク リ ニ ッ ク

片 山 診 療 所

た な か 整 形 外 科
ク リ ニ ッ ク

宮 戸 ク リ ニ ッ ク

和光耳鼻咽喉科医院

関 医 院

内・小・皮

内・小

消内・内・
外・肛

小・皮・
内・アレ

外・内・
整外・肛

整外・リウ・
リハ・麻

耳・アレ

耳

１日㈰

８日㈰

１５日㈰

２２日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

１日

８日

１５日

２２日

２９日

新座みつばち鍼灸整骨院

さ くら B B C 整 骨 院

栄 接 骨 院

渕 辺 接 骨 院

長 南 接 骨 院

424-3821

424-3804

481-4144

479-7963

280‐6501

○埼玉県救急医療情報センター:♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県大人の救急電話相談:♯7000（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県小児救急電話相談:♯8000（☎０４８-８３３-７９１１）

○精神科救急情報センター:☎０４８-７２３-８６９９

24時間対応で、緊急に受診可能な医療機関を紹介します（歯科を除く）。

24時間対応で、急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。

24時間対応で、急病時の対応や受診の必要性を看護師がアドバイスします。

夜間や休日に、精神疾患を有する方及び家族からの緊急の相談を受け付けます。

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

▶受付日時／①30日㈪・②31日㈫、午前９
時～11時30分
▶場所／保健センター
▶医師／①小柴慶一 、宮嶋千秋、②野入総
悟、 青木隆慶
▶費用／健康保険法の規定料金
▶持ち物／保険証、お薬手帳（お持ちの方）
▶協力／朝霞地区歯科医師会

予※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

岡本春香さん　せいわくん（6歳）

にいざイベント
レポート　　　

寄附ありがとう
ございます

◀詳しくは
　こちら

※変更の場合あり

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

小・中学生議会中華人民共和国河南省済源市
視察団が新座市を訪問

未成年者喫煙防止
キャンペーン

No.52

の
イベント

10月20日㈰
健康まつり
10月31日㈭～11月17日㈰
文化祭
11月10日㈰
収穫祭
国際交流デー
発見ウォーキング
ボランティアまつり

すぐそこ新座

健康まつり・ハイハイよちよちコンクール

　10月28日㈪、新座駅で実施した
キャンペーンには、新座市たばこ税
協力会の会員を中心に、県立新座柳
瀬高等学校の生徒などが参加し、喫
煙防止を呼び掛けました。

　10月16日㈬、市と友好
都市提携を結んでいる中華
人民共和国河南省済源市か
ら、侯波（こうは）副市長を
団長とする視察団7名が新

座市を訪れました。
　視察団の皆さんは新座産
の野菜を大変気に入り、野
菜作りの説明に対し、熱心
に耳を傾けていました。

　10月19日㈯、未来
を担う子どもたちの
ユニークな意見を反
映させ、市政への理
解と関心を深めても
らうため、小・中学生議会を
開催しました。市内の小・中
学校15校から選出された
児童・生徒が議員となり、市

長や教育長に対して直接
質問を行いました。頂いた
意見は、まちづくりの参考
にしていきます。

文化祭・芸術展

文化祭・器楽の祭典

文化祭・民謡・民舞の祭典

すぐそこ新座発見ウォーキング

収穫祭

文化祭・日本舞踊の祭典

ボランティアまつり

今
年
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

新
座
の
秋
を
鮮
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

国際交流デー



1415

Niiza Photo Gallery
№1032■令和元年12月号

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
　ら
　し

子
　ど
　も

健 

康
・
福 

祉

高
　齢
　者

仕 

事

税 

金

　法律相談 ※同一案件の相談不可

年金・社会保険・労働相談
人権相談 ※1
　税務相談
　登記相談 ※2

消費生活相談 ※4
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団等に関する相談
犯罪被害者相談

市税などの納付・納税相談 ※5

子育て相談  

予

予

予

予

女性困りごと相談 ※3
（男性も相談できます）

子育て電話相談 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談 

高齢者に関する相談 ※6

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※7

ボランティア相談 ※8
障がいに関する相談 ※9
電話健康相談
　精神保健相談 ※10

第1・3火曜日、第1～4水曜日
第2・4火曜日
5日㈭
19日㈭
9日㈪
13日㈮

毎週月曜～金曜日

毎週月曜～金曜日

毎週月曜～金曜日

17日㈫

毎週月曜～金曜日

22日㈰
毎週木曜日
毎週月・火・水・金曜日

午前10時～午後3時
午後1時～3時

午後1時～4時30分

午前9時～正午、午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

午前9時～午後4時30分

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分
午前9時30分～正午、午後1時～4時30分

午後1時～4時

午前10時～午後4時
午前10時～午後6時

（来談は午後5時まで）
午前9時30分～正午、午後1時～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時15分
午前9時～正午、午後1時～4時30分
午後1時30分～3時30分

①午後2時～3時30分
②午前10時～11時30分
③午前10時～11時30分
④午後2時～3時30分
⑤午前10時～11時30分

⑥午後1時～3時

⑦午前10時～11時30分

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

母子・父子自立支援員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
保健師、栄養士ほか
精神科医

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
税理士
司法書士、土地家屋調査士

消費生活相談員

人権推進課☎048-477-1513

女性困りごと相談室☎048-477-1835

にいざほっとぷらざ☎048-486-8639

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

家庭児童相談室☎048-477-2865

第一保育園☎048-478-4928　第二保育
園☎０４２-４２２-３８０３ 栄保育園☎０４８-４７７
-４６２６　西堀保育園☎０４２-４９２-３１１１　
北野保育園☎０４８-４７７-００３９　新座保育
園☎０４８-４７７-４６２７

山びこ保育園☎048-481-5095 

教育相談室☎048-477-4152 

こども支援課☎048-424-9161
長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892

※法律相談以外の相談の最終受付は、
　終了時間の30分前です。
※24日㈫の法律相談の場所は、                

にいざほっとぷらざです。

新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

午前10時～午後3時
（受付は午後2時20分まで）

14日㈯

毎週月・火・木・金曜日

午前10時～午後1時、午後2時～6時
（受付は午後5時30分まで）

女性困りごと相談員（女性）

　　　　　 〃

予

予

毎週月曜～金曜日
19日㈭

毎週月曜～金曜日

19日㈭

9日㈪
10日㈫

13日㈮

保健センター☎048-481-2211 　 

出前介護相談 高齢者相談センター職員

西部高齢者相談センター☎０４8-477-1707
※場所は①あたご菅沢すこやか広場、②野
火止一丁目集会所、③中原・本多集会所、
④西分集会所、⑤野火止四丁目集会所

北部第二高齢者相談センター☎０４8-482-2953
※場所は⑦大和田杉山集会所

南部高齢者相談センター☎０４8-481-2162
※場所は⑥えがおの里

おおむね65歳以上で、主に
あたご・菅沢・本多・野火止1
～4丁目の方

おおむね65歳以上で、主に
石神・栗原・堀ノ内の方

おおむね65歳以上で、主に
中野・大和田・新座・北野の方

11日㈬

13日㈮

3日㈫

▼（市民カメラマン・
　　松田則昭さん撮影）

（市民カメラマン・佐藤恵一さん撮影）▶

（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
・

　鈴
木
常
雄
さ
ん
撮
影
）▼

12月の相談いろいろ

12月の休日医療機関いろいろ

▲幸町歯科口腔外科医院からコブシ
福祉基金へ、１０万円

▶河野真樹人さんからコブシ福祉基
金（ふるさと納税）へ、２万円

▶大瀧敏郎さんから青少年教育振興
基金（ふるさと納税）へ、１万円

▶柳内崇さんから青少年教育振興基
金（ふるさと納税）へ、１万円

（市民カメラマン・ 　　
加藤秀さん撮影）▶

▼（市民カメラマン・山本登さん撮影）

　親戚に教えてもらい、収穫祭に
は毎年来ています。
　ボッチャを初めて体験しました
が、大人でも子どもでも同じよう
に楽しめて、とてもいいですね。
これからお店を見て回ろうと思っ
ています。
　新座のいいなと思うところは、
家の周りに遊べる公園がたくさん
あるところと、都心に向かうとき
にアクセスがいいところです。

※1 人権侵害・名誉毀損など　※2 不動産登記などの登記全般　※3 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　
※4 日常生活における契約上のトラブルなど　※5 市税などの納付、納税猶予に関すること　※6 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※7 生活上の心配ごとなど　
※8 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※9 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　※10 こころの病気、ひきこもり、アルコール依存など

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

日曜日・休日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 休日歯科応急診療所

新座

志木

朝霞

新座

朝霞

和光

志木

朝霞

478-1327

485-5600

461-6100

481-0260

474-5103

467-0889

486-1010

465-8550

中 村 ク リ ニ ッ ク

幸 町 ク リ ニ ッ ク

塩 味 ク リ ニ ッ ク

片 山 診 療 所

た な か 整 形 外 科
ク リ ニ ッ ク

宮 戸 ク リ ニ ッ ク

和光耳鼻咽喉科医院

関 医 院

内・小・皮

内・小

消内・内・
外・肛

小・皮・
内・アレ

外・内・
整外・肛

整外・リウ・
リハ・麻

耳・アレ

耳

１日㈰

８日㈰

１５日㈰

２２日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

１日

８日

１５日

２２日

２９日

新座みつばち鍼灸整骨院

さ くら B B C 整 骨 院

栄 接 骨 院

渕 辺 接 骨 院

長 南 接 骨 院

424-3821

424-3804

481-4144

479-7963

280‐6501

○埼玉県救急医療情報センター:♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県大人の救急電話相談:♯7000（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県小児救急電話相談:♯8000（☎０４８-８３３-７９１１）

○精神科救急情報センター:☎０４８-７２３-８６９９

24時間対応で、緊急に受診可能な医療機関を紹介します（歯科を除く）。

24時間対応で、急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。

24時間対応で、急病時の対応や受診の必要性を看護師がアドバイスします。

夜間や休日に、精神疾患を有する方及び家族からの緊急の相談を受け付けます。

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

▶受付日時／①30日㈪・②31日㈫、午前９
時～11時30分
▶場所／保健センター
▶医師／①小柴慶一 、宮嶋千秋、②野入総
悟、 青木隆慶
▶費用／健康保険法の規定料金
▶持ち物／保険証、お薬手帳（お持ちの方）
▶協力／朝霞地区歯科医師会

予※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

岡本春香さん　せいわくん（6歳）

にいざイベント
レポート　　　

寄附ありがとう
ございます

◀詳しくは
　こちら

※変更の場合あり

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

小・中学生議会中華人民共和国河南省済源市
視察団が新座市を訪問

未成年者喫煙防止
キャンペーン

No.52

の
イベント

10月20日㈰
健康まつり
10月31日㈭～11月17日㈰
文化祭
11月10日㈰
収穫祭
国際交流デー
発見ウォーキング
ボランティアまつり

すぐそこ新座

健康まつり・ハイハイよちよちコンクール

　10月28日㈪、新座駅で実施した
キャンペーンには、新座市たばこ税
協力会の会員を中心に、県立新座柳
瀬高等学校の生徒などが参加し、喫
煙防止を呼び掛けました。

　10月16日㈬、市と友好
都市提携を結んでいる中華
人民共和国河南省済源市か
ら、侯波（こうは）副市長を
団長とする視察団7名が新

座市を訪れました。
　視察団の皆さんは新座産
の野菜を大変気に入り、野
菜作りの説明に対し、熱心
に耳を傾けていました。

　10月19日㈯、未来
を担う子どもたちの
ユニークな意見を反
映させ、市政への理
解と関心を深めても
らうため、小・中学生議会を
開催しました。市内の小・中
学校15校から選出された
児童・生徒が議員となり、市

長や教育長に対して直接
質問を行いました。頂いた
意見は、まちづくりの参考
にしていきます。

文化祭・芸術展

文化祭・器楽の祭典

文化祭・民謡・民舞の祭典

すぐそこ新座発見ウォーキング

収穫祭

文化祭・日本舞踊の祭典

ボランティアまつり

今
年
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
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さ
れ
、

新
座
の
秋
を
鮮
や
か
に

彩
り
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た
。

国際交流デー
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広報にいざを音訳した「声の広報にいざ」を市ホームページに掲載しています。 ※Twitter，Facebookはアカウントがなくてもご覧いただけます。

No.1032 令和元年12月１日発行（毎月１日発行）　発行：新座市
編集／総合政策部シティプロモーション課　〒352-8623 埼玉県新座市野火止1-1-1  ☎048-477-1111
ＦＡＸ 048-479-2226　ホームページアドレス／ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｎｉｉｚａ.lg.ｊｐ/ ▲市 Twitter▲マチイロ ▲市 Facebook

広
報

ガスの部屋
「ゴホゴホ」
「ガス」は国際交流員グスタヴォ・ラモスさんの愛称です。◎人口 165,698 人（男 82,673 人  女 83,025 人 ）

　〈＋74 人（男＋27 人、女＋47 人）〉※前月比
◎世帯数 75,420世帯〈＋132世帯〉【11月1日現在】

クイズ＆アンケート
　下記のクイズに正解して、アンケートにご協力い
ただいた皆さんの中から抽選で1名様にゾウキリン
トートバッグと提携店で使えるアトム通貨100馬力

（100円商品券相当）を、4名様に粗品とアトム通貨
100馬力をプレゼントします。当選者の発表は、発
送をもって代えさせていただきます。ぜひ広報にい
ざへのご意見・ご感想をお寄せください。

■クイズ　買い物のとき、レジ袋をもらうのではなく
●●●●●を持参することで、ごみを減らすことができます。
●に入る文字は何でしょう。
■アンケート　①今月号で良かった記事、②取り上げてほしい
内容やコーナー、③そのほか広報にいざへのご意見・ご感想が
あればお聞かせください。

▶応募方法／①右上の二次元コード又は市ホームページ「広報にいざ」の
ページから、各項目に入力して応募、又は②はがきに住所、氏名、電話番号、ク
イズの答えとアンケートを記入の上、シティプロモーション課広報係（〒352－
8623野火止1－1－1）へお送りください。※必ずクイズの答えとアンケートを
ご記入ください。また、応募は1人1通までとさせていただきます。
▶応募締切／12月25日㈬〈②は当日消印有効〉

人口と世帯

※ヒント＝2ページ

ゾウキリングッズは
観光プラザ、市役所売店、
ふるさと新座館などで販売中！

■
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

　
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
て
、携

帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
使

用
済
み
小
型
家
電
を
回
収
し
、リ
サ
イ

ク
ル
金
属
か
ら
メ
ダ
ル
を
製
作
す
る

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初

め
て
の
試
み
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
全
国
か
ら

回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
か
ら
、東
京
２

０
２
０
大
会
で
必
要
な
約
５
千
個
全
て

の
メ
ダ
ル
が
製
作
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
メ
ダ
ル

に
！

　
市
で
も
、２
０
１
７
年
７
月
か
ら
２

０
１
９
年
３
月
ま
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
、市
立
小・中
学
校
な
ど

公
共
施
設
34
か
所
や
、市
内
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
携
帯
電
話・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
回
収
品
の
合
計
は
１
７
２・８
㎏
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
東
京
２
０
２
０
大
会
ま
で
１
年
と
な
っ

た
今
夏
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
両
大
会
の
メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル

　
お
も
て
面
の
デ
ザ
イ
ン
は
、国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
で
定
め
ら
れ
た
構
図
で

す
。
パ
ナ
シ
ナ
イ
コ
ス
タ
ジ
ア
ム（
ギ
リ

シ
ャ・ア
テ
ネ
）に
立
つ
勝
利
の
女
神
ニ
ケ

像
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
正
式
名
称
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン

ボ
ル
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
う
ら
面
の
デ
ザ
イ
ン
は
、公
募
で
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
競
い
合
い
、

頑
張
っ
て
い
る
人
が
称
え
ら
れ
る
世
界
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、

多
様
性
を
示
す
、様
々
な
輝
き
を
も
た
ら

す
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

○
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル

　
人
々
の
心
を
束
ね
、世
界
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
む「
扇
」を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
、お
も
て
面・う
ら
面

と
も
に
公
募
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
も
て
面
に
は
、国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
の
規
定
に
基
づ
き
、点
字

で「Tokyo2020
」の
文
字
が
表
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、メ
ダ
ル
の
色
の
違
い
が
触
れ

た
と
き
に
分
か
る
よ
う
、円
形
の
く
ぼ

み
を
側
面
に
施
し
て
い
ま
す
。
金
メ
ダ

ル
に
は
１
つ
、銀
メ
ダ
ル
に
は
２
つ
、

銅
メ
ダ
ル
に
は
３
つ
く
ぼ
み
が
つ
い
て

い
ま
す
。
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ

配
慮
さ
れ
た
く
ぼ
み
加
工
は
、大
会
史

上
初
め
て
の
仕
様
で
す
。

大江戸線（12号線）の延伸が
実現すると…

新たな都市拠点が市中央部に！
都心部へのアクセスが便利に！

12号線に関する取組については、
市ホームページをご覧ください。

新座市　12号線

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

〜
新
座
市
は
射
撃
の
競
技
会
場・ブ
ラ
ジ
ル
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
す
〜

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
室

 （
☎
0
4
8-

4
2
4-

4
6
8
7
）

問合せ

▶問合せ／オリンピック・パラリンピック推進室
　（☎０４８‐４２４‐４６８７）

　
若
い
頃
か
ら
寒
い
天
気
が
好
き
で
す

が
、故
郷
の
ジ
ュ
イ
ス・デ・フ
ォ
ラ
市
は

本
当
の
冬
が
な
い
で
す
。
６
月
〜
８
月
の

平
均
気
温
は
17
℃
で
、23
℃
ま
で
上
が
る

こ
と
も
あ
り
、季
節
感
は
あ
ま
り
な
い
で

す
。
実
は
、初
め
て
雪
を
見
た
の
は
21
歳

で
、イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
た
と
き
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、ブ
ラ
ジ
ル
で
は
雪
が
降
ら
な

い
か
ら
で
す（
南
に
位
置
す
る
パ
ラ
ナ
州
、

サ
ン
タ・カ
タ
リ
ー
ナ
州
と
リ
オ・グ
ラ
ン

デ・ド・ス
ル
州
で
は
た
ま
〜
に
降
っ
た
り

し
ま
す
）。

　
日
本
人
に
聞
い
て
み
た
ら
、「
冬
」と
言

え
ば
雪
、お
鍋
や
こ
た
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が

頭
に
浮
か
ぶ
と
言
わ
れ
ま
し
た（
何
故
か

こ
た
つ
と
猫
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
ら
し
い

で
す
。
笑
）

　
一
方
、私
に
と
っ
て
日
本
の
冬
と
聞
い

た
ら
、す
ぐ「
マ
ス
ク
」が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
日
本
で
は
普
通
で
す
が
、西
洋
で
は

お
医
者
さ
ん
、ま
た
は
重
症
の
人
し
か
マ

ス
ク
を
し
な
い
で
す
。
反
対
に
、日
本
人

は
周
り
の
人
に
病
気
を
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
マ
ス
ク
を
し
ま
す
よ
ね
。
日
本
人
の
人

へ
の
配
慮
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
！

み
ん
な
の
携
帯
電
話
が

東
京
２
０
２
０
メ
ダ
ル
に
な
り
ま
す
！
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▲うら面

Photo by Tokyo 2020 / Shugo TAKEMI

◀側面のくぼみ

▲
東
京
２
０
２
０
メ
ダ
ル
の

　
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

　（
大
会
組
織
委
員
会
ホ
ー
ム

　 

ペ
ー
ジ
）

①「
ブ
ラ
ジ
ル
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
講
演
会
」

②「
ブ
ラ
ジ
ル
写
真
展
」

▼
日
時
／
12
月
①
21
日
㈯
、午
後
２
時
〜
４
時
、②
19
日
㈭

か
ら
26
日
㈭
ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
７
時（
12
月
23
日

㈪
は
休
館
）

▼
場
所
／
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
①
４
階
多
目
的
室
、②

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
定
員
／
①
70
名・申
込
順

▼
内
容
／
①
ブ
ラ
ジ
ル
講
座
＝
ブ
ラ
ジ
ル
の
風
土
や
食
、

言
葉
の
紹
介
、ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
ユ
ー
ス
ス
ク
ー
ル
ゲ
ー
ム

ズ
２
０
１
９
報
告
会
＝
11
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
た
ユ

ー
ス
大
会
に
出
場
し
た
市
内
の
中
学・高
校
生
が
大
会
や

現
地
で
の
交
流
の
報
告
、世
界
で
愛
さ
れ
る
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
〜
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
編
〜（
協
力：株
式
会
社
明

治
）＝
ブ
ラ
ジ
ル
産
カ
カ
オ
豆
で
作
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

②
ブ
ラ
ジ
ル
の
観
光
や
日
本
人
移
住
の
歴
史
、県
内
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
関
す
る
写
真
展
示

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
①
12
月

２
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話

で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
推
進
室（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４

６
８
７
）へ※

市
電
子
申
請・届
出

サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
可


